
    
      
        
      
    

  















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　七月五日、木曜日の朝。

　清せい純じゆん学がく苑えんの二年九組で──一人の少女のイ体が発見された。

　ちなみにイは「遺体」の遺ではない。「イカせ」のイだ。少女は瞳どう孔こうを見開き、舌を出し、清純学苑の制服を大量の愛液で濡ぬらしたイカされまくりの状態で──朝一で九組の鍵かぎを開けに来た、青あお木き先生と宮みや桃ももによって発見された。

　発見したのが女性と女子生徒だったのは、不幸中の幸いだったかもしれない。発見時、彼女は体をよじり、破は廉れん恥ちすぎるほどの恍こう惚こつ状態になっていたと青木先生は言っていたので、そんな姿を男性に見られるのは、屈くつ辱じよく的だったろうからだ。

　少女の衣服は乱れていたが、外傷はなかった。

　だが少女の意識は──あまりに苛か烈れつなイカせによって、恍惚状態に達したまま戻もどってこなかった。たまに「おち○ぽ気持ちイイ!!」と叫さけび声を上げて、ベッドの上で暴れるくらいで、それ以外は静かなオーガズムに浸ひたるばかりで意識も戻らなかった。彼女の意識は、ひょっとするといつまでも戻ってこず、夢と現実の狭はざ間まで永遠にイき続けるのかもしれない。十六才の少女を襲おそった悲劇として、これ以上に悲しいものを俺は知らない。

　事件に関かかわる事実の中で──不可解なものが一つあった。

　それは犯行時、現場は密室だったということである。

　九組は二重の意味で密室だった──第一に、夜間の学校はシンプルに施せ錠じようされている。第二に、九組そのものの施錠は、前日の四日の十七時半に、何よりも俺自身が行っている。ちなみに、同日の二十時に警備員さんも九組の施錠の確かく認にんを行っているはずだから、要するにダブルチェックの状態だったということになる。

　にも拘かかわらず、次の日の朝六時──青木先生と宮桃が部屋の鍵を開けた所、いるはずのないイ体が、まるでマジシャンの不可思議なトリックみたいに、忽こつ然ぜんと九組に出現していた。

　そう。

　それは──密室イカせ事件だった。

　一学期の終わり際ぎわ──そんな悲劇が、特とく殊しゆ性せい癖へき教室を襲った。

　イかされた少女は、胡桃くるみ沢ざわ朝あさ日ひの妹。名前を赤あか塚つか宵よい美みという。

























　月日は戻って──六月八日、金曜日。

　五月から続いた家庭訪問の最後の訪問先として、俺は恭きよう野のの家に来ていた。

　恭野の家は広い庭のある一戸建てで、どこにでもあるような幸福な家庭というような感じがした。暖色の居間で、恭野の母親である、白しら髪がの老婦人が言う。

「文ふみ香かは本当に、出来のいい子なんです」

　彼女は恭野清きよ子こさん。家庭状じよう況きよう調査票には六十五才とだけ書かれていて、恭野との関係性は書かれていなかったので、ここに来るまで俺は恭野の祖母だと勘かん違ちがいをしていたのだが、どうやら彼女は恭野の母らしい。

　六十五才と言っても、清潔感のある若々しい女性だ。二十才の女性が老人の変装をしていると聞いても、ワンチャン信じてしまいそうである。

「私わたくしどもの、誇ほこりの娘むすめでしてね」

　彫ほりの深い老紳しん士し──敦あつしさんが言う。こちらも恭野の祖父ではなく、父親だろう。

「仕事が忙いそがしくて、あまり構ってあげられていないのですが、文香は本当に手のかからない子で──」

　家庭訪問は円えん滑かつに進んでいった。これまでで一番のスムーズさだった。突とつ然ぜん清子さんが服を脱ぬいでエロタイツ姿になって「セ○クス勝負よ！」と言い出したり、バイブを持って暴れ回ったりすることも勿もち論ろんなく、話は進んだ。

　恭野が優ゆう秀しゆうすぎて、話すことがなくなってきた頃ころ──清子さんは言った。

「伊い藤とう先生は本当に、芳よし雄おくんに似ていますね」

「……へ？」

　俺が呆ほうけた顔をしていると、清子さんはそれを見て、くすくすと笑った。

「あなたの祖父、伊藤芳雄くんのことですよ」

　なんと清子さんは、俺の祖父であるアンデッド芳雄を知っているらしい。まあ、清せい純じゆん市は狭せまいし、そういうこともあるかもしれない──と思う一方で、あの変態老人と似ていると言われたことは真に心外でもあった。

　だが清子さんの口調には、どことなく祖父を慕したうような優やさしさがあった。

「気の多い人でしたね。もう十年近く前ですけど、私も口説かれていたことがあったんですよ」

「はぁ……、なんかスイマセン」

「いえいえ」そう言って、清子さんはコーヒーをかき混ぜた。

　口説くって……、二人ともいい年ではあるが、それでも三十才近くの年ねん齢れい差はある。無視できない年齢差だが──しかし、当時清子さんが五十代ほどだったと考えると、意外と珍めずらしくもない出来事なのかもしれない。

　ちなみに──祖父が女性を口説いていたことに関しては、あまり驚おどろきはなかった。というのは、祖母が死んでから、祖父があちこちで女を引っ掛かけたり、隠かくし子を作ったり、慰い謝しや料りようを払はらったりしているのを知っていたからである。余談だが、俺の実家が私立高校を運営しているにも拘わらずお金持ちではないのは、ひとえに祖父がどこかに流している養育費による。

「……うん。やっぱり、芳雄くんを感じます」

　そんなに似てるだろうか？　確かに祖父も俺も、すぐ昇しよう天てんしかける所は似たもの同士だが……。でも祖父は昇天しそうで昇天しないしな。あと十年くらい生きそう。

　こうして、最後の家庭訪問は終わった。

　俺は車の中で安あん堵どの息をつく。色んなことがあったが、恭野に出された二回目の宿題も、無事に終わることが出来たようだ。




　　　　＊




　六月二十五日、月曜日。

　放課後の教室へと、恭野に呼び出された。

　前回の宿題から一ヶ月以上が経たっていた。期間が空いたが、この間俺は新しく学校に来るようになった宵よい美みちゃんの処理──主に、彼女にみだりに人をイカせてはならないという社会的なマナーを教えたり、彼女がイカせた教師に謝ったり、普ふ通つうに勉強を見たり──で忙しかったので、恭野も気を使ってくれていたのかもしれなかった。

　恭野は机の上に浅くお尻しりを乗せると、美術館に展示された中世の天使像のような、どこか現実味のない微び笑しようを浮うかべた。

「伊藤先生、お疲つかれ様です」

「おう」

　どうやら前回の家庭訪問の宿題についても、恭野は前と同じで、目的や意味なんかを教えてくれる気はなさそうだった。

　まあ、それもそれでいいか──と思うことにする。

　前回の宿題の件について俺は、胡桃沢の転校を阻そ止しすることが出来たという点で、ある程度満足していたからだ。恭野の目当てがなんであろうとも、胡桃沢を守ることが出来たのには変わりない。

「それで、今回の宿題はなんなんだ？」

「実は、少し気になっていることがあるんです」恭野はどことなくアンニュイな様子で目を伏ふせた。「来週、プールの授業があることを、先生は知っていますよね」

「あぁ……」

　俺は合が点てんした。プール開きということは──奴やつらが動き出す頃ころ合あいか。

「そうです」以心伝心という形で、恭野がうなずいた。「蕎麦そばくんと、不ふ悪あつ句くくんと、土つち之の下したくんです」

　盗撮魔ピーピングトムの蕎麦、機械性愛メカネロテイスムの不悪句、埋葬性愛タフエフイリアの土之下──彼らは合わせて、非リア三人衆と呼ばれている。少年法で裁かれていないのが奇き跡せきと言えるような、いわゆるキセキの世代とも呼べるような三人組である。常に女子のエロ写真を追いかけている変態たちでもあり、たぶん、エロ同人の世界から異世界転生をしてきたのだろう。さっさとトラックに轢ひかれ直して元の世界に帰って欲しい。

「去年のプールも、大変だったんです。不悪句くんがスクール水着の成分が溶とける薬品をプールに撒まきまして……」ほぼテロリストじゃねーか。「校則を違い反はんして、紐ひも水着を着用していた胡桃くるみ沢ざわさん以外の水着が全部溶けてしまったんです。だから──逆に胡桃沢さんが一番健全な格好をしているという、よくわからない状況になりました」

「運命のイタズラだな」

「もちろん、三人の仕し業わざだとバレて、生徒全員の水着代を自腹で払っていましたが、今回も似たようなことが起こると、少し……」

　そこまで言って、恭野は口ごもった。というわけで今回の宿題は、男子生徒の凶きよう行こうを止めるという、実にシンプルなものになった。

　プール開きまでの間、俺は情報を集めることになった。だが、事前に蕎麦くんに話を聞こうとした所──『ドゥフォウ、伊藤先生も拙せつ者しやたちがプールで撮とる、破は廉れん恥ちすぎる写真が見たいのでござるな。オマセでござるな。なんつって──コポォ。まぁまぁ、はやる気持ちもわかるでござるが、安心するでござる。先生の手を煩わずらわせなくとも、拙者たちはスク水美少女たちの魅み力りよくを、余すところなくファインダーに収める所存でござるよ。ドゥフフフゲラゲラコポコポフォカヌポウ！』と言うだけで、全く話にならなかった。あいつ、日本語は使えるんだよな？

　あっという間に一週間が経ち、ほぼぶっつけ本番の状態で、プール開きの日が来てしまった。ハカセに計画の頭出しだけは貰もらったのだが、全ぜん貌ぼうはわからない状態である。

　その日の俺は、体育の先生に頼たのみ込んで、プールの監かん視し員いんをさせてもらうことになっていた。というわけで、俺はみんなよりも一足早くプールに行く。

　プールサイドやプール内に、不ふ審しんな物がないかをチェックする。だが、特に怪あやしいものはなかった。

　どうしたものかと思っていると、まもなくシャワーの方から、悲鳴にも嬌きよう声せいにも似た声が聞こえてきて──

　やがて目の前に、ブラジル水着を着た、校則ガン無視の変態女子高生がやってきた。

「せんせー、私の水着どう!?」

　ストレートにそう聞いてきたのは、金きん髪ぱつツインテールの色白ビッチ、胡桃沢朝あさ日ひだった。

　彼女は──スリングショットというのだろうか？　Ｖ字形の大きな布が下半身と胸むな元もとを同時に隠している、一枚布で出来た過激すぎる水着を着ていた。横から見たらほぼ裸はだかだし、なんなら前から見てもほぼ裸だった。「水」の中の「着」物という意味では、刺さし身みの上に載のっているタンポポくらいの仕事しかしなそうだ。

「興奮したでしょ？　どーてーせんせー♡」

　童どう貞ていどころか、染せん色しよく体たいＸＹを持つ全すべての有機物を臨戦状態にしそうな格好だった。

　スリングショット越ごしに見える、無防備な横乳を見ていると……。

　ズキュウウウン！

　わぁいっ。すぐに大きくなった。いつも通りだね☆

「せんせーのフォースって、めちゃくちゃ簡単なピ○ゴラスイッチみたいだね……。装置の長さが五センチくらいしかなくて、二秒くらいしか放送時間がなさそー」

　胡桃沢は独特の表現で、俺の生理現象を表現する。

「もーちょっとバリエーション欲しいよね。たまにはフォースが蒸発するとか、砂になるとか、雷かみなりに変化するとかさー」

「ロギ○系の能力者か？　俺は」

「せんせーは、体をゴムにする方の能力者だよね。すぐに股こ間かんが伸のびるし」

「体の一部すぎないか？」

「体はゴムになるのに、ゴムは装着したことないんだよね（笑）」

「ムキーッ！」

　この悪ガキめ……。もう少し、教師を敬う気持ちを持つべきだな……。

　だが、まあ……。

　先々月、胡桃沢が、アメリカの特殊パラフイ性癖リアン・教室スクールに転校するかも、という話だったことを思い出すと、彼女がここにいて、普通（？）に授業を受けているだけでも、喜ぶべきことなのかもしれないな……。

「……でもさ。せんせーも一度は考えた事があるよね？　『もしも全身がゴムになったら、果たしてチ○コも伸びるのか』」

「そんな邪じや悪あくな疑問は抱いだいたことねーよ」

「その疑問への答えがワ○ピースらしいよね。あっ、ごめん！　ネタバレしちゃった」

「心配しなくても信じてねーよ」

　だが──やっぱり、もう少し大人しくしてくれた方がいいな。

　俺はコホン、と咳せきをする。

「胡桃沢、先生にはあまり馴なれ馴れしくするんじゃないぞ。もっと尊敬の念を持って接してだな……」

「ああ、尾お○先生は尊敬してるよ？」

「ワ○ピースから離はなれろ！」

「ねー、これすごくない？　胸と下半身の間の部分、ほとんどただの紐だよ？」

　そう言うと、胡桃沢はいたずらっぽく笑いながら、水着の腰こし辺りの細い紐を手に取った。すると胡桃沢のバストを隠している細い布が、びょーんと引っ張られた。

「……く、胡桃沢、はしたないぞ」

「なんか今日、暑いねー」

　胡桃沢はチラチラとこちらの様子を窺うかがいながら、スリングショットのＶ字紐を左右に動かしている。

　ぽいん、ぽいん、ぽいん──と、おっぱいが揺ゆれる。

「暑いねー」

　俺の目の前で、胡桃沢の巨きよ乳にゆうは紐に引っ張られて、右に動いたり左に動いたり──ある時は片側にはみ出たり──ある時は真ん中に脂し肪ぼうが寄り集まったり──ある時は中央部を押されてひしゃげるように左右にはみ出たり──と、まるで意思を持った生き物のような動きをした。

　ま、まずい見える──って、あぶなっ。おっと──今度はヤバいヤバいヤバい──って、……おお、セーフ。

　目を白黒させていると、胡桃沢は侮あなどるような目で俺を見ていた。

　悔くやしい。またしてもフォースがフル膨ぼう張ちように！

「あはは、せんせーってたんじゅーん」

「く、胡桃沢。先生をからかうのは──」

「せんせー、この紐、引っ張ってみる？」

「ひゃいっ!?」声が裏返った。「ひ、引っ張るわけないだろ！」

「遠えん慮りよせずにさー。一回引っ張ってみなよ。ほらほらー」

「う、うう……」

　まずい──このままでは……。

　胡桃沢の痴ち態たいに興奮して──ゴムを装着してゴム人間になってしまう！

　生徒にゴムゴ○のピストンをぶちかましてしまう！

　そんなことになったら──教師のくせに生徒に手を出したゴミ人間である……。

　経歴の傷は、教師の恥はじだ……。

　もちろん引っ張りたい──スリングショットのＶ字の布を引っ張って、転がる巨乳を見て喜びたい──「良いではないか、良いではないか」とか言いながら引っ張りたい──強めにギューッと引っ張りたい──童心に戻もどって、引っ張りたい──

　だが、そんなことをしたら、既すでに地に墜おちている教師のプライドに、泥どろを塗ぬり足すようなことになってしまうし……、それに、仮に胡桃沢は許してくれても、そんな状じよう況きようを誰だれかに見られたら、言い逃のがれが出来ない……。

　なんてことを考えていたら、胡桃沢は俺の手を胸に持っていった。

「ほら、触さわりなよー」

「うぐっ！」

　このビッチッ！　ゲーム機を友達に貸すような気安さで、自分の水着を引っ張らせやがる！

　てか……、そんなに勢いよく手を引っ張られると──胸に手が当たって……。

　うあああああああああああああああああ。

　その時──シャワーゾーンから、冷水を浴びた女子高生の悲鳴が聞こえた。

　まずい、他ほかの生徒が来る！

　ヤバいな。この状況──どう見ても、生徒のスリングショットに興奮してパイタッチを行い、興奮のあまり局部を膨張させた変態教師に見える！　見えるっていうか実際にそうだ！　言い訳の余地がない！

　すぐに手を引っ込める──が、局部は元に戻ってくれない。

「せんせー、きせい事実つくっちゃおーよ」

　慌あわてる俺を見て、胡桃沢はいたずらっぽく笑う。

　この小こ悪あく魔まＪＫめ！　早く局部を元に戻さなければ──ッ！　こうなったら……！

　こうなったら……。

　──俺はポケットから白い錠じよう剤ざいを取り出した。

「何それ、ラ○ブルボール？　股間強化でもするの？」

「ワ○ピース推おしが強すぎる！」

　勝ち誇ほこったように笑う胡桃沢の前で──俺はその薬を飲み込んだ。

　すると、俺の体に変化が訪おとずれた。

　フォースが、みるみるうちに収縮していく──

「へっ？」

　俺の突とつ然ぜんの落ち着きに、胡桃沢は驚おどろいている。

　なんという効果の強い錠剤だろう──思った以上だ。

　飲んだ薬は──ここに来る前にハカセに貰った、怪しすぎる錠剤だった。




　二時間前。

「逆強きよう壮そう剤ざい？」

「そうだよ」

　その時、俺はハカセに盗とう撮さつ計画について聞き込みを行っていた。俺たち以外に誰もいない生徒指導室で──機械性愛メカネロテイスムの変態博士、不悪句博ひろ士しが言う。

「どれだけ完かん璧ぺきな盗撮を行おうとも、勃ぼつ起きしてしまえば、いかがわしいことをしているのがバレる。そう思わないか？」

「どうした？　どことなく洋画的な言い回しでアホなことを言って」

「当たり前のことを言っているようだけれど、だが僕らはそれによって、一昨年おととし盗撮がバレたんだよ」

「勃起によってか？」

「うん。一昨年も完璧な準備をしてプールに臨のぞんだんだ。だが、撮さつ影えい中に胡桃沢さんが僕の勃起に気づいてね」こいつら、本当に毎年やってるんだな……。「結局、全ての写真を消去されてしまった。あの時みたいな失敗は犯おかしたくない」

「撮とらないという選せん択たく肢しはないのか？」

「というわけで、この薬を発明したんだ」

　そう言って、ハカセは怪あやしげな錠剤を机の上に置いた。

「これは逆強壮剤。これを飲めば、性的に興奮しても勃起しなくなり、逆に、興奮していない状態で勃起をするようになる。要するに逆勃起の状態になる」

「またアホなものを作ったもんだな……」

「我々は全員、これを服用してプールに行くよ」

「それはまた結構なことだな」

「先生も飲むかい？　先生も、女子高生のスク水姿を視し姦かんするつもりだろう？　プールの水に引っ張られて、股間に縦筋が出来ていないか、ひょっとすると乳ち首くびが浮ういていたり、毛がはみ出ていたりしていないか、確かく認にんするつもりだろう？」

「そう言われると、意地でも飲みたくないが……」

「ともかく、この薬は手て渡わたしておくよ」無理やり渡わたされた。「さて。僕は盗撮用の発明品の仕上げが残っているからね……」

　そう言って、ハカセは生徒指導室から去って行った。

　要いらないものを貰もらったな。後で捨てておこう──と思っていた。

　……この時は。




　だが──この薬が役に立つ時が来てしまったようだ。

　ハカセの薬は、恐おそるべき即そつ効こう性で俺の体に吸収され、あっという間にフォースを平へい穏おんな状態に戻してしまった。

　なんという便利な薬だろう。こんな薬があるならば定期的に服用したい。アマゾ○ダッシュボタ○に登録したい。いや、定期的に勃起させられる職場環かん境きようの方がおかしい気もするが。

　薬が効いてきたことによって──露ろ出しゆつ度どの高い胡桃沢の格好を見ても「なんだこいつ、寒くないのか？　というか、泳ぎにくそうな水着だな」という、おばあちゃんみたいな感想しか出てこない。

　女子高生ビッチ──破れたり！

「せ、せんせー、まさか私に、性的こーふんを覚えてないの……？」

「当たり前だ。教師が生徒に発情するわけがないだろう」

「そんな……、先生が生徒とえっちしたくならないなんて……」

　普ふ通つうのことを言っているはずなのに、めちゃくちゃ支し離り滅めつ裂れつな発言をしているように思えてきた。なんなら広こう辞じ苑えんにでも「教師は生徒に性的興奮を覚える存在」と載のっているとでも思っていそうな胡桃沢は露ろ骨こつに狼ろう狽ばいする。

「先生がニューハーフになっちゃった……」

「興奮しないだけで、そこまで断定する？」

「やっぱりスリングショットよりも、ボディペイントの方が良かったかな……」

「プールに入ったら溶とけるだろ！」

「えーい！」

　胡桃沢はそう言って──俺の手を自分の胸むな元もとに持っていった。

　あぁ、若さゆえの肌はだの張りと、脂肪量の多い胸のアンビバレントな共存関係……。喩たとえるなら塩気と甘みが両立している、おっぱい界の生ハムメロンといったところか……。

　──と、ソムリエのような感想を漏もらしながら、呆あつ気けなく勃起しただろうな。

　今までの俺なら！

　だが、逆強壮剤を飲んでいる俺は……。

「こんなもの……、ただのタンパク質だな」

　理科の教師らしく──冷静に成分を計算することが出来た。

「胡桃沢のおっぱいの弾だん性せい係数──三・五キロパスカル」

「なんか、お姉ちゃんみたいだね……」

「弾性係数は『ヤング率』とも呼ぶ。お前の胸元も若いな。フンッ」

　そう言って、胡桃沢の胸を乱暴に揉もみしだいた。

「あぁっ！」胡桃沢は小さく喘あえいで、プールサイドに倒たおれ伏ふした。

「俺を興奮させたいのなら──もっとおっぱいの弾性係数を減らしてから来るんだな。ゴムボールの方がまだ興奮するぜ！」

「うう……」胡桃沢は悔くやしそうに歯は嚙がみしている。

　あぁ、気分爽そう快かい!!

　さすがはハカセだ、今世紀最大の発明品を作ってくれたもんだぜ、これからは毎朝飲んでから学校に来よう──と思っていると、俺の隣となりに女子生徒が一人立っていた。

　そうだ。そもそも人が来るから逆強壮剤を飲んだはずなのに。結局、ノリで胸を揉んでしまった。懲ちよう戒かいか──と思っていたら、そこにいたのは伏ふし黒ぐろだった。

「胡桃沢さん、羨うらやましいです……」

　伏黒は艶つやっぽい表情を浮かべている。伏黒は普通のスクール水着を着ている──が、サイズが二サイズくらい小さいものを着ていた。そのせいで、痕あとになりそうなくらい股こ間かんにエグい食い込みが出来ている。おまけに上半身では胸が潰つぶされて、乳首がそのままテイクオフ出来そうなほど露骨に浮いていた。乳首の上にハンガーをかけてスーツくらい吊つるせそうな気がした。ＤＩＹ精神が無む駄だに刺し激げきされる体だな。便利そう。

「伏黒、ちゃんとサイズが合った水着を着た方がいいぞ」

「せ……、先生が私に性的興奮を覚えないなんて……」伏黒は狼狽する。

「いや、お前に対してはいつもそんな感じだと思うんだが……」

　伏黒に限っては、俺の目の前でしょっちゅう裸はだかになっているし、ケツに体温計を挿いれさせられたり、全ぜん裸らでＳＭをさせられたりもしているので、露出度が高いことに対するありがたみは全くなかった。むしろ──ちょっと居い心地ごこちが悪いくらいだった。家族の裸を見て「あ、ごめんなさい」となる、あの感覚である。お前が裸になるのは珍めずらしくもなんともないんだよ。スーパーで三十円引きの弁当を買う感覚なんだよ。

「伏黒も年とし頃ごろの女の子なんだから。もう少し節度を持って──」

　説教をしようとした、その時だった。

　逆強壮剤によって、逆勃起になっていた俺は──

　ピコーン！

　あぁ──フォースが反応してしまった！

「やったぁ……♡　先生、私の体を見て大きくしてくれたんですね♡」

「違ちがう……、これは……」

　屈くつ辱じよくだ……。伏黒を見てフォースを大きくしてしまうなんて……。

　死にたい……。今すぐ溺でき死ししたい……。

　屈辱のあまり、即そく座ざに舌を嚙かみ切りたいほどだった。だが、そう思えば思うほど、俺のフォースはガチガチになっていく。

「ふふふ……♡　いけない先生ですね……♡♡」

「祈いの梨りに負けた……」胡桃沢は泣き真似まねをしてみせる。

「デュクシ……♡　デュクシ……♡」

　調子に乗った伏黒が、俺のフォースを人差し指で突つっついた。うわっ、伏黒に触さわられた。はい、バーリア、バリア。その攻こう撃げきは無効～っ！　とでも言いたいところだったが、伏黒にドン引けばドン引くほどに股間の剛ごう直ちよくが固くなっていく。なんという副作用だろう。やっぱりこんな薬飲まなければ良かった。

　こうなったら──

「やめろ、フシブタ。俺の体を触ふれんじゃねーよ」

　サドっぽく、伏黒を睨にらんでみた。だが……。

「強がっちゃってー♡　デュクシ……♡　デュクシ……♡」

　フル勃起している状態では説得力がない！

　デュ……、デュクシなんかに……。

　まずい──このままでは、伏黒のデュクシにイカされるという、伊藤家の歴史に泥どろを塗ぬるような愚ぐ行こうを犯してしまう！　お父さんお母さんごめんなさい。日本中の伊藤さん、ごめんなさい。過去に存在した、全すべての伊藤さんごめんなさい。初代総理大臣、伊藤博ひろ文ぶみさんごめんなさい、あなたと同じ苗みよう字じの僕は、伏黒のデュクシによって、貴重な伊藤家の子種を放出し──

　……ハッ、そうか。

　俺は咄とつ嗟さに──目の前にいる胡桃沢の胸を握にぎった。

「きゃっ！」

　フォースを軟なん化かさせるために、胡桃沢のおっぱいで興奮すればいいのだ！

　胡桃沢の胸に触ると、フォースが和やわらいだ。

　まるで健康ランドの炭酸風ぶ呂ろに入っているような心地ここちである。もしも「幸せ」と名の付くものに感かん触しよくがあったなら、こんな触り心地だろう──と、無駄にポエミーな表現をしてしまうほどに素す晴ばらしい感触だった。この感覚に集中すれば……。

「ふぅ……」

　フォースが収縮していく。ありがとよ、胡桃沢……。

　──と思っていると。

「せんせー……」

　胡桃沢が非難がましい目で俺を見ている。……しまった。どさくさに紛まぎれて、女の子の誇ほこりを傷つけるようなことをしてしまった。おっぱいを勝手に触るだけではなく、おっぱいに触ることで勃ぼつ起きを鎮しずめるなんて……。

「せ、先生！」

　そして──今度はなぜだか伏黒が、俺のもう片方の手を胸元へと持って行った。

　胡桃沢への対たい抗こう意識のつもりか？　だが、お前のおっぱいなんかに俺は興奮しないぞ？　ダイヤモンドのように硬こう化かした乳頭が指に当たっているが、指ツボを刺激するマッサージをされている気持ちにしかならない。そういえば指の股またには疲つかれを落とすツボがあるんだっけ。折せつ角かくだから乳ち首くびで押して欲しいな──と思っていると。

　ピコーンッ！

　あぁ──違うのに！

「先生……♡　私のおっぱい好きなんですね……♡♡」

「うおおおおおおおお！」

　屈辱のあまりおかしくなってきた俺は──胡桃沢のおっぱいを強く握った。

「きゃっ」

　ああ、和なごむ……、まるで大きな猫ねこを抱だいているような気持ち──

「私だって……♡」

　伏黒が、もう片方の手を強く胸元に持っていく。乳頭が固い！　ペットボトルのキャップを勢いよく手で押してしまったみたいだ。普通に痛い！

　ズギュウウウウウウウン！

「うわああああああああ」俺の体はどうなっているんだ！

　俺はますます胡桃沢のおっぱいを握る。

「オリャアアアアアーッ！」

「痛い！」
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「先生……♡♡　私も痛くして下さい……♡♡」

「や、やめろ……」ズギュウウウウウン！　「うわああああああああああ！」

　頭がおかしくなりそうだ！

　どうやら俺はヤバい薬を飲んでしまったらしい……。

　両手で女子高生のおっぱいを強く固く握っていると──シャワールームの方から、冷水にはしゃぐ女子生徒たちの声が聞こえてきた。




　やはり、ハカセの薬を飲んだことは失敗だった……。

　アリの行列を見るだけでフル勃起になる。木や草を見るたびに射精しそうになる。雲を見ているだけでもアクメしそうになる。勃起しないために薬を飲んだはずなのに、これでは逆に危険人物である。

　フォースを巨きよ大だい化させないために、俺は目をつぶってエロいことを考えたり、手元のスマホでエロ漫まん画がを読むようにした。真っ昼間の学校のプールで、こんなことをしている奴やつは不ふ審しん人物だが、でも、こんなことをしないとフォースが硬化し、外見が変態的になるのだから仕方がない。「外見が怖こわい人は内面が優やさしく、外見が優しい人は内面が怖い」といった俗ぞく説せつがあるが、まさにあの状態だ。俺は外見が勃起している時には内面が勃起しておらず、外面が勃起していない時には内面が勃起している。

　今はプール前の体操の時間である。

　目の前では男子生徒たちが、ホットプレートのように熱されたコンクリートの上で、つま先立ちで屈くつ伸しんをしていた。

　清せい純じゆん学がく苑えんのプールはコースロープによって三：七に分けられており、狭せまい方が男子用のプールで、広い方が女子用のプールになっていた。俺の役目は男子生徒の監かん視しなので、俺のいる監視台は男子生徒の方に設置されていた。目の前にいるのは蕎麦とハカセと土之下だ。折角の水着回だというのに、あまり楽しくない絵え面づらだな……。

「……さて」

　頭の中をエロいことで満たし終えたところで、丁度体操の時間が終わった。俺は、体調が心配になるほどに色が白く、ガリガリのハカセの所に向かう。

「先生。ようやくプールの時間がやってきたね」

　ハカセはそう言って、クククと笑う。

　その股間は──全く勃起していない。

　つまり、こいつの心はフル勃起状態ということである。危険な奴だな……。まあ、俺も頭をエロいことで満たしているので、人のことは言えないのだが……。

「先ほど、最後のチューニングが終わったよ」

　そう言って、ハカセは水泳パンツのポケットからサングラスを取り出した。

「これが発明品か？　随ずい分ぶんと小さいもんだな」

「うん。僕や蕎麦のは水泳ゴーグルに仕込んでいるから、これは先生用だよ。こいつが完成しなかったら、また、スク水の溶とける薬品をプールに撒まくところだった。危ない所だったよ……」危ないのはお前の頭の方だ。「早さつ速そく、付けてみるといい。すぐに僕の発明品の素晴らしさがわかってもらえるよ」

「はぁ……」

　まるで乗り気がしなかったが、言われるがままにサングラスを装着した。

　見た所、普ふ通つうのサングラスのようだが……。

「ん!?」

　女子の方を見て、俺は驚おどろいた。

　スクール水着が透すけている！

　ナイロンとポリウレタンで出来た、紺こん色いろの絶対領域──スク水が透とう明めい化している!!

　女子生徒たちが、ほぼ裸はだかの状態だ！

　縁ふちの部分は縫ぬい目になっているのか、ぼんやりと黒くなっているが、これはこれで逆にフェティッシュだった。

　また、胸むな元もとと股こ間かんの裏地には、サポーターが入っているらしく、ぼんやりと白くなっているが──それも不ふ透とう明めい度五十％くらいであり、目を細めれば、その奥にあるものをしっかりと目視出来るレベルだった。

　名札に書かれた油性マジックの名前だけが透けておらず、地じ肌はだに直接名前が書かれているように見えるが、これはこれで逆にエロいから問題なしだな……って。

　問題がありすぎるわ！

「ハカセっ、これはガチで犯罪だろ!!」

「ん？　僕らがやっていることで、ガチで犯罪じゃないことって何かあったかい」

「あ、確かに無いかも」今いま更さらだった。

「我ながら、素晴らしい発明をしたものだよ……」ハカセは目を細める。「小型電池を使っているがゆえに、一時間しかバッテリーが持たないのが悩なやみの種だがね。ちなみにサングラスのつるの部分にはスイッチがあって、押すと写真が撮とれて僕の自宅のサーバーに送信される」

　ハカセは笑う。やっぱりこいつ、今のうちに国外追放とかしておいた方がいいんじゃないかな。でもそうなると、犯罪が国際化するだけか……。

　……って、小型電池？

「なあハカセ。質問なんだが」

「さぁ、盗とう撮さつを始めよう。スクール水着の女の子たちの、水泳を撮さつ影えいしようじゃないか」

「あの、ハカセ……」

「水泳場開放、ここに有り！」

「ハカセ」

「せいっ！」

　そう言って、ハカセはプールに飛び込んだ。蕎麦くんと土之下も、見事なコンビネーションでそれに続く。

「さーて、誰だれから撮影してやろうかな……。では、迂う闊かつにもコースロープのそばで泳いでいる恭野さんを──」

「おい！　恭野は駄だ目めだ！」

「その小ぶりな乳ち房ぶさを撮り尽つくしてやる！　フハハハハ！」

　ハカセが笑いながら、水泳ゴーグルをはめてプールに潜もぐった──その時だった。

　ハカセのいる所から──雷らい撃げきと白はく煙えんが立ち上った。




「ギャアアアアアアア、防水機能を忘れていたアアアアアアアア──────ッッ!!」




　……。

　ハカセはどうやら感電してしまったらしい。

　アホだな──悲しくなるほどに。

　こいつら、頭がいいのに詰つめが甘いんだよな……。

「ビリビリするでござるゥゥゥゥ────ッ!!」

「うあああああああああああ────ッ!!」

　ハカセに続いて女子の裸を撮影しようとしていた不届き者二人も、ゴーグルからの電気ショックを食くらっていた。

　まるで昔話のような──見事な勧かん善ぜん懲ちよう悪あくだった。

　おまけにゴーグルによる電気ショックは女子側のプールまでは届かず、見事、男子側のプールにいた不ふ埒らち者だけを成敗してくれた。

　まるで神の怒いかりを食らったかのように、盗撮を前にして討うち死にした非リア三人衆は、駆かけつけた体育教師たちの担たん架かに乗ってプールを退場した。ゴーグルをはめたまま担架の上で横になったハカセは──逆強きよう壮そう剤ざいによって、無む惨ざんにも勃ぼつ起きしていた。

　どうやら今回の宿題は、俺が手を下すまでもなく終わってくれたらしい。

　そう、ここで終わっていてくれれば良かったのだが……。




　だが、非リア三人衆が退場しても、俺のプール監視は終わらなかった。

　というのも、帰るタイミングを逃のがしてしまったのである。非リア三人衆を担架で運ぶフリをして、プールを脱だつ出しゆつ出来れば一番良かったのだが、俺は三人の雷撃に驚いて、うっかりフル勃起になってしまったのである。男が雷撃を受けるのを見て興奮状態になる、とんだ倒とう錯さく男になってしまったわけだが、というわけで俺は役目がなくなっても、監視台の上でぽけーっと座っていた。

　しかも、正規の体育教員の方がハカセたちを病院に運ぶためにいなくなってしまったので、プールにいる教師は俺一人になってしまった。体育の先生には「代わりに授業を見ていてくれ」と言われたのだが、カリキュラムを把は握あくしていない上に勃起をしている俺にそんなことが出来るはずもないし……。

「せんせー、授業どうするの？」

　胡桃沢が生徒を代表して、心配そうに俺に聞いた。

「よーし、みんな。今日の授業は自由にするぞ！」

「太っ腹ーっ！」

　胡桃沢が大声で笑う。他ほかの生徒たちの笑い声も続く。ふう……、これで生徒に理解のある教師をアピールすると同時に、授業終しゆう了りよう時まで立ち上がらなくてもいい状じよう況きようを演出できた。我ながら素す晴ばらしい戦略だ。

　だが、油断すれば勃起がバレて変態教師の烙らく印いんを押されるという、危機的状況には変わりがなかった。

　おまけに、男子生徒の退場と共にコースロープが取り除かれてしまい、女生徒たちが俺の目の前で遊んでいる状況になっていた。位置も近いので、非常によろしくない。

「ねえ、せんせー。一いつ緒しよに遊ぼうよー」

　プールにいる胡桃沢が、水をぱしゃぱしゃやりながら言う。

「くすくす、先生もプールに入れたらいいですね」

　正統派のスクール水着を着た恭野は、胡桃沢の冗じよう談だんを聞いて白い歯を見せた。

「一緒にビーチボールをするのですよー」

　最近学校に来るようになった宵美ちゃんは、通学経験が少ないがためにプールの授業を勘かん違ちがいしていたらしく、家からビーチボールを持参していた。水着は、名札に「よいみ」と書かれたジュニア用のスクール水着である。

「そのボールを、私の顔に思いっきりぶつけてくれるだけでいいですから……」

　スクール水着が食い込みすぎている伏黒が、期待に声を震ふるわせる。

　……なんか、楽しそうだな、こいつら。

　灰色の高校時代にも、こんなふうに、女の子に遊びを誘さそわれるような男でありたかったぜ──と思いながらも答える。

「遊べるわけないだろ。俺はプールを監視しなきゃいけないんだよ」

「そんなこと言って、女子生徒にちんちんを大きくしてるのがバレたくないだけでしょ」

「はは、バカを言え」何こいつ、エスパー？

　しかし──実際のところ、俺のフォースは限界を迎むかえていた。というのも、監視台の上は暑いのだ。こんな環かん境きようでエロ妄もう想そうをするというのは非常にキツい。新手のカルト宗教のストイックすぎる修しゆ行ぎようのようである。油断していると、女によ体たいの妄想がかき氷やそうめんの妄想に変わってしまう。既すでにほとんど妄想は出来ておらず、フォースも七割ほど勃起してしまっていた。

　すると、プールの一角から、女生徒たちの噂うわさ話ばなしが聞こえた。

「……ねえ」

「なんか、伊藤先生のパンツ、おかしくない？」

「ヒソヒソ……」

　間が悪いことに、俺は股間の強調されるブーメラン水着だった。隠かくし通すのにも限度がある。

　まずいな。このままでは不適切な噂が広がってしまう。だが、エロ妄想にも限界が……。

　そう思っていると、胡桃沢が不思議そうに俺に聞いた。

「せんせー──なんで、サングラスを持ってるのにかけないの？」

　俺、サングラスなんて持ってたっけ……って、あっ。

　ハカセの作った──変態サングラス。

「今日こんなに日差し強いのに」

「い、いや……」

「やっぱり、私たちの水着姿が見たいんだね？　へんたい教師だー」

「ば、ばかを言うな！」

　俺はそう言って、ハカセの邪じや悪あくなサングラスを装着した。

「かければいいんだろ、かければ」視界が、バラ色に変わる。

「あはは、サングラス似合わなーい」

「うるせー」

　俺のサングラス姿に、遊泳場には笑い声が満ちた。

　──だが。

　俺の脳内は、電気を発見したエジソンもかくや、というほどの「発見の喜び」で満たされていた。

　そうか──この手があったか！

　生徒の前で勃起をしないために──スク水を透とう過かするサングラスをかける。

　変態と呼ばれないために──変態行こう為いをする!!

　なんだか本ほん末まつ転てん倒とうみたいな感じになってきたが──背に腹は代えられまい！

　見える……見えるぞぉ……。こいつを使って、授業の最後までぶっ通しでエロ妄想をしてやるぜ！

　ハハハハハハハハッ!!

　テンションが高いのは、女子高生の裸はだかを見られるからではない。熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれそうな自分を、頑がん張ばって奮い立たせているからだ！　たぶん。

　さーて、誰の裸からいただくかな……。

　フフフ、一いつ般ぱん生徒Ａ！　地味なように見えて、意外とナイスバディを隠し持っているようだな！　さてはお前、同人誌でコアなファンが付くタイプか!?

　その隣となりにいる一般生徒Ｂ！　すまし顔をして、お腹なかにお肉を隠し持っているじゃないか。この夏はダイエットを頑張るんだな!!

　ロリ少女、宮みや桃もももも！　お前のお尻しりには青いアザがあるんだな。高校生になったら蒙もう古こ斑はんくらい消せ！　恥はずかしいぞ!!

　そして伏黒！　伏黒は──あー、えーっと、無し無し。萎なえる所だった。俺は何も見ていない。

　胡桃沢。お前だけ素材の違ちがう服を着ているがために普ふ段だんと同じで、逆に一番健全な存在になっているな！　セクシー担当として恥ずかしくないのか!?　反省しろ!!

　ククク……。

　俺は一体何をしているんだろうな。これではただの変態じゃないか。

　だが──素すに戻もどったらフォースが巨きよ大だい化してしまう。ここはマックスハイテンションで乗り切って……。

　なんてことを思っていると、小さく押し殺したような悲鳴が聞こえた。




「痛ッ……ッ！」




　恭野の声だ。

「せんせー、文香ちゃんの足が攣っちゃったみたいです！」

　サングラスのせいで、つるぺたな胸むな元もとに「みやもも」と直接文字が書かれているように見える、蒙古斑少女──宮桃が言う。

「せんせー、ちょっと肩かた貸して！」

　胡桃沢は叫さけぶ。驚おどろきのあまりフォースが甘勃起状態になってしまったが、内うち股またになればごまかせる範はん囲いだった。グラサンを監かん視し台の上に置き、足がコンパスになってしまった人のような、不自然なステップでプールに入った。

　予想以上の冷たさに身み震ぶるいしながら、恭野の所へと向かう。恭野の顔は青白くなっていて、唇くちびるの色も少し変わっていた。どうやらチアノーゼ気味になっているらしい。

　濡ぬれたジャージ越ごしに恭野に肩を貸す。恭野の腕うでは細くて柔やわらかい。いつもは謎なぞめいた女の子といった感じだが、こうして体を触さわると、この子がまだ十六才であるということがわかるな……。って、普ふ通つうに心配したら普通に勃起してしまう。ここは背中に当たる恭野の成長しかけのおっぱいに注目しよう……。柔らけえ……。

「ありがとうございます。先生……」

　恭野は弱々しく呟つぶやく。なにこの罪悪感……。

　恭野をプールサイドにある、屋根のある休きゆう憩けいスペースに連れていく。今日は授業を見学している生徒はいなかったので、俺と恭野は二人きりになった。休憩スペースには背の低い三人がけの椅い子すが置いてあって、俺は恭野をそこに座らせた。

「じゃあ、先生は監視台の上に戻るぞ」

　俺は早口で言う。早くしないと勃ぼつ起きしてしまう……。

「あ、はい……」

　恭野はうなずきながら、少しだけ心細そうな表情を浮うかべた。

「いや……」

　なんだか、今ここを去ったら、俺がすごく冷れい酷こくな人間みたいだな。授業中に足が攣った女の子を放置するなんて……。

「先生は監視台の上に戻って、サングラスを取って帰ってくるからな」

「ありがとうございます！」

　結局、俺はそう言った。恭野の隣にいて、なおかつ勃起しないためには、エロサングラスをかけるしかねーな。

　だが──勃起しないためとは言え、恭野の裸を見るのはどうなのだろう。さっきまでは、まるで昼飯にジャンクフードを買うかのような気安さで女子高生の裸を見ていたが、相手が恭野となると少し躊ちゆう躇ちよしてしまう。教師としてどうなのかというよりも、刑けい法ほうの適用範囲にいる人間としてどうなのか……。

　そんなことを思いながら、サングラスを手に取って、装着せずに休憩スペースに戻った。

　すると、椅子の上で恭野が、攣ってしまった足を伸のばしていた。

　恭野の白くて華きや奢しやな素す足あしは、剝むきたての貝のようにつるりとしていた。精せい巧こうなドールのように綺き麗れいな足である。赤みの差した膝ひざ小こ僧ぞうは果実のような色をしていて、水すい滴てきと一緒に小さな砂さ礫れきがついている。ぴたりと張り付いたスクール水着には、恭野の控ひかえめな乳ち房ぶさを示す小さな勾こう配ばいがあった。

　……！

　おお……。フル冷静状態だ。

　教師としてはアレだが、逆勃起男としては好都合だ──と思いながら、恭野の隣に座った。

「冷え性しようがあるので、足が攣りやすいんです」恭野はそう言って、ぶるりと震えた。

「それは参ったな」

「でも、たまにはこういうのもいいかもしれませんね。伊藤先生と、二人きりで話せる機会ですし……」

　恭野はそう言ってはにかんだ。ますます冷静状態が加速していき──「悟さとり」の境地にまで達しそうだった。弱じやつ冠かん二十二才にして、人生の意味を知ってしまったらどうしよう。

　そんなことを思っていると、恭野が真しん剣けんなトーンで言った。

「先生に聞いて欲しい話があるんです」

「ん？　なんだ」

「伊藤先生だけに打ち明ける、大事な話なんですが……」

　どうしたんだろう。急に真ま面じ目めな表情になって。

　あんまりシリアスになられると、逆に興奮してしまうぞ。程ほどよくエロティックなものが望ましいんだが──乳ち首くびのほくろが気になるとか──アンダーヘアーが生え揃そろってないとか──と思っていると、恭野はすうっと息を吸い込んで俺に言った。




「私の、家庭の事情を聞いて欲しいんです」




　まずい。滅め茶ちや苦く茶ちや真面目そうだ！

　フォースが臨戦状態になってしまう！

「ああ……、いいぞ」

「実は私、小さい頃ころに両親と離はなれ離れになってしまいまして……」

「うぐうッ！」

　シリアス過ぎるトーンに、股こ間かんがみるみるうちに怒ど張ちようしていった。なんだか、不ふ憫びんな子を見ると興奮してしまう変態性せい癖へきの人みたいである。そんな、主人公にあっさりやられる、サイコパス系の雑魚ざこ敵みたいなマインドはしていない。

「清子さんも、実は義理の母親でして……」

「あぐうッ！」

　大きくなりそうだったので、思わず左の手で股間を押さえつけた。なんだか、期せずして「レオナルド・ダ・ヴィンチ」の「モナ・リザ」のようなポーズになってしまったのだが、ルネサンスを感じさせる姿勢のまま、俺は恭野に聞く。

「そ、その話は、今聞かなきゃいけないのか」

「すいません。授業中に話すのは変ですよね……」

「いや……」

　恭野は表情を曇くもらせた。ここまで聞いておいて話を中断するのは、さすがに印象が悪すぎるよな……。

「やっぱり、今聞くぞ」

　恭野の顔がぱっと明るくなった。こうなったら相談を聞いている間、悪あく魔まの発明品を使用するしかねーな！

　生徒の相談を拒こばむのと、相談を聞いているフリをしながら生徒の裸を盗ぬすみ見みするのでは、どちらの方が罪深いのだろうか──という疑問が一いつ瞬しゆん頭をよぎったが、そんなことを考えると勃起してしまうので、俺は考えるのをやめた。

　ぱぱぱぱっ、エロサングラス[image: ～][image: ～]っ、と、大おお山やまの○代よの声で脳内再生をして、

　サングラスを着用し──恭野の未成熟な肢し体たいに注目した。

　──だが！

「敦さん──私のお義父とうさんをしてくれている人は、実はお義父さんじゃなくて、清子さんの弟で……」

　恭野の胸元が──白くなって見えない！

　まさか、地上波放送版なのか？　ブルーレイなら取り除かれるんだろうな──と思っていたが、そもそもここは現実だった。

　まずい、このままでは股間が怒張して──

「清子さんには、本当は別の夫がいて、その人が私の本当のお義父さんなんです」

　いやいや、マジでおっぱいが見えねーぞ。

　なぜ現実で、謎の白い光を体感しなければならないんだ。ハカセの発明に、なぜこんな無む駄だな倫りん理りコードが？　「ＶＲ謎の白い光」なのか？　それとも、これが逆に興奮するというハカセなりの工く夫ふうなのか？　それは一周回った上に、更さらに一周回って興奮しないぞ。おっぱい見せやがれよド畜ちく生しよう!!　と、エロ系ユーチューバーのコメント欄らんを荒あらす人、みたいな気持ちで考えていると──ようやく理由に思い至った。

　恭野──まさか、スクール水着の裏に、サポーターを更に縫ぬい付けている？

「十年近く前に、清子さんはその人と破局してしまいました」

　……偽ぎ乳にゆうちゃん？

　偽乳特戦隊なのか!?

　……いや違うか。胸を盛るのが目的ならば、この白い光はお椀わん形というか、胸の形に盛り上がらせるのが自然である。しかし恭野のサポーターはそうじゃない。単純に胸を隠かくすために入っているような感じである。

　たぶん、冷え性だから、温かくなるように入れておいたという感じか？　……って、ヤバい。

　真面目に考えていたら、フォースの勃起が加速してしまっている！

「本当のお義父さんは、伊藤先生のよく知っている人で……」

　興奮しなければ、勃起してしまう！

　だが──恭野の胸も股間も、謎の白い光によって隠されている！

　ど、どうやってエロ分を摂せつ取しゆすれば……。

　ハッ、そうか！

　脇わきィ……。

　恭野の脇ィ……。

　ペロペロォ……、ペロペロォ……、ハァハァ……、脇って第二の性器だよな……、こんなにもエロい脇が濡れているなんて、こんなの性的興奮のメタファーだろォォ……。ああ、広背筋と上じよう腕わん三頭筋と三角筋の、三つの筋肉に囲まれた卑ひ猥わいなデルタ地帯で果てたいお……。

「その人の名前は……」

　恭野──寒いって言ってたよな。じゃあきっと──乳首は立っているよな。小さくなって──立っているよな。ツンと上に向かって──立っているよな。ショートケーキのイチゴのように──立っているよな。子犬の鼻のように──立っているよな。

「名前は──」

　にょほおおおおお、恭野の生足エロすぎるのおおおおお。スク水の、水の溜たまったデルタ地帯から伸びる白い生足をペロペロしたいのおおおお。足の指をおしゃぶりしたいのおおおおおおおお。僕は生徒に興奮するいけない教師にゃのおおおおおおお。

　んほおおおおおおおおおおおおお。




「清子さんの夫の名前は、伊藤芳雄さんです」




　らめええええええええええええええええええ？？？？？

　……ん。

　あれ。

「今、伊藤芳雄って言ったか？」

　それ──俺のおじいちゃんの名前だよな。

「そうです。私のお義父さんは、伊藤芳雄さんです」

　……。

　What's?

　や、やべえ全然話聞いてなかった……。

　脳内バックログ機能を使用して──恭野のセリフを思い出した。

　えーっと……、恭野は小さい頃に、両親と離れ離れになった。

　そして清子さんは恭野の母ではなく、義母である。

　敦さんは恭野の父でも義父でもなく、清子さんの弟である。

　清子さんには、本当は別の夫がいて、その人が恭野の義父である。

　義父の名前は、伊藤芳雄である。

　……。

　??

　──んなアホな。

　冗じよう談だんか？　恭野らしくないジョークだな……。恭野のイメージが変わるぜ。そういう突とつ拍ぴよう子しのない話をするのは、それこそ祖父の役割だ。胡桃沢が、内閣府のスパイ一家の生まれであると受け入れた俺でも、恭野の義父がアンデッド芳雄とか、そんなこと信じるわけが……。

　……。

　いや、待てよ。


「伊藤先生は本当に、芳雄くんに似ていますね」

「……うん。やっぱり、芳雄くんを感じます」

「もう十年近く前ですけど、私も口説かれていたことがあったんですよ」



　あの時──確かに、妙みような距きよ離りの近さを感じたんだよな……。

　だが──

　口説かれていたって──そういうこと!?

　そんなにディープな口説かれ方!?

　段々と、恭野の言ったことが現実味を帯びてきた。

　でも──孫の知らないうちに結けつ婚こんするとか、そんなことする!?

　いや、芳雄ならあるいは……。

「ごめんなさい。急にこんなことを言って」

「い、いや……」

「ちなみに、私の義父の子供の子供が伊藤先生なので、伊藤先生は私の甥おいということになります」

　甥!?

「……お、甥って、オイオイ……」レベルの低すぎるダジャレが出た。

「年ねん齢れいが違ちがうので、しっくり来ませんよね……。あえて言い換かえるならば、伊藤先生は私のお義兄ちゃんのようなもの、といったところでしょうか……」

　……。

　医者を呼んで下さい……。

　どうやら僕は、頭がおかしくなってしまったみたいです……。生徒が義理の叔母おばで、実質義妹いもうとのようなものだなんて。それなんてエロゲでしょうか。僕はエロゲをやりすぎて、現実とエロゲの区別がつかなくなってしまったのでしょうか……？

「先生……」

　恭野はまじまじと──俺の方を見つめていた。

　何をまごついているんだろう──と思うと、視線の先には、俺のフル勃ぼつ起きしたフォースがあった。

　──ああッ！

　しまった！　油断している間にフォースがフル充じゆう電でん状態に！　これではまるで、俺が恭野と血が繫つながっていることに興奮して大きくした近きん親しん相そう姦かんマニアみたいではないか！

「違うぞ。これは決して、恭野が妹であることに興奮したわけじゃない！」

「そ、そうですよね！」

「俺はそんな、妹モノのエロゲフリークのような存在じゃない！」

「安心しました。お義兄にいちゃん……」

「オニイチャン……」

　もう何がなんだか……。

　呆ぼう然ぜんとしていると──フォースの硬こう化かが控ひかえめになっていった。どうやら、ハカセが俺に残してくれた邪じや悪あくな薬物の効果が切れてきたらしい。……が、薬の服用中に俺が与あたえられた、動どう揺ようと混乱はなくなってくれなかった。

　あぁ、空が青いな……。太陽が眩まぶしいな……。恭野が俺の妹か……。夏の到とう来らいは俺に、また珍ちん奇きな事実を連れてきたみたいだな……。

　間もなくチャイムが鳴り、プールの時間はようやく終わってくれたのだった。







[image: 第二章]




　七月三日、火曜日。

「ここが、先生の家ですか……」

　黒くろ蜜みつショートカットの清せい楚そ系委員長──恭きよう野の文ふみ香かは、俺の家の散らかった玄げん関かんでそんなことを言った。

「お義兄ちゃ……じゃない、伊藤先生。私が片付けてあげますね」

「いや、気にしないでくれ」

「遠えん慮りよしないで下さい。いつもお仕事に疲つかれて、部屋を掃そう除じする時間がないんですよね？　私は掃除が好きなので、先生の部屋を掃除するくらい朝飯前です」

　恭野はニコニコと笑った。まぁ、一日中暇ひまをしていた大学時代でも、俺の部屋は散らかっていたので、忙いそがしさというよりも気質的な問題なのだが……。

　俺は恭野に流されるように、部屋の掃除をお願いする。すると恭野はボストンバッグから三さん角かく巾きんを取り出した。用意のいいことである。

　あぁ……。

　なぜ、こんなことになってしまったんだ……。




　　　　＊




　クーラーがガンガンに効いた学がく苑えん長ちよう室で、祖父はとぼけたような口調で言った。

「そうじゃのう。確かに、義父ということになるかのう」

「なるかのう──じゃないですよ。せめて先に伝えておいて下さいよ。自分の義理の娘むすめのことを忘れるなんて、ボケましたか？　今日のご飯食べたの覚えてますか？」

「当たりが強いのう……」祖父はぼやく。「じゃが、清きよ子こがあの子を養子にした時には、ワシと清子は既すでに別居状態になっておったし。小さい頃ころのあの子の顔なんて見たこともないし、養育費を請せい求きゆうされたことも……」

「そういう問題じゃないでしょう」

「まぁ……、誰だれかと誰かが義理の親子だとか、誰かと誰かが義理の兄妹きようだいだとか、そういったことがよくある世界ではあるからのう──特とく殊しゆ性せい癖へきの世界は」

「ただれた世界ですね。昭和の芸能界ですか？」

「むう……」祖父は唸うなった。どうやら弁明の言葉はないらしい。

「もういませんよね？　あなたの隠かくし子。まだ何人か、知らない奴やつがいそうで怖こわいんですけど……」

「九組にはおらんはずじゃよ」そう言って、祖父は手元のお茶をずずず、と飲んだ。

　祖父はやけに冷静だった。慌あわてていないフリをすれば、大したことじゃないんだ、と俺が感じるとでも思っているんだろうか？　そうはいかねーぞ。今回のこと、絶対にこいつの娘──即すなわち俺の母にチクってやるからな──と、いじめられっ子のような決意をしていると、祖父は続けた。

「まぁ血けつ縁えんなんて、どうでもいいことじゃよ」

「本当にどうでも良かったら、僕は真っ先にあなたとの血縁を切りますよ」

「ワシとの縁がなくなったら、仕事がなくなるぞ」祖父はリアルなことを言った。「恭野家は、各地から特殊性癖を持った子供を養子に取って、育てている一族なんじゃよ。本家と分家の格差もあまりない。ベンチャー気質とでも言ったらいいかのう」

「はぁ……」

「恭野家が『家族』に抱いだいているイメージは、ワシらが持っているものとは違う。もう少しビジネスライクなものだと思うべきじゃ」

　いや──だからと言って、隠し子の存在を忘れていたあなたの罪は消えませんけどね？

「今回の件は、ワシとの血縁が発覚したというよりも、『ワシと血縁があるというカードを切ってきた』と思った方が適切かもしれん」

　……カードを切った？

　謎なぞめいたことを言っているが、こいつそうやって、隠し子がいたという罪をごまかそうとしてるんじゃないだろうな。そうはいかねーぞ。

「あんたのせいで、恭野が俺の家に来るみたいなんですよ」

「ふむ、家にか」

「そうです。清子さんと敦あつしさんが今日、仕事の都合で日本からいなくなるみたいで。甥である僕の家に泊とまらせて欲しいんだそうですよ。火曜、水曜って一いつ泊ぱく二日で」

「ほう、大変じゃのう」

　祖父は全然大変じゃなさそうに言う。傍ぼう観かん者ぶってはいるが、全部お前のせいだからね。なんなら俺よりも当事者だからね。

　俺はため息をついて、部屋を出ようとする。すると、ドアを半分開いたところで、祖父が口を開いた。

「真まな実み」

　珍めずらしく真ま面じ目めなトーンだった。俺は片目だけで祖父を見る。




「恭野家の娘は危険じゃぞ。……くれぐれも気をつけるようにな」




　……？

　学苑長室を去った後も、脳のう裏りにその言葉は残っていた。「恭野」と「危険」という矛む盾じゆんした二つの単語が、俺の頭の中をいつまでも反はん響きようしていた。




　　　　＊




　というわけで、その日の十八時──つまり今──に、恭野は俺の家にやってきた。男の一人暮らしの家に来るのに抵てい抗こうはないのかと思ったが、そう聞くと恭野は、少女漫まん画がのスクリーントーンが背後に浮うかび上がるような可か憐れんな笑い方をした。

「だって、先生は私に変なことしませんよね？」

　どこからそんな信しん頼らいが湧わいてくるのだろう？　俺、まぁまぁ危険人物だよ？

　──とは思うが、どうやら俺に対する疑いよりも、他人ひとの家に泊まるという心躍おどるイベントへの、十六才なりのワクワク感が上回っているらしい。確かに俺も高校生の時は、他人の家に泊まるだけで心が弾はずんだものである。そのワクワク感の証明（？）なのかはわからないが、恭野が持ってきたボストンバッグは妙みようにデカかった。

　恭野は三角巾を装着した。制服＋三角巾の彼女は、実に健康的で可愛かわいらしい。むさ苦しい男の一人暮らしに、一輪の花が咲さいたような気持ちにもなる。

「手分けして掃除しましょう」

　恭野の言葉に、俺はうなずく。

　ユニットバスの担当は俺になる。便器をトイレブラシで磨みがき、排はい水すい口こうを掃除し、風ふ呂ろの片かた隅すみに置いてあったお楽しみホール『初うい○し○妹』を光の速さでポケットに突つっ込む。こんなものを見られては、また要いらぬ誤解を招いてしまう……。

　ホールを捨てるゴミ袋ぶくろを取るために、居間に戻もどると──

　三角巾を付けた恭野が、せっせと部屋の掃除をしていた。

　まあ、たまにはこういう日もいいかもしれないな……と思いながら、ゴミ拾いのたびに動く恭野のお尻しりを眺ながめていると──ふと、俺は異変に気づいた。

　……。

　机の上に──エロ本が整せい頓とんされて並べられている……。

　……お母さん？

「恭野、あの……」

「……ワタシハ、ナニモミテイマセンヨ」

「見ている人の反応だ！」

　そうだった……。忘れていたが、よくよく考えたら、俺の家は紛ふん争そう地の地じ雷らい原のように、大量のエログッズが埋うまっている状態なのだ。恭野がうっかり尻しり餅もちでもつけば──そして、尻餅をついた場所が悪ければ──恭野を妊にん娠しんさせてしまうんじゃないか、といった状態である。恭野が家に来る前に、先回りしてヤバいものを捨てておけば良かったな……。急に決まったことだったので、頭が回らなかったが……。

　恭野はビクビクしながら、部屋に散らばったコンビニ袋を捨てていた。またエロ本が出てきたらと、警けい戒かいしている態度である。

「恭野、掃除する場所を交こう換かんするか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ……、そ、それよりも……」

「それよりも？」

「この部屋、カップ麵めんが多いです。体に悪いので、あまり食べない方がいいと思いますよ」

　恭野は、机の上にうずたかく積まれたカップ麵タワーを指さした。

　……やっぱり、お母さん？

「私が家にいる間は、ちゃんとしたご飯を作ってあげますね」

「ああ、ありがとう……」

「そんなことだから、風邪かぜをひいちゃうんですよ」

「ん？　俺は風邪なんてひいちゃいないぞ」

「じゃあ、鼻び炎えんですかね？」そう言って、恭野はビニール袋を見せる。「ほら。こんなにもたくさん、鼻をかんだティッシュが入ってますよ」

「……」

　いや、それはそういうティッシュではなく……。

　俺が──あの、えっと、その……、と言い淀よどんでいたからだろう。恭野は何かに気づいたらしく、目をアニメみたいに大きく開くと、顔をさくらんぼ色にして目を背そむけた。

「……せ、先生も男の子ですからね！」

　そう言って、まだスペースの残るゴミ袋の口をキュッと締しめた。そして、ボストンバッグから小さなタオルを取り出し──入念に手を拭ふく。

「お、男の人の生理って……、仕方がない所もあると思いますし……」

　なんかスイマセン……。

「そんなことよりも──」恭野は、わざとらしく話を変えた。「先生。掃そう除じをしている間に、音楽でも聞きませんか？」

「そうしよう。オーディオ機器はそこにあるから、適当に使ってくれ」

「わかりました」

　恭野は機器の電源を入れた。

　こうなったら、ポップな音楽でもかけてごまかすしかねーな──と思っていると、

　最初からセットされていたＣＤが──電源がオンになると同時に再生された。

『０になったらあなたは射精します♡　３……、２……、１……♡』

「うおおおおおおおおッ!!」

　俺は慌てて滑すべり込み、機器の電源をオフにする。

　危ねぇ……、まさか催さい眠みんオナ○ーの音声が入っていたとは！

「先生、どうされたんですか？」

「デスメタルが再生されそうになった」

「それはあまり好きじゃないですね……」恭野は表情を曇くもらせた。「それなら、映像でも再生しますか？　私、家で掃除をしている時は、いつも『火曜サスペ○ス劇場』を再生しているんですよ」

　センスが渋しぶいな……。

「じゃあ、その辺にＤＶＤが落ちていると思うから、拾って再生するといいぞ」

「その辺って、どの辺ですか？」

「あの辺──」と言いかけて気づく。まずい、俺のＤＶＤコーナーは、ＡＶコーナーとごっちゃになっているのだ！　「じゃない。この辺だ！」

　俺は噓うその方向を示す。すると恭野は、俺の示した噓の場所を探し始めた。あれ？　どこにもないですよ？　と言う恭野を横目に、ヤバそうなものをゴミ袋に捨てていく。

　やべえ、大学時代に先せん輩ぱいに押し付けられた浣かん腸ちよう器が……、ドライオーガズムの教本が……、コミックＬ○はヤバい……、と思っていると、恭野は背中越ごしに俺に聞いた。

「映画、ありましたよ！」

「へ？」何が落ちていたんだ？

「でもこれ、自主制作映画ですかね？　白地のＤＶＤに、タイトルだけが印刷されています」

「自主制作映画？」そんなの持ってたっけ。「ああ──もしかすると、大学時代に友達に貰もらったやつかもしれない」

「へー」恭野は女子高生らしく、「大学時代」という言葉にワクワクしたらしい。「これ、再生してみていいですか？」

「……ちなみに、なんていうタイトルだ？」

「『せいじゅん♡コレクション vol.63』と書いてあります」

　なんだっけそれ。

　えーっと、確か……。


「では、これを差し上げるでござる」

　蕎麦そばくんはリュックサックから怪あやしげなＤＶＤを取り出した。ＤＶＤには、ワードアートのダサいフォントで「せいじゅん♡コレクション vol.63」と書かれている。

「それは拙せつ者しやたちの盗とう撮さつ映像でござる。vol.63は三月号でござるから、タイツ越しのえっちな下着が拝めるはずでござるよ」



　ウアアアアアアアアアアア──ッ！

　捨てるの忘れてたァァァァァァァ──ッ！

　まさか一巻で貰った遺物が出てくるとは……。

「恭野……、そんな映画は止やめて『ミ○ション・イ○ポッシブル』でも見ないか？　その映画、めちゃくちゃつまらなかった気がするぞ」

「そうなんですか？」

「ああ……。アリの行列を眺めている方がまだ面おも白しろいくらいだ。おじいちゃんがひたすらカサブタを剝はがしている映像を見た方がまだマシ、というくらいの代しろ物ものだ。『カ○ヌ国際映画祭』の『つまらなさ部門』で、ぶっちぎりで一位を取ったような映画だぞ」

「そんな部門あるんですか!?」恭野は目を丸くする。「でも、大学生が作った映画って、それだけでも興味がありますよ」

「正確には、大学生が撮とったわけでもない。凶きよう悪あくな犯罪者が撮った映画だ」

「そんな映画が、なぜ先生の部屋に……」

「ほら、『映画泥どろ棒ぼう』っているだろ？　あいつが撮った映像だよ」

「映画泥棒って、映画は撮らないと思いますよ？」恭野はクールに突っ込んできた。「先生がそんなに嫌いやがるのは珍しいですね。……くすくす。ひょっとして、大学時代の先生が出演してるとか？」

「いや──出演しているのは恭野の方だ」

「どんな状じよう況きようですか!?」

　ともかくヤバいから見ない方がいい──と言うと、ひょっとして怖こわい映画ですか？　ホラーは苦手なので止めておきます──というよくわからない理由で恭野は止めてくれた。まぁ、こっそりとこんな映像を撮られているというのは、確かにある意味ホラーではあるが……。

「もう一枚ＤＶＤがありましたよ──あっ」

「どうしたんだ、恭野」

「なんでもないです……、すいません」

　恭野は、誰だれだって二秒で「エロビデオを見つけたな」と合が点てんできるような、わかりやすい羞しゆう恥ちの表情を浮うかべてみせた。

　しまった──そっちにも紛まぎれ込んでいたか。

　つーか、エロいものを完全に隠かくすなんて無理だな。実際の所、俺の部屋はエロいものが多すぎて、どれだけ掃除をしようとも、座ざ敷しきわらしのように、あちこちからエロいものが「やあ！」と飛び出してくるような状況なのだ。草むらに入ったらポ○モンが出てくるような感じである。

　でも──恭野だって女子高生だよな……。

　カマトトぶってたって、少しくらいエロいものを見たことはあるだろ！

「男の一人暮らしだ。そりゃ、エロいものはあるさ」俺は思い切って、開き直ってみた。

「いや、エロはエロなのですが、その……」

　まったく、オーバーリアクションだな──と思いながら、恭野の持っているＤＶＤのパッケージを見た。

　すると──




『清純派委員長の脇わきコキ』




　……ッ!!

　これ、宵よい美みちゃんにレコメンドされて、通つう販はんで買った奴やつだ！

　パッケージには『脇だけ百二十分!!』『脇は第三の性器！』『あの委員長が、こんなに剛ごう毛もうだとは！』と書かれている。

「……私、脇の毛は生えないタイプなんですけど……、先生は生やした方がいいと思ってるんですね……」恭野は、キュッと脇を締める不自然なポーズになった。

「いや、生えてないのも生えてないので、それはそれで魅み力りよく的だと思うぞ」

「それはそれで困ります！」

　恭野はヒいたように、一歩下がった。すると、なにかのスイッチを押してしまったように、カチッという音がした。

　その瞬しゆん間かん──電動オ○ホの音が、部屋中に「ギュオオオオオオオ」と鳴り響ひびいた。

「……」

　恭野は言葉を失った。

　──夏草や　部屋に染しみ入る　電動オ○ホの音

　どうしようもなくて、字余りまくりの俳句を脳内再生していると──恭野はコホンと咳せき払ばらいをして、子供に言い聞かせるように俺に言った。

「……先生は女性経験がないから知らないんだと思いますが、女の子のアソコは、こんなにも『ギュオオオオオオオ』という音はしないんですよ？」

「……知ってる」

「あと、脇は体温調整のための器官であって、性器ではありませんよ？」

「それも知ってる……」

　俺がスイッチを切ると、ピンク色の卑ひ猥わいな筒つつは動きを止めた。黙だまって風ふ呂ろ場ばに戻もどろうとすると、背中ごしに恭野が言った。

「先生」

「なんだ」

「ほどほどにした方がいいですよ」

　死にたい……。

　今すぐ死にたい──と思いながら、俺は浴室の掃除に戻った。




　一時間半も掃除をすると、部屋をあらかた片付けることが出来た。その間に俺は、色々なものを捨てた。プライドとか。

　夕食の時間が来る。

「本当は、先生のご飯を作ってあげたかったんですが……」と恭野は言うが、俺の部屋があまりにも散らかりすぎて、遅おそい時間になってしまったのだ。

　ピザ屋で買ってきたピザとコーラとポテトで、簡単な晩飯にする。恭野はサイズの大きいルームウェアにショートパンツを穿はいて、俺の部屋の床ゆかに女の子座りをした。

「お泊とまり会みたいですねー」

　恭野は、宿しゆく泊はくに対する憧あこがれでいっぱいになった目で、俺の床に直置きされたジャンクフードたちを眺ながめている。こんなの、大学生にでもなったら普ふ通つうになるんだぞ──と思いながらも、恭野の初うい々ういしい反応に少し萌もえてしまう。

　──楽しげな恭野を見ていると、俺まで楽しくなってきてしまったな。

　ちょっとだけ、アルコールを飲もうかな……。
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　俺は冷蔵庫を開け、果実酒をベースにしたリキュールを手に取った。自分の酒さけ癖ぐせが悪いのは承知の上だが──酔よわない範はん囲いでなら、飲んでもいいよな？

　絶対に酔わない……。絶対に酔わないぞ……。

「お酒は体に悪いんですよー」

　恭野は言う。どうやら恭野は十六才の女の子として、お酒に対する根こん拠きよのない拒きよ絶ぜつ感を持っているらしい。

「少しくらいなら、体にいいんだぞ」

「……そうなんですか？　あ、そうだ。先生に聞いて欲しい話があったんです。この前家庭科室で、宮みや桃ももちゃんが──」

　そう言って──恭野は女子高生らしい、だいたい七十五点くらいの面白さの話をしてくれた。

　目の前の恭野は年相応の、どこにでもいる女の子のようで──放課後の教室で俺に宿題を出している時の、あの謎なぞめいた空気は消えていた。

　どちらが本当の恭野なんだろうか？　なんて、答えのない妄もう想そうを俺はする。

「……先生、話聞いてます？」恭野は不服そうな表情を浮かべた。

　ヤバい。全然話を聞いていなかった。

　えーっと……。

「宮桃がお尻しりから火を出そうとして、理科室のガスバーナーを直接お尻に入れたら、引火して危あやうく爆ばく発はつが起きかけたという話だったっけ……」

「ちゃんと聞いて下さいよー。理科室じゃなくて、家庭科室ですよ」

「それ以外合ってたのか!?」俺の勘かん、すげーな！

　つーか、宮桃の頭の悪さは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……？

　恭野はケラケラと笑って、俺の手を二、三度叩たたいた。……おいおい、アクティブだな。まるで胡桃くるみ沢ざわみたいな仕草じゃないか。俺の包容力に、お泊まり会が楽しくなってきちゃったんだろうか。

「なーんか、熱くなってきましたね」

「そうかな、冷れい房ぼうが効いていると思うが」

「ちょっと……、ボタン外しちゃいますね」

　そう言って、恭野はふわふわのルームウェアのボタンを二つ外す。開いた胸むな元もとから、恭野のラムネ色の素そ朴ぼくなブラジャーが覗のぞいていた。

「お……おい。はしたないから、ボタンを留めなさい」

「なんでれすか？　楽しいんらから、邪じや魔ましないで欲しいれす」

　……あれ、ろれつが回っていないぞ？

　まさか。

　俺は恭野の手元にある紙コップを確かく認にんした。

　そこには──俺が用意した、果実酒をベースにしたリキュールが入っていた。

　ああああああああッ！

　間ま違ちがえて、恭野のコップにもお酒を注ついでしまった！　甘いお酒だから、恭野は気づかずに飲んでしまったのだ！

　絶対に酔わない──とは思っていたが、教え子を酔わせてしまうとは！

　教え子を家に連れ込むだけではなく──酔っ払ぱらわせる変態教師が爆ばく誕たんした。

「アハハハハハハハッ」恭野は怪あやしすぎる高笑いをした。「先生、せっかくのお泊まり会なんだから、楽しいゲームがしたいれす！　ただし、負けた方はカードに命を封ふうじ込められるというルールで！」

「闇やみのゲームじゃねーか！」

「負けると、四本の指が飛ぶ奴もやってみたいれす」

「ティッシュ箱くじ引きだろ！」

「じゃあ、じゃんけんしましょう、じゃんけん！」

「じゃんけん……？」じゃんけんって、楽しいか……？　「別にいいが……」

「じゃんけんポーン！」

　そう言って──恭野が出したのは、親指を立てた「イイネ」の手だった。

「ダイナマイトれすーっ！　はい、なんでも私の勝ちーっ!!」

「……」

　……やっぱり、普ふ段だんいい子にしてる分、ストレスが溜たまっているんだろうな……。

　そのストレスの一いつ端たんは、俺が作り出したものでもあるんだろうが……。

　仕方ない……。今日のところは、この恭野の言うことを聞いてやって……。

「じゃあ、負けた先生は罰ばつゲームです。今すぐ全ぜん裸らになって、ベランダに出て下さい！」

「言うことが聞けない!?」

「ノリが悪いれすよ！　罰として、一気するのれす！」

「一気って……、これ、ほとんど満タン……」

「はい、一気！　一気！　一気！」

　うおおおおおおおおおおおお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！

　俺はなんとか、瓶びん一本分の果実酒を飲み干した。

　口の中が甘い……。どうせ一気飲みするならビールが良かった……。

　ヤバい──意識を失いそうだ。だが生徒の前で、泥でい酔すいするわけには……。

「じゃあ次は心理テストをするのれす！　先生とするために、心理テストの本を持ってきたのれすよ！」

　そう言って、恭野はボストンバッグから文庫サイズの本を取り出した。お泊まり会で心理テストって──それだけ見れば、女子高生っぽくて可愛かわいいが……。

「先生、好きな色を言ってみるのれす！」

「えーっと、赤」

「赤が好きな男は、変態の可能性が高いれす。衝しよう動どう的で無計画。知能が低くロリコンで、未成熟な女性を好む傾けい向こうがあるれす。また、下着などの女性の身につけているものに対して、異常な執しゆう着ちやくを示すことがあり、共感能力がないため強ごう引いんに奪うばい取ることもあるれす。童どう貞ていである可能性も高く、ついでに言うと伊い藤とうという苗みよう字じである可能性も高いのれす」

「赤というだけで、そこまで!?」

　ていうか、その診しん断だん結果。やっぱり恭野、パンツを奪い取った件を根に持っているのか……??

「はい──というわけで一気！」

「はぁ!?」

「赤を選んだ先生は、一気しなきゃいけないのれす!!」

「横暴すぎる！」

「はい、一気！　一気！」

　いや……瓶一本のお酒を、二本連続って……。

　あ──ヤバい、これは意識が裏返る奴やつだ……。気持ちよくなってくる……。

　……。

　なんか──大声を出したくなってきたな……。

　アルコールがよく馴な染じむ──最高にハイってやつだアアアアア──ッ！

　ＷＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ──ッ!!

「恭野叔母おばさ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ!!」

　酒乱になった俺は、ショートパンツでむき出しになった恭野の足に飛びついた。

「ボク、恭野叔母さんの甥おいっ子で良かったよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

「ひゃっ」恭野は驚おどろいて飛び退のいた。「甥っ子だからって、そういうのは違ちがいます！」

「じゃあボク、甥っ子やめる。叔母さんの子になり────────ハッ」

　俺は何をしているんだ!?

　教え子にバブみを感じてオギャりに行くとは！

　慌あわててシラフに戻もどる。目の前にいるのはおばさんじゃない、生徒だ！

「全く……、これだからＤＴ男、略してデ○オは！」恭野は両手の人差し指で「Ｘ」を作る。「そうじゃなくて、私たちは健全に遊ぶのれす！　エッチなのは禁止れす！」

　関係ないが……、こんなにもサラサラと罵ば倒とう句が出てくるというのは、普段からそういうことを思っているということなんだろうか？

「じゃあ、次の問題行くれすよー。頭の中に、蠟ろう燭そくを思い浮うかべてみるのれす。何本あるれすか？」

「うーん……、十六本？」

「答えは──もう面めん倒どうくさい！　はい、一気、一気！」

「興味を失くした!?」

　恭野は栓せん抜ぬきでビール瓶を開ける。炭酸の空気がプシュウと漏もれる。

　え、マジでそれ全部？

　こいつ、アルコールの許容量を知らねえんだな……。調子に乗った大学一年生でも飲まねー量だぞ……。

　恭野の持ったビール瓶の口が近づいてくる──

　このままでは──マジで救急車に……。

　うあああああああああ。




　ビールで薄うすれゆく視界の中で──

　俺は妙みような夢を見た。

　俺はアルコールに濡ぬれたトランクスを頭にかぶり、恭野の膝ひざの上で奇き声せいを発していた。

「叔母さ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ！　なでなでしてぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　おおよそ二十代男性が発してはいけない──品性を捨てた声だった。

　トランクスはたぶん、ベビーハットのつもりだろう。口元にはペットボトルのキャップを入れていて、恐おそらくそれはおしゃぶりのつもりだった。

「こらっ、叔母さんの困ることをするんじゃありません」

「なでなで[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　なでなで[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」俺は寝ね転ころがり、恭野の膝に頰ほおをすり付けまくっている。

「せ、先生……、そんなことされたら、困ります！」恭野の方は酔よいながらも、段々と俺のテンションについてこれなくなってきたらしい。

「ママ……、しゅきぃ……、しゅきぃ……」

「伊藤先生、やめて下さい！」

「オンギャァァァァァ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!」

　絶ぜつ叫きようした辺りで──俺の記き憶おくは途と切ぎれた。

　こうして俺と恭野の──狂きよう乱らんの一夜は終わった。




　──朝。

　俺は床ゆかの上で、大の字になって眠ねむっていた。

　いやあ、変な夢を見たな……。

　台所には恭野が立っていた。どうやら、俺よりも先に起きていたらしい。フライパンを熱する火を止めると、起きたばかりの俺に微笑ほほえみかけた。

「先生、おはようございます。今、朝ごはんを作っていますからね」

　百万ドルの笑え顔がおだった。

　良かった。どうやら俺が見ていたものはただの夢だったらしい。もしも本当に、俺が教え子にバブみを感じてオギャりに行っていたとすれば、こんなにも透とう明めい度の高い笑顔は再現できないだろう。

「昨日の夜のこと、あんまり記憶にないんですが……、楽しかった気がします」

　恭野は都合よく、お酒に酔っていたことも忘れているらしい。はは、調子がいいもんだな。だが俺は教え子の過あやまちくらい、寛かん大だいな心で許してやるぜ。

　清すが々すがしい気持ちで伸のびをしていると──恭野は言い添そえた。

「ただ、記憶のどこかに、先生に膝ひざ枕まくらをしていたような……」

「……」

「夢だったんでしょうか……？　あっ、パンも焼いちゃいます！」

　良かった。全すべてが夢だったようだ。

　あぁ、夢で良かった！　──と思いながらも、俺はアルコールに濡れたトランクスを頭から外した。




　　　　＊




　その日の放課後。

　俺は職員室で、学がく苑えん長ちように渡わたされた性せい癖へきのプリントを眺ながめていた。

　俺は恭野の性癖が、どうにも気になっていた。スカートの中を撮とりまくったり、胡桃沢と俺による伏ふし黒ぐろへのコンビネーションＳＭを見せつけたり、人前でパンツを奪い取ったり、電動オ○ホの音を聞かせたり、叔母さんごっこをしてバブみを感じたりしても許してくれる彼女の性癖が──知りたくて仕方がなかったのだ。

　あらゆる可能性を考え──一番、しっくりと来る推理がこれだった。

　近親性愛インセスト。

　恭野は俺を、家族として慕したっているからこそ、

　俺がする、様々な変態行こう為いを許してくれるのではないか？

　そんな推理のような──半分妄もう想そうだった。

　まぁ俺は昔、恭野を被オー写タゴニ体スト性愛フイリアだと思い込んで酷ひどい目に遭あったことがあるので、さすがに今回はもっと慎しん重ちようにいくつもりだが……。

　でも……。

　恭野が俺に優やさしかった理由──もしもそれがどんな理由であれ、俺を好いてくれているからだとしたら──

　そうだったら、ちょっとだけ……。

　ちょっとだけ──いいよな。

　──なんてことを考えながら、十七時半。

　俺は施せ錠じようをするために九組に向かった。

　恭野からは、今日こそは手料理を作らせて欲しい──というメッセージが来ていた。どうやら、お泊とまりはしないが夜遅おそくまではいてくれるようだ。

　また、家に帰ったら恭野がいるんだな──と、ふしぎな気持ちになっていると、ふと背後から声が聞こえた。




「叔母さん、授乳プレイ」




　ああああああああああああ────ッ!!

　今の俺にその言葉はああああああ─────ッ!!

　あまりに効果的な言葉選びに、豆とう腐ふを包丁で切るかのような呆あつ気けなさでドクドクと絶頂射精をしてしまっていると、九組のドアを開けて、おかっぱ頭の女の子が入ってきた。

「お仕事、お疲つかれ様なのです」

　アクメポエマー女、赤あか塚つか宵美ちゃんだった。

「挨あい拶さつ代がわりに担任をイカせるな……」

　お前のせいで清せい純じゆん学がく苑えんの教師陣じんは、更こう衣い室に新品のパンツを常備しなきゃいけなくなったんだからな。近くの服屋は大喜びだぞ。

「先生は急に、熟女っぽい単語が好きになったみたいですね。全部ボクにはお見通しなのですよ」

　見るだけで性的嗜し好こうを読み取れる宵美ちゃんは、俺の性癖を読み取ると、意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「それも、年下の叔母が好みなのですね」

　複雑な性癖なのです……、と嘆たん息そくする。

「宵美ちゃんと話していると、ほんと、ハードディスクのＡＶフォルダを開かい陳ちんしながら話してるような気分になるな」

「褒ほめ言葉と受け取っておくのです」宵美ちゃんは無む邪じや気きに笑った。とても射精の話をしているとは思えない、小学生のような笑顔である。「これからも、先生に新しい性癖が増えるたびに把は握あくして、新しい方法で先生をビュッビュッさせてあげるのですよ♪」

　この子は、新技術を覚えるたびに、それを新しいユーザーエクスペリエンスに活いかせないかと考えている、意識高い系のプログラマーみたいだな……。

　性癖を把握して……？

　あ、いいことを思いついたぞ。

「……宵美ちゃん。俺に、恭野をイカせる言葉を教えてくれないか？」

　だが俺の言葉を聞いて、宵美ちゃんは眉まゆを顰ひそめた。

「……未成年に淫いん行こうを働くから監かん禁きん用のロープをくれ、と言われたような気分なのです」

「そこまで言う!?」

「恭野さんを絶頂させて、その間に悪いことをしようとしているのでしょう？　ダメですよ！　そんな楽しそうな遊び、ボクも交ぜてくれなきゃダメなのです!!」

「この子、怖こわすぎる！」

　……って、こういう話をしたいわけじゃなくて。

　俺の性癖を把握し──年下の叔母おば属性に目覚めたことも、すぐに看過出来た宵美ちゃんならば、

　恭野の性癖だってわかるんじゃないか。少なくとも、恭野の性癖が近親性愛インセストなのかどうか、答え合わせが出来るんじゃないか？　と思ったのである。

　恭野の性癖が○○性愛だ、とまで言えなくても──

　恭野の感じる言葉が「甥おいっ子ＬＯＶＥ」なのであれば、恭野の性癖は半分、特定完かん了りようなのだ。

　そこまで説明すると宵美ちゃんは、悩なやましげに唸うなった。

「うーん。教えてあげたいのはやまやまですし、恭野さんを輪りん○したいという先生の気持ちも、わからなくもないのですが……」

「そんな邪じや悪あくなことは一言も言ってない」お前、話を聞いていたのか？

「でも、そういうことならば、今は少し時期が悪いかもしれないのです」

「時期？」

「そうなのです。実はこの前、祖母上から注意を受けたのです。九組の生徒の性癖を、あまり大っぴらにするなって」

「はぁ……、それはどうして？」

「どうしてもこうしても、裏社会において、これほどまでに大切な知識もないからです。どうやら自分のセフレである、この学苑の学苑長に直接頼たのまれたらしいですよ」

　今、肉親の恥はじを知りそうになったが、その部分はスルーしておこう。

「どうしても駄だ目めなのか？」

「駄目なのです。祖母上によると、恭野さんの性癖は、今学校に来ている十七人の中では特に言っちゃいけないみたいですから」

「ふーん」じゃあ、仕方ないか。

　……って、十七人？

　今学校に来てるのって、宵美ちゃんを含ふくめて十六人だよな……。まあ、宵美ちゃんは最近学校に来はじめたばかりだし、まだクラスメイトが把握出来ていないのかもしれない。

　……それはともかく。

「特に、か」

「そう。特になのです」宵美ちゃんは子供が教科書を音読するような滑かつ舌ぜつの良さで言う。

　うーむ……。

　学苑長も妙なことを言っていたし、恭野の家は変なところで特別視されているような気がするな。

　恭野の家は、もしかすると胡桃沢家並みの変態一族なのかもしれない──家族全員がブラジル水着で獅し子し舞まいのお面をかぶって、ア○ルバイブを挿そう入にゆうしたまま国家衰すい亡ぼうの呪じゆ術じゆつを唱えるような──だが、恭野当人だけをみれば、なんの問題もないような気がするんだが……。

　……というか。

「どうして宵美ちゃんは、物理のノートを開いてるんだ？」

「実は最近、授業でわからないことがあって、先生に質問したいのですよ」

「はぁ……」話題転てん換かんが急だな。「勉強熱心なのはいいことだが……」

　宵美ちゃんの成績は、九組の中でも下から二番目だった。元が引きこもりだったので、成績が悪いのは仕方がない。地頭もいいし、本人にもやる気はあるみたいなので、毎日着々と知識を吸収していた。こうして質問を受けることも多かった。ちなみにドベはアホの宮桃だ。

「こういうふうに滑かつ車しやが置かれている時の、力のかかり方がわからなくて……」

　そう言って、宵美ちゃんはノートに何かを書き込んだ。

　そして物理のノートを見せる。

　前、こういうふうにノートを見せられた時に、宵美ちゃんの描かいた裸はだかの女の人の絵があって、その画風が俺の性癖にマッチし過ぎて、三日分くらいの精液を搾しぼり出されたことがあったので……、俺は警けい戒かいをしながらノートを見た。

　そこには──滑車の絵ではなく、文字が書かれていた。

　ん──なんだこれ。

　……五文字の言葉だった。




『聞かれてる』




　……？

　どういうこと？

　俺が混乱していると、彼女はそこに、三文字の目的語を付け足した。




『誰かに聞かれてる』




　……。

　誰かって誰だ？

　俺と宵美ちゃん以外の誰かってこと？

　言うまでもなく──この教室には、俺と宵美ちゃん以外、誰もいない。

　宵美ちゃんを見ると、彼女は真ま面じ目めな表情で、口の前に人差し指を立てた。

「静かにして」のポーズである。

　えーっと……。

　ドアの向こうに誰かがいるのかと思った。だが、放課後は静かである。この教室どころか、この階の廊ろう下かにだって、誰も来ていないと言える。

　──いや、特に注意して聞いていたわけではないので、百％そうなのかと聞かれれば断言出来ないが、たぶん誰もいないと思う。

　じゃあ、盗とう聴ちよう器き？

　蕎麦くんか？　いや、蕎麦くんが盗とう聴ちようしていたところで、宵美ちゃんはわざわざ俺に知らせたりはしないよな。

　となると──別の誰か？

『話を合わせて』

　宵美ちゃんはノートにもう一文を書き足すと、自然な様子で微笑ほほえんだ。

「……四分の一だと思うのですよ」

「は？」

「この滑車にかかる力。おもりの四分の一だと思うのです」

　彼女の微笑みは、普ふ段だん時とまるで変わらない。俺は頑がん張ばって話を合わせる。

「……そ、そうだな。合ってる」

「良かったのです！」

　宵美ちゃんは喜ぶフリをすると、スムーズにノートを鞄かばんの中に入れた。それからごく自然な動作で、俺の腕うでを摑つかんだ。

「……さて。先生はそろそろ、教室を施せ錠じようした方がいいと思うのですよ？　これ以上先生と一いつ緒しよにいると、バルトリン腺せん液で下着がびちょびちょになっちゃいそうなのです♡」

　促うながされるままに、教室を出る。

[image: ]

　ドアの向こうには、誰もいなかった。




　妙みようにしこりの残る会話だった。

　念のため、窓を施錠したかをもう一度確かく認にんして──ついでに、さりげなーく他ほかの生徒が隠かくれていないか、ロッカーをばたばた開いて確認した後、教室を施錠する。

　宵美ちゃんの背中を追って、昇しよう降こう口にまで来た。宵美ちゃんは学校指定のローファーを地べたにぶん投げると、冗じよう談だんめかしたように俺に言った。

「追ってきてくれるなんて、嬉うれしくて軽イキしそうなのですよ。ようやく、ボクをペットにしてくれる決心がついたのですか？」

「とぼけないでくれ。えっと──あの……」

「今は誰も聞いてないから、普ふ通つうに話してくれていいのですよ」

　宵美ちゃんは、おかっぱの毛先をくるくるっと巻いた。どうやらこの子は、本当に人間の気配がわかるらしい。スパイ候補生は伊達だてじゃないようだ。

「さっきノートに書いてたこと、本当なのか？」

「そうですよ」宵美ちゃんはなんでもないことのように言う。

「俺たちの会話なんて聞いて、何の役に立つんだ？」

「さぁ。それは教えることが出来ないし、出来ない理由も先生に教えたはずなのですよ」

「教えたって……」そんな謎なぞ解ときみたいなことを言われても……。

　……あっ。

　もしかして、俺たちの会話を聞いていた誰かについて説明すること。それは──九組の生徒のうち、誰かの性癖を明かすことと同じことになるのか。

　だから──宵美ちゃんは俺にその話をすることが出来ない。おばあちゃんとの約束を、破ることになるからだ。

　じゃあ、誰だ？　俺たちの会話を聞いていた生徒は。

　答えのない問いに戸と惑まどっていると、宵美ちゃんは俺に忠告した。

「先生。今後大切なことは、教室の中で言わない方がいいと思うのですよ」

　危険と隣となり合わせの世界にいる人間特有の、どこか毒気のある笑えみを浮うかべて。




　　　　＊




　宵美ちゃんは昇降口を出ると、校門の前にあるバス停に向かった。少し歩いたところで一度振ふり向いて、俺の方を見てくすくす笑って──それから、遠くからバスが来たのを見つけて、慌あわてて走って行った。バスに乗る前に、彼女はもう一度大おお仰ぎように手を振った。まるで世間知らずの子供みたいだった。

　それが、密室イカせ事件の前に見た──赤塚宵美の、最後の笑顔だった。




　　　　＊




　宵美ちゃんとした話を、反はん芻すうしながら帰路についた。

「……ただいま」

　玄げん関かんのドアを開けると──美味おいしそうな匂においが鼻び孔こうを撫なでた。

「おかえりなさい、伊藤先生」

　家庭科部のエプロンを付けた恭野が言う。なんだか新しん婚こんさんみたいで、面おも映はゆい気持ちにもなった。

　恭野は鶏とり肉にくと卵のソテーを作っていた。恭野によると、ピカタという名の料理らしく、主にイタリアで食べられているらしい。お皿には新しん鮮せんそうなサラダも載のっていて、実にオシャレな見み栄ばえになっていた。まさか我が家で、こんなにもＳＮＳ映ばえしそうな料理が出来るとは。

　すぐに夕食の時間になる。食しよく卓たくの写真を撮とっている恭野を横目に、恭野の料理を口に入れた。

　……ふつーに美味うまい。

　実に体に良さそうな味だ。幼少期に叔母おばさん家で食べたような──って、またバブみを感じそうになってしまったが、料理が美味しいにも拘かかわらず気分が上がらないのは、宵美ちゃんに変な話を聞いたからかもしれない。

　直接的な危害があったわけではない──が、どうにも腹落ちしなかった。盗聴されていたからって、別段なにかがあるわけでもないのだが、インターネットの巡じゆん回かい中にこっそりＩＤとパスワードを抜ぬかれていたような、そんな不気味な感覚があった。

　一体、誰がどんな目的で──と思っていると、恭野が心配そうに俺の方を見ていた。

「……美味しくないですか？」

　おっと、折せつ角かく作ってもらったのに、黙だまり込んでしまった。俺はピカタを口に入れたまま、人差し指と親指で丸を作った。

「良かったです。今度、家庭科部でみんなに作り方を教える料理なので。先生のお墨すみ付つきならば安心ですね」

　なるほど、そういう奴やつか。

　俺は鶏肉をもぐもぐと咀そ嚼しやくする。恭野も無言のまま食事をしている。

　えーっと、なんの話をしようかな。俺と恭野って、普段どういう話をしてるんだっけ。

　……あ、そうだ。

「……宿題って、またあったりするのか？」

　俺は聞く。そう言えば俺たちは二人になると、宿題の話ばかりをしているのだ。

　恭野はピカタを数学者みたいな几き帳ちよう面めんさで同じ大きさに切り分けながら口を開いた。

「宿題というほどでもないんですが、気になっていることがあります」

　恭野は真面目さと、お泊とまり会の浮うわつきが半分半分くらいの表情を浮かべる。

「七月十八日と十九日に、クラスマッチがあるんです」

　クラスマッチ──それはクラス対たい抗こうのスポーツ大会である。高校生たちの汗あせと涙なみだがぶつかり合う、学期末の一大行事だ。

　生徒会主しゆ催さいの行事なので、ふつーの教師としては、あんまり働かなくても良い、気楽なイベントなのだが──

　特とく殊しゆ性せい癖へき教室としては、一いつ般ぱんの生徒と関わることになる、数少ない機会の一つだった。

「また、非リア三人衆の監かん視しか……」俺はうんざりした声で言った。

「それもあるんですが……」恭野はそこまで言って口ごもった。恭野らしくない、ハッキリとしない様子だった。「実は、九組はクラスマッチでは、ほとんど勝ち残れたことがないんです」

「一体どうして」俺は目をぱちくりさせる。

「クラスマッチには、バスケ、バレー、サッカー、ドッジボール、将しよう棋ぎ、オセロ、百人一首の七種目があります」俺は頭の中に七つの丸を書いた。「このうちバスケとサッカーは、男子生徒が五人と十一人必要なので、九組の人数的にそもそも参加出来ません」

「ふむ」そもそも、うちのクラスにいる男子は全員、「運動」のステータスを「変態」に振り切ったような奴らだし、出したって晒さらし者になるだけだろうが……。

「だから、結局のところ、男子と女子の混合種目であるドッジボールと、インドア種目二つに参加することになるんですが──」

「勝てないのか？」

「……そうです」恭野は物もの憂うげな表情を浮かべた。「──クラスマッチというのは結局、総力戦なんです。九組の中で相対的に運動が得意な胡桃沢さんや私が、どれだけ頑張ろうとも──十六人しかいない私たちのクラスでは、どうしても力不足になります。人数の都合上、運動が得意じゃない生徒も、必ずチームに入れなきゃいけなくなりますからね」

　それに、胡桃沢さんや私だって、運動部に入ってバリバリ活動している生徒には敵かないませんし──と、恭野は続ける。

「そして、クラスマッチには厄やつ介かいなルールがあるんです。初日に全すべてのチームが負けてしまうと、二日目が通常授業になるんです」

「げっ」

　恭野の言いたいことが、なんとなく理解出来た。

　九組は今まで、幾いく度どとなく一日目で敗退したのだろう。そして、二日目に通常授業を受けてきたのだろう。

　通常授業と一口で言っても、この状じよう況きようではある意味、晒し者である。校庭ではしゃいでいる同学年の生徒たちを横目に授業を受けるというのは、メンタル的にそれなりにキツいものがあるだろう。

　要するに次の宿題は──九組をクラスマッチで勝たせろ、ということか。随ずい分ぶんと青春っぽい宿題になったな……、と思っていると、恭野は少し笑った。

「先生なら、きっと出来ますよ」

　優やさしい笑顔に、俺は見とれてしまった。

「先生は今まで、私の宿題を全てクリアしてきましたよね。伏黒さんのいじめ問題も解決しましたし、家庭訪問だって十六人分やりました。プールの盗とう撮さつだって止めてくれましたし……。そんな先生であれば、クラスマッチで九組を勝たせることだって出来ると思います。どういう方法でかは、想像もつきませんけどね」

　恭野は穏おだやかな表情を浮かべる。どことなく、俺に対する信しん頼らいを感じられる顔色だった。俺は照れくさくて下を向いてしまう。

「今まで、九組の問題に真ま面じ目めに取り組んでくれる先生はいなかったんです。やっぱり、どうしても扱あつかいづらいクラスではありますから……。でも先生はそんな中、真っ直すぐに私たちと向き合ってくれました。時たま失敗することはありましたし、エッチなハプニングもありましたが……。でも、私たちと真正面から付き合おうとした先生は、間ま違ちがいなく伊藤先生だけだったんです」

「そ、そうか……」俺は何も答えられなくなってしまう。

「私は中学二年生の時から、ずっと九組の学級委員をしていました。『守る』だなんて大それたことは言えないけれど、でも私は──特殊性癖教室を大事にしたかった。素行の悪いみんなの代表として、せめて私だけはちゃんとしていようと思ったんです。けれども一人だと、色々と大変でした。ただ、今ならば先生がいる。先生と一いつ緒しよなら──九組を守っていけそうな気がするんです」

「恭野……」

　恭野は目を潤うるませて、信頼の目で俺を見つめていた。大切なことを打ち明けた後だからか、その頰ほおはほんのりと赤くなっている。

　……あれ。

　これ──もしかして、いい雰ふん囲い気きなんじゃね？

　異性経験がなさすぎて、これが世間一般で言われている「いい雰囲気」なのかはわからないが……、確率九十％くらいで「いい雰囲気」なんじゃね？

　というか、「いい雰囲気」って実在したのか。都市伝説だと思ってた。リア充じゆうとかパリピとかは、そんな雰囲気なんて経由せずに「ウェーイ」って言いながらズッポリハメているもんだと思ってた。

　だが──経験こそしていないが、古いにしえよりただの一人として童どう貞ていがいなかった伊藤一族の末まつ裔えいとして、この空気がＤＮＡ的に「いい雰囲気」であると直感している！

　俺は教師？　相手は教え子？　忘ぼう却きやく!!

　いつの間にか、二人の手は重なっていた。狭せまい部屋なので、体が接せつ触しよくするのはよくあることだが、この場面だと重要なシグナルを隠かくし持っているように思える。

　イケる！

　俺は恭野の唇くちびるに、口づけしようとした。

　──が、

「きゃっ」

　土ど壇たん場ばになって、恭野が顔を背け、俺のキスは不ふ発はつ弾だんで終わった。

　あぁ、やっぱり「いい雰囲気」なんて幻げん想そうだったのか……。リア充よろしく、俺も「ウェーイ」と言いながらズッポリ行くべきだったのか──

　では俺も言おうか。「ウェーイ」を──と思っていると、恭野は申し訳なさそうに、手元のティッシュで唇を拭ぬぐった。

「ち、違ちがうんです。唇にケチャップが付いてたから……」

　都市伝説は本当にあったのだ!!

「先生、本気なんですね。本当に──十六才の私にドキドキしてるんですね」

　目の前の少女は、俺の心臓の辺りに手を当てた。

　恭野に言われて気づいたが──確かに俺はドキドキしていた。

　ああ──これがFirst Love。明日あしたの今いま頃ごろには俺はどこにいるんだい？

「先生は、私のことが好きなんですか？」

「ああ、イッツ・ファースト・ラブ」

「未成年の子を、好きになっちゃダメなんですよ？」恭野は、共通の秘密を持った友人同士で、互たがいの秘密をくすぐり合うように言った。「それは世間で言う、『ろりーた・こんぷれっくす』っていうものなんです。略して『ろりこん』っていうものなんですよ？」

「そうかもしれない」

「私に興奮している先生は、変態さんっていうことなんです。だから、先生は九組の生徒ではないけれども──」

　恭野はふたたび、非現実的なまでに美しい笑えみを浮うかべた。そして、あらかじめ決まった台本を読み上げるような流りゆう暢ちようさで言った。




「先生も──特殊性癖を持っている、ということになりますよね？」




　……。

「いや──」

　話がどこに行くのかわからなくて、俺は目をぱちくりさせた。

　恭野は慌あわてて、小さく手を振ふる。

「いいんです、みんな、そうだと思いますから。十六才の女の子に興奮する人間なんて、たくさんいますよ」

「……そ、そうだよな！」

「レンタルショップには、未成年の女の子に際きわどい水着を着せた映像が売っていますし、女子高生とエッチしちゃう成年向け漫まん画がを、私は何度か見たことがあるんです」

「……」

「だから、みんな知っててこう言うんです。『未成年の女の子を好きになることは犯罪だ。でも、こっそり楽しむことには問題ないよね』って……」

　恭野は相も変わらず、肖しよう像ぞう画がのような笑みを見せる。

　何も言えなくなっている俺の前で、恭野は言葉を続ける。

「だから──特殊性癖を持っているのは先生だけじゃないんです。どちらかと言えば人類が──全ての人間が変態なんです。全人類が特殊性癖を持っているんです。先生の発ほつ作さが、他ほかの人と比べてわかりやすかっただけ。ただ、素す直なおだっただけです。そんな人間を、私はもちろん、差別したりなんてしませんよ！」

　恭野は「笑い」という言葉で画像検けん索さくをしたら、最初に出てきそうなほどに、ステレオタイプ的な笑みを浮かべた。冗じよう談だんを言っているわけじゃなく、彼女は本心を言っているらしい。

　俺の心臓は相も変わらず鳴り続けていた。だが──これは恋れん愛あいのドキドキじゃない。もっと別種の──恐おそれのようなものが、心音の意味を塗ぬり替かえていた。

　恭野は──なんだ？

「だから私は、特殊性癖教室を守ってあげたいと思っているんです。全人類が変態な中で、彼らはただ、欲よく望ぼうに素直だっただけです。そんな人たちが差別されるって、おかしいですもんね？」

　恭野はくすくすと笑う。庭先に咲さく、小さな花を見つけたみたいだった。額をたらりと汗あせが垂れる。気がつけば俺は汗だくになっていた。

「全人類は変態です。でも、私は全人類を──全ての変態を愛することに決めてるんです。死んだおばあちゃんも、『人を疑うよりは、信じて裏切られた方がマシだ』って言っていましたし……。だから、この世界の変態たちを、みんなみんな信じてあげようと思ってるんです。九組を守るという私の願い──先生がいたら達成できるような気がします」

　恭野はそう言って口元を押さえた。その仕草は、いつもの可か憐れんな恭野のそれだった。

　汗の気化熱がもたらす凍こごえの中で──俺は一つの直感に打たれた。

　恭野は近親性愛インセストじゃない。

　どんな性せい癖へきかはわからない──だが、肉親を愛するだけのような、そんなのほほんとした性癖ではきっとない。

　もっと規模のデカい──世界を吞のみ込むような性癖を持っている。

　そんなことを考える俺の前で、恭野はずずず、と味み噌そ汁しるをすすった。




「先生、早くご飯を食べないと、冷めちゃいますよ？」







[image: 第三章]




　次の日の朝──教室で、赤あか塚つか宵よい美みのイ体が発見された。

　激しいオーガズムのために撒まき散らした本気汁じるによって、俺が教室の異変を知って九組に駆かけつけた時にも、九組はフローラルな匂においが漂ただよったままだった。

　床ゆかは半分くらい白くなっていた。そのため、九組の生徒たちは朝から掃そう除じに駆り出されることになった。床一面に広がる同級生の愛液を、九組の生徒たちはどんな気持ちで掃除したのだろう？

　真夜中に一人の少女が学校に侵しん入にゆうして、（ある意味）暴行を受けた痕あとだけを残し、密室の中で倒たおれていた不可解な事件を──学校側は、目もく撃げき者が少ないことを良いことに、黙もく殺さつすることに決めた。あるいは被ひ害がい者しやが赤塚宵美であり、事件が起きた場所が特とく殊しゆ性せい癖へき教室というきな臭くさい状じよう況きようであるがゆえに、あまり大っぴらにしない方がいいと思ったのかもしれない。一人の少女が放課後の教室に忍しのび込んで、その最中に怪け我がをしたという──その程度の都合のいいストーリーに、密室イカせ事件は収まった。

　宵美ちゃんのイ体は病院には送られず、駆けつけた胡桃くるみ沢ざわ家の黒服たちによって、胡桃沢家へと搬はん送そうされた。

　宵美ちゃんが──イカされた。

　誰だれも入れないはずの教室で。

　その不可解な事実が、俺の心を責せめ苛さいなんだ。あの小さな、小学生のような体たい軀くの宵美ちゃんは、誰から、そしてどうやって──イカされてしまったのだろう？




　　　　＊




　二限目の授業の間も──俺の頭は事件のことで一いつ杯ぱいだった。

　そもそも、どうして夜の学校に宵美ちゃんがいたのだろう。俺は宵美ちゃんがバスに乗ったところを、しっかりと見届けたはずだよな。

　それに──宵美ちゃんだって簡単にはイカされない。スパイとして育てられている彼女を、イカせられる人間は多くはないはずで──

　なんて考えていると、意識の向こう側から、女子生徒の声が聞こえた。

「先生！」

「ん」

「板書間ま違ちがってます！」

　……おっと。今は物理の授業中なのだ。事件のことばかり考えてないで、授業に集中しなければ。

　──って。

　しまった。黒板に、運動方程式「F＝ma」と書くところを、宵美ちゃんのアクメを意識しすぎて、「ファック＝マゾアクメ」と書いてしまった……。

　教室中に、ブーイングの声が広がる。

　……だが、こうして見ていると、マゾアクメが姓せいでファックが名前の、中世ヨーロッパ辺りの人名にも……、見えないか。

　ファック＝マゾアクメ三世（1566～1593　フランス）とか書けば、世界史のウンチクっぽくごまかせないだろうか？　高校生をなめすぎか……。

　俺は慌てて板書を消す。伏ふし黒ぐろが恋こいをした乙女おとめのような目で俺を見ているが、別にこれは、お前に当てたメッセージではないからね。

　まともに解説も出来ないまま、授業が終わった。

　休み時間。

　教材研究をしていると、宵美ちゃんのイ体と共に、速そつ攻こうで帰宅していた胡桃沢から電話がかかってきた。

　電話口から、洟はなをすすり上げる音が聞こえる。どうやら胡桃沢は泣いてしまっているらしい。

『あのね、せんせー……。宵美が全然目を覚まさないの……。たまに「イクゥ♡」とか「アヘェ♡」とか言うばかりで、全然こちらの呼びかけに応こたえてくれないの……』

　俺は絶句する。どうやら俺が思っていたよりも、宵美ちゃんは酷ひどい状態になっているらしい。

『お姉ちゃんがバルトリン腺せん液の成分調査をしたんだけど、あまりに激しくイカされたせいで、ポルチオアクメが自動化されて、無限にイき続けてるって……』

　背後では、機械音声で、「破ァ！」だの「フンッ！」だの言っている声が聞こえた。機械音声だが、声の主が誰かは俺にはわかる。

『おばあちゃんが、さっきから何度も気功を注入したり、負のイカせをしたりしてるんだけど、宵美は「オホォ♡」と言うばかりで……、宵美がこのまま目を覚まさなかったら──私……、私……』

　胡桃沢は嗚お咽えつした。体のどこかが壊こわれてしまいそうなほどの、乱暴な泣き声だった。

　少女の泣き声を聞いていると──いつしか俺の中に、一つの決心が浮うかんだ。

　──調べよう。

　宵美ちゃんは九組の生徒だ。学校に来るようになったのは最近だけど──そんなことは関係ない。九組の生徒が、放課後の教室で乱暴を受けたのだから、担任である俺は、事情を知る必要があるはずだ。

　そう思っていると、いつの間にか胡桃沢は泣き止やんでいて、強がりを言うように電話口で呟つぶやいた。

「宵美を傷つけた奴やつ、絶対に捕つかまえてやる」

　俺も同じ気持ちだ。尻尾しつぽくらいは摑つかんでやる。




　早さつ速そく、捜そう査さを始める。

　ミステリーだと、第一発見者から情報を得るのがベターである。そんなわけで昼休みに、俺は青あお木き先生に事情を聞いてみることにした。

　朝、教室が最初に解かい錠じようされるのは、そのクラスで最初の生徒が登校した時と決まっている。九組だと宮みや桃ももが一番の朝型であり、今日もご多分に漏もれず一番乗りだった。

　宮桃は、教室の鍵かぎを開けてもらうために職員室に行き、早出していた青木先生に声をかけた。二人で鍵を開けるために九組に行くと──中には惨むごたらしくイカされた宵美ちゃんのイ体があった。

　その日の青木先生はジャージ姿だった。珍めずらしい格好だが、クラスマッチ直前だと思えば、普ふ通つうのことかもしれない。先生にはあまりアクティブな印象がないので、意外な気もするけれど。

「赤塚さん、すごい顔をしてました……。目を見開いて、舌をだらりと出して……、ずっと『おま○こ気持ちいいでしゅう』と呟いていて……、うう……」

　事件のことを聞くと、青木先生は暗あん鬱うつな様子で呟いた。

「あんなにも小さな子が、こんなにも苛か烈れつにイカされるなんて……」

　青木先生の話を聞いて、俺は卑ひ劣れつな犯人への怒いかりを新たにする。

「宮桃の心のケアは大だい丈じよう夫ぶですかね？　そんなにもえげつないアクメを見て」

「それは大丈夫だと思います。宮桃さんは性的な知識が欠けていますので……、『赤塚さんは産さん卵らんごっこをしているんだよ』と言ったら納なつ得とくしてくれました」

「それはそれで大丈夫ですかね……。頭の方とか……」

　一回、下の学年でやり直した方がいいんじゃ……。

　なんにせよ、心配する必要はないらしいので、俺はそのことは忘れることにする。

「赤塚さんは、悪い子ではなかったですよね……。授業中に私が、エラが張っている系のイケメンにア○ルを責められるのが好きなことをバラしてきましたが──いたずら好きで、よく笑う子でした」

　青木先生が、エモい気持ちに任せて赤せき裸ら々らな秘密を語り始めたが──それよりも事件の調査をしなければならない。

　ア○ルを責められている青木先生の姿を頭から追い出し、俺は口を開く。

「確かく認にんですけど、先生よりも前に、九組に入った人はいないんですよね」

「それはわかりませんが──鍵の持ち出しは記録されているはずですからね」

「まぁ……、そうですよね」

　古くからある清せい純じゆん学がく苑えんには、無む駄だにデジタル化している部分があって──その一つがキーボックスだった。これが、逐ちく一いち教員名とパスワードを入力しなければ開けられない、セキュリティ性の高いものになっている。たぶん、特殊性癖教室という機密性が高いものを持っているがゆえに、それなりのセキュリティが必要なのだろうが……。

　先ほど、教員用のネットワークから九組の鍵の持ち出し履り歴れきを見たところ、俺が前日に施せ錠じようをしてから青木先生が鍵を取り出すまで、九組の鍵を持ち出した人間はいなかった。ストレートに考えれば、俺が鍵をかけてから青木先生が鍵を開けるまで、九組の鍵は、少なくとも職員用の鍵では開けられていない、ということになる。

「窓でも開いてたんでしょうかねぇ……」隣となりで話を聞いていた、古文の女性教きよう諭ゆが言う。

　窓か。

　九組は清純学苑の五階にある。外から入るのは一苦労だろうが──清純学苑自体が煉れん瓦が造りで、窪くぼみの多い外観をしているので、ロッククライミングが出来るような人間なら、登ってくるのも不可能ではないかもしれない（そこまでするかは置いといて）。

　とはいえ昨日の俺は、宵美ちゃんに脅おびやかされていたのもあって、教室の施錠をいつもより念入りにしたはずだった。窓だって閉めた覚えがあるのだ。




　十九時。

　あれから警備員室で、監かん視しカメラを十倍速で確認してみたのだが、何も映っていなかった。

　清純学苑の監視カメラは正門・裏門・昇しよう降こう口の三箇か所しよにしかない。だから、位置を知っていれば映り込まないことも可能である。よって、犯人が映っていないこと自体は不思議なことではないのだが、ヒントが得られなかったのも確かだった。

　それに、犯人だけではなく、被害者の宵美ちゃんも映っていないというのは──

　事件の取っ掛かかりがどこにもなく、もやもやとした気持ちで学校を出ると、職員用の出口の前に、黒くろ塗ぬりの高級車が停とまっていた。

　疲つかれからか、不幸にも追つい突とつしたら免めん許きよ証しようを奪うばわれて、犬の真似まねをさせられそう──と思っていると、それはヤクザの車ではなく、胡桃沢家の車だった。

　中から、サングラスを付けた黒服が出てくる。確か夕ゆう影かげさんが「ボノボ部隊」と呼んでいた方々だ。

「朝あさ日ひお嬢じよう様さまがお呼びです。乗って下さい」

　丁てい寧ねいだが、有う無むを言わさぬ口調だった。俺は車に乗り込んだ。

　黒服のグラサンの方々とのドライブ。客観的に見れば、コンクリート詰づめにされて伊い勢せ湾わんに沈しずめられそうな状じよう況きようだが──今日の俺はお客様の立場だった。「空調の温度はよろしいですか？」「ア……ハイ、大丈夫です。このままで……」という、気まずい会話をしながら天てん宮ぐう岳だけに着いた。

　例の通路のところで、別の車に乗り換かえる。それから数分ほど走ると、森の奥にある巨きよ大だいな邸てい宅たくに着いた。

　ビッチ一族──胡桃沢家の屋や敷しき。

　また、ここに来てしまったのか……。

　家の前にはネグリジェを着た胡桃沢がいた。下界的に見ればセクシーな格好だが、この家で見ればリクルートスーツ並みに健康的な格好だ。安らぎを覚えるほどに。

「呼びつけちゃってごめんね。このお礼は体で返すからね」

「普通に返してくれ」

「からかって返すからね」

「いつもと同じじゃねーか！」

「犯人、まだ捕まってないんだよね。作戦会議しようよ」胡桃沢は爽さわやかにスルーすると、それと──と、続けた。「宵美の様子を見に来てくれる？」

　胡桃沢は俺を、屋敷の奥へと案内した。俺一人だと百％迷う家だが、住民である胡桃沢は勝手を知っているようで、あっという間に宵美ちゃんのいる部屋へと着いた。これがＲＴＡだったら、相当のスコアが出ていたはずだ。

　そこは医務室だった。

　学校の保健室のような薬品棚だなと本棚とベッドがあった。ベッドのうちの一つがカーテンレールから下がる真っ白なカーテンで覆おおわれていて、どうやらそこに宵美ちゃんがいるらしかった。

　屋敷の中にこんな部屋があるとは恐おそろしいな──と思いながらも、カーテンを開けた。すると──ピッピッという心電計の音と共に、眠ねむり込んでいる宵美ちゃんと、彼女の手を握にぎったまま、これまた眠り込んでいる夜よる陽ひさんが現れた。

「……起こさないようにしようね」

　胡桃沢が小声で言う。俺はそっとカーテンの中に入った。

　宵美ちゃんは上じよう半はん身しん裸はだかのまま横になっていた。布ふ団とんの中にはブルーシートが敷しかれていて、中からは肩けん甲こう骨こつがちょこんと覗のぞいている。恐らく、アクメのたびに大量の愛液を吐はき出すので、着る服がなくなってしまったのだろう。彼女の状態は間接的に──彼女のオーガズムの強きよう烈れつさを伝えていた。

「宵美──ずっとイキまくってたんだけど、ここ一時間くらいは安定してるんだよね。今の状態が続けば、いつかは──」

　わずかな希望が生まれた──その時だった。ベッドの中の少女はゆったりと目を開けた。

「う……、うう……」

「宵美……っ！」胡桃沢の顔がパッと明るくなる。

「ど、どうしたですか、姉上。それに……先生まで？」

「良かった、宵美。戻もどってきて……」

「ボクは……、何を……」

　俺たちが胸むねを撫なで下ろした──その時。

　宵美ちゃんの黒目が──ふしだらな白目に変わり、赤い舌をだらりと垂らして──体中をビクビクと痙けい攣れんさせた。

「あへえ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡♡♡　し、子宮からイくのですぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡」

「宵美ぃぃ──っ!!」

　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！　と、心電計の音がアラートのような音を鳴らすと──

　間もなく──手術衣を着た医師団が乱入してきた。

「宵美お嬢じよう様の容態が悪化したぞ！」「くそっ、なんてしつこいオーガズムなんだ！」

「鎮ちん静せい剤ざいを準備しろ！」「早くしないと、ポルチオアクメが癖くせになってしまう！」

　医師団たちは、「破ァ！」「破ァ！」と口々に言いながら、宵美ちゃんに気功のようなものを注入している。

「バカになっちゃうのですぅぅぅ[image: ～][image: ～]♡♡♡♡♡♡　ふああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡」

　間もなく医師の一人が鎮静剤を注射し、宵美ちゃんのオーガズムはようやく落ち着いた。尚なおも軽イキを続ける妹の姿を見て──胡桃沢は絶望的な様子で顔を押さえていた。とっくの昔に目を覚ましていた夜陽さんは、弱々しく壁かべを殴なぐる。

　……。

　くそっ。許せねぇ……。

　長い長い沈ちん黙もくの後、ようやく胡桃沢は顔を上げると、夕食を食べるために、俺を食堂へと案内した。




　胡桃沢家の食堂は、六十畳じようとかそれくらいの広さがある巨大な和室で、無数の座ざ椅い子すとローテーブルが並んでいた。

　部屋の奥にはガラスケースがあって、中には古びた屛びよう風ぶがあり、タコに女の人が襲おそわれている巨大な春画が貼はってあった。芸術的な価値は全くわからないが、ものすごく古そうだし、数億とかそれくらいの値段がしてもおかしくない気がする。数億円あったら、俺ならば別のものが買いたい。マンションとか。

「時間があったら、私が料理を作ってあげたのに」

　胡桃沢が言う。胡桃沢の手料理はヤバそうだが……。

　待っていると、木の箱に入った、簡易的な懐かい石せき料理が運ばれてきた。味は絶品だったが、どの料理を食べても股こ間かんが熱くなった。一体何が入っているのか、あんまり考えないようにしながら、俺は胡桃沢に捜そう査さ状況をシェアした。

　部屋は密室──だが、鍵かぎの持ち出し記録はない。監視カメラにはなんのヒントもなく、そもそも事件現場に宵美ちゃんがいた理由もわからない。

「うーん」胡桃沢は茶ちや碗わん蒸むしをスプーンですくいながら言った。「最後の奴やつだけは、見当が付くかも」

「宵美ちゃんが現場にいた理由がわかるのか？」胡桃沢の言葉に、俺は驚おどろいた。

「私を誰だれだと思ってるの。宵美の姉だよ？」

　食事が終わり──やけに自信満々の胡桃沢に案内をされて、邸宅を歩いた。

　窓の外では、夜陽さんに構ってもらえなくて、暇ひまを持て余した肉にく奴ど隷れいたちがフットサルに興じていた。「気まぐれなラビット」のミドルシュートがゴールネットを揺ゆらしたのを見届けた所で、見覚えのある場所についた。

　えーっと……、ここは確か、宵美ちゃんの部屋だったか。

「入って。見て欲しいものがあるの」

　胡桃沢は宵美ちゃんの部屋のドアを開けた。勝手に入ってもいいのだろうか──と逡しゆん巡じゆんしながら入っていくと、衝しよう撃げきの映像が目に飛び込んできた。

　これは……。

　宵美ちゃんの部屋の壁──たくさんの写真が貼ってある真ん中に、

　ポスターサイズに拡大印刷された、俺の写真が貼ってある……。

　写真の端はじっこには油性ペンで、『ボクのご主人さま♡』と書かれていた。

　なんだこの、胃もたれしそうな光景は……。

「せんせーに電流ローターでイカされてから、宵美はせんせーのペットになりたがっていたからね。……ほら」

　そう言って、胡桃沢は床ゆかの上に置かれていた金属製の首輪を指さした。そこにはローマ字で『YOIMI』と彫ほられている。

「ちゃんと自分で首輪も作っていたんだよ。『せんせーの誕生日にプレゼントしようかな。でも、急に渡わたしたら変な女の子だと思われないかな』って」

「乙おと女め心ごころを発揮している所悪いが、首輪を作ってる時点で、まともに見せるのは無理だからな」

「せんせーを思って、ポエムも書いてたんだよ。『先生を思いながらローターを挿いれると、体がビリビリとする。これは恋こいの刺し激げき？』って」

「それはローターに流れている電流だな」

　宵美ちゃんは、恋心と性せい欲よくを勘かん違ちがいしているのではないだろうか……。

「──で、妹の秘密を好き勝手にバラして、お前は何を主張したいんだ？」

「そうだね」胡桃沢は笑え顔がおを引っ込めた。「ここからは真ま面じ目めな話なんだけど、宵美はせんせーに、『自分たちの会話を聞いている奴がいる』と言ってたんだよね」

「まあ、そうだな」

「私はさ──宵美が『話を聞いている奴がいる』って、せんせーに教えたこと自体が妙みようなことだと思うんだよね。だってさ、例えば盗とう聴ちようしているのが蕎麦そばで、ズリネタを収集するために教室の音を撮とっていたとすれば……、そんなことは知ってたって言わなくてもいいことだよね」

　それは俺も思った。蕎麦が盗聴していることなんて、サ○エさんでカ○オがイタズラをするくらいの恒こう例れい行事だし……。

「関係ないけど──カ○オってイタリア語で『チ○コ』って意味らしいね」

「本当に関係ないな。早く話の続きをしてくれ」

「つまり、せんせーは盗聴されていることを知っておく必要があったんだよ。宵美がノートに『誰かに聞かれてる』と書いて、伝えなきゃいけないくらい、即そくね」

「ふむ。それって、どういう事情だ？」

　胡桃沢は眉まゆを顰ひそめて思い悩なやむと、厳しげな視線で虚こ空くうを睨にらんだ。

「推測だけど──命の危険？」

「……は？」

「あくまで推測だよ？　私は、せんせーと宵美がどういう話をしていたのか知らないし。たぶん、宵美とせんせーのことだから『「秩ちつ序じよ」って言葉はなんとなくエロいのですー』『「ちつ」から始まるからなー』とか、そういう会話をしていたんだと思うけど」

「残念ながら、大外れだな」

「新元号は『膣ちつ女じよ』がいいな、って話をしたんだと思うけど……」

「そんな元号を付けたら、内閣が解散するわ」

　まあ、俺たちが話している最中には、新元号はまだ明らかになっていないので、「膣女」の可能性も〇・〇〇〇一％くらいはあるかもしれないが……。

「ともかく、せんせーに危険が迫せまっていたとすると、宵美のその後の行動にも筋が通るんだよ」

「どういう筋だ？」

「宵美はせんせーと別れた後、盗聴していた生徒に話をつけに行ったんだよ」

　……！

「で、でも──宵美ちゃんはバスに……」

「それはきっと、せんせーに心配をかけないようにしたんだよ。盗聴していた人物について、詳くわしく説明しなかったのもせんせーのため。宵美はせんせーが好きだから、せんせーを危険なことに巻き込みたくなかったんだよ」

「……」

「バスに乗った宵美は、すぐにバスを降りて、清純学苑に戻ってきて──そして、盗聴者と対たい峙じした」

　俺の頭の中に──シリアスな顔をして、一人で校舎に入っていく宵美ちゃんが浮うかぶ。

　宵美ちゃんは盗聴者と話をしに行って──

　そして、返り討うちに遭あった？

「宵美が負けるとは考えづらいけど、たぶん……」胡桃沢は言葉を濁にごす。

　状じよう況きよう的に、一番あり得そうな推測ではあった。だが、胡桃沢の推理が本当だとしても、わからないことがいくつかあった。

「でも、そうなると──宵美ちゃんのイ体は、盗聴者と戦った後、わざわざ鍵のかかった九組の中に移動させられた、ということになるよな」九組の鍵は閉まっていたので、そうなるはずだ。「……それって一体、どうしてなんだ」

　俺の質問に、胡桃沢は首を振ふる。

　エアコンの風を受けて──宵美ちゃんの写真たちがひらひらと揺れていた。




　その日、俺は胡桃沢家に泊とまっていくことになった。「もう遅おそい時間だから」というのがその理由だったが、作さく為い的なものを感じなくもない。

　ボノボ部隊によって大浴場へと案内され、ハリウッドスターが着てそうなガウンと、高級タオルと、カルバ○・クラインのボクサーパンツを手て渡わたされた。なんだか村むら○春はる樹きになったような気分である。僕は射精してばかり。

　浴場に出る前に──脱だつ衣い所の鍵をかけておく。こうしないと、浴場に欲よく情じようしたビッチが乱入しかねない。そうなれば乱交になりかねない。なぜだか韻いんを踏ふんでしまったが、風ふ呂ろ場ばは最も貞てい操そうを失いやすい場所だ。俺は最大限の注意をする。

　浴場は豪ごう華かかつ巨きよ大だいだった。Ｍ字開かい脚きやくをしたセクシーな女性が、股間からお湯をドバドバ吐はき出しているオブジェはセンス的にキツいと思ったが、それ以外は百点満点だった。お湯もぬめっとしているし、ひょっとすると温泉が出ているのかもしれない。

　露ろ天てん風ぶ呂ろもあるみたいだし、後でそちらも入るか──と思っていると、窓の外から「ドサッ」という音がした。

　……。

　嫌いやな予感と共に、窓の外を見てみると──そこには黒のマイクロビキニを着た、金きん髪ぱつツインテールのビッチ生徒がいた。

「いてて……、鍵がかかってたから、上の階の窓から飛び降りたんだけど、着地失敗しちゃった……」

　親方、空からビッチが！

「そこまでしてラッキースケベがやりたいのか、お前は」

「やっぱり、温泉回って大事だからね」

　殊しゆ勝しような心がけだな……。

　湯気の中に浮かび上がる胡桃沢の肌はだは、湯気による水気を帯びて赤らんでいた。彼女の体は灯とう籠ろうの灯あかりを受けて、それこそアニメの白フラッシュのように光っている。ゆるめのマイクロビキニは、胡桃沢のおっぱいの表面張力を押し止とどめることは出来ず、むしろ完全に屈くつ服ぷくしている。そのくせ、肌は十六才らしい瑞みず々みずしさを保っていて、お尻しりは空に引っ張られるように突つき上がっていた。

　まずいな──

　このままではこのビッチにイカされて、第二の密室イ体として発見されてしまう……。

「せんせー。背中流してあげるよ！」

「近づくな。教え子と風呂に入るなんて、さすがにワイドショーに取り上げられる」

「ワイドショーに出る前に、私がティック・ト○クにアップロードしておくよ」

「流行を取り入れている！」

「ちゃんとチ○コも盛っておくね」

「どうしてお前は股間を盛りたがるんだ！」

「一いつ緒しよにお風呂に入るくらい普ふ通つうだよ。私、今でもパパとお風呂に入ったりするし」

「……もう高校生なんだし、そういうのは控ひかえた方がいいんじゃないか？」

「もちろん、裸はだかでは入らないよ。マイクロビキニを着て入ってる」

「ますます卑ひ猥わいな絵え面づらに!?」

　マイクロビキニ姿の娘むすめと、一緒に風呂に入る父親──エロ漫まん画がかな？

　まぁ、他人の家の事情には踏み込まないことにして……。

「せんせー。頭洗ってあげるね」

　胡桃沢は猫ねこのような手を作ると、よこしまな笑みを浮かべながら、一歩一歩こちらに近づいてきた。

　フォースが硬こう化かしている俺は──派手な動きを取ることも出来ず、

　あっという間にビッチに捕つかまった。




　五分後──

　俺はあられもない喘あえぎ声をあげていた。

「あ、ああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡♡　気持ちいい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡　胡桃沢の肌に触ふれた部分が溶とけていくみたいで……♡♡♡　沈しずんでいく……♡♡　しゅごい……♡♡　しゅごいテク……♡♡♡♡　頭がバカになるぅ[image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡　あああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡」

「えへへ、私のテクすごいっしょ」

　そう言って、胡桃沢はにやける。

　なんのことはない──俺は、胡桃沢に洗せん髪ぱつをされていた。

　胡桃沢の洗髪スキルはすごかった。美容院で働けば、すぐに洗髪専門の秘密兵器になれるだろうと思うほどだ。よくお風呂で夕影さんの頭を洗っているので、その間にこのスキルが身についたらしい。

「パパなんて、私の洗髪によって絶頂射精したことがあるからね」

　夕影さん──娘には甘いんだな。

　体を洗うのが終わり──並んで湯船に浸つかりながら、胡桃沢は俺に聞いた。

「ねぇ。せんせーって、特とく殊しゆ性せい癖へき教室のこと好き？」

　胡桃沢は子供を誘ゆう惑わくするような笑みを浮かべた。どこかで聞いたような問いに、俺の顔もほころんでしまう。

「私は好きだよ。特殊性癖教室じゃなかったら、制服も今みたいに着れなかっただろうし……。授業を抜ぬけ出したら普通に怒おこられてただろうし……。一年間で百回くらいは生徒指導室に行ってただろうし……。退学させられてたかもしれないし……」

「そういう理由？」

「あと──自分に似た仲間がたくさんいるっていうのは、安心するよね。小学校の時まで、私は普通じゃないんだって思ってた。でも九組に入って、特殊性癖を持った人が私以外にもこんなにいるんだって思った。一人じゃないって思った……。みんな、あんまり自分の性癖を教えてくれないんだけどね」

　胡桃沢は熱いのか、体を半分湯船の外に出した。白い肌はほんのりと赤く染まっている。

「ねえ、せんせーはなんで笑ってるの」

「恭きよう野のも同じことを聞いてたな、って思って」

「へー」胡桃沢は、少し嬉うれしそうだった。「恭野もああ見えて、九組のことがすごく好きだもんね。中二の時から、ずっと学級委員をしてくれているし。困った時はすごく頼たよりになるもん」


「私は、特殊性癖教室を守ってあげたいと思っているんです。全人類が変態な中で、彼らはただ、欲望に素す直なおだっただけです。そんな人たちが差別されるって、おかしいですもんね？」
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　恭野が九組を好きな理由は──胡桃沢とは少し違ちがうかもしれない。

　つい、だんまりになってしまっていると、胡桃沢は聞いた。

「その話ってさ、いつしたの？　……仲良くなってからじゃないと、そういう話はしないと思うけど」

　胡桃沢はなぜだか、野や次じ馬うまっぽい笑えみを浮かべている。お前が期待するような出来事はないぞ。

「いつだったかな。確か四月だよ」

　別段、仲が良かったわけじゃないが──というか、教師に仲の良さを求めるな。

　俺は恭野に、同じ質問をされた時のことを思い出す。


「先生は、特殊性癖教室のことが好きですか？」



　四月の中ちゆう旬じゆん頃ごろだった──俺は放課後の教室で、亀きつ甲こう縛しばりにされた伏黒を見つけた。ロープをほどいて保健室に行き、伏黒が帰った後、教室の施せ錠じようをするために九組に戻もどった。

　そこで、恭野と出会った。

　純真なはずの恭野は、教室に落ちていたＳＭ用ロープを見てもまるで驚おどろかずに──俺に九組のことを好きになれるかを聞いた。

　今思い返しても──夢の中のようにぼんやりとした体験だった。

「へー、そんなことがあったんだ」胡桃沢は俺に聞く。「でも、どうして恭野はそこにいたんだろうね」

　当然の疑問だ。そこは俺も気になっていた。

　あの日、俺は恭野に同じ質問をした。すると恭野は、「忘れ物を思い出したんです」と言った。恭野は手ぶらだったので、その言葉はわかりやすく噓うそだったわけだが──結局、恭野がどうして教室にいたのかは、今になっても謎なぞのままだった。

　まぁ、今いま更さらその理由を知ったところで、何かがあるわけでもないか……。

　なんて思っている俺に、胡桃沢は名案を思いついたというふうに言う。

「わかった！　恭野は教室の備品でオ○ニーするのが好きだったんだよ！　特に三角定規の角の部分で！　その日課を果たすために九組に行ったら──先生と鉢はち合あわせした！」

「やめろ、俺の中の恭野が汚けがれる！」

　なんてことを言い出すんだ……。好きなキャラがアヘってるエロ同人誌を、誤って読んでしまった気持ちになっただろ……。

　こほん、と咳せきをして、俺は目の前のビッチ生徒に、恭野のような美少女はオ○ニーなんてしない──ということを諭さとすことにする。

「胡桃沢、その推理には矛む盾じゆんしている点がある！」

「恭野だってオ○ニーするかもしれないじゃん！」

「それはいい。いや──良くないがいい」

「せんせーを思ってオ○ニーしてるかもしれないじゃん！」

「ドゥフフ……、いや、だからそれはいい」思わず笑ってしまった。今の俺の笑い方、世界で一番気持ち悪かっただろうな……。「真ま面じ目めな話──あの時はもう、十九時を過ぎてたんだよ。恭野が教室の備品でオ○ニーしていたとして、どうやって教室の中に入るつもりだったんだよ!?　ああん!?」

「そんなに本気で反論しなくても……」胡桃沢は若じやつ干かんヒいている。

「それに──その日は伏黒の件があって、俺がたまたま教室の鍵かぎを開けていたが、普ふ段だんと同じならば、恭野は九組の入り口の前で立ち往生をする……、はず──で……」

　……。

　あれ……？

　喉のど元もとにまでせり上がった言葉が、あっという間に引っ込んだ。

　違い和わ感かんが頭を支配する。

　なにかがおかしいぞ──

　言葉を失っている俺に、胡桃沢が続ける。

「はいはい、わかりました。そもそも、恭野が九組に来たこと自体がおかしい──ということだよね。だってその時間は、教室そのものの鍵が開いていない時間だったんだから。じゃあ私は、恭野が高等部二年の廊ろう下かを使った、ダイナミックな野外オ○ニーをしようとしていた説を提唱するね。これなら間ま違ちがいないでしょ？」

「──胡桃沢、今なんて言った？」

　俺の中に芽生えた違和感を──胡桃沢が上手うまく言葉にしてくれた気がした。

　急に真面目になった俺に、胡桃沢は変な顔をした。

「ダイナミックな野外オ○ニー？」

「違う、その前だ！」

「林間学校で温泉に行った時に、恭野の陰いん毛もうが薄うすかったっていう話？」

「そんな話はしてない！」新しい話をするな！　「お前が言ってた──」

　──そもそも、恭野が九組に来たこと自体がおかしい。

　その通りだった。胡桃沢も言っていたが、その時間は教室そのものが開いていない時間だったのだ。廊下を使った、ダイナミックな野外オ○ニーでもしない限り、学校に来たって仕方がない時間なのだ。

　では恭野は、廊下を使った、ダイナミックな野外オ○ニーをしていたのだろうか？　可愛かわいい顔をして、そんな変態性癖を──

　って、そんなわけはない。

　そもそも恭野はオ○ニーをしない。

　じゃあなぜ、恭野は九組に来たのだろう。まるで、鍵がかかっていることなんて関係がないみたいだったが──

　必死に考えていると、胡桃沢が大きな水音と共に立ち上がった。

「あーあ、のぼせちゃった」胡桃沢の肌はだは、桃もものように赤くなっている。「せんせー。お風ふ呂ろを出た後はさ、宵美をイカせた犯人について考えようよ。そんなに難しい顔をして、恭野のオ○ニーの方法なんて想像してないでさ」

「そんな邪じや悪あくなことは考えていないぞ」

　やめろ。何を考えていたか忘れただろ。

　まあ……。

　恭野が何を目的に九組に来たとしても、既すでに二ヶ月以上前のことである。あまり考えたって仕方がないかもしれない。そんなことよりも今は、胡桃沢の言う通り、宵美ちゃんをイカせた犯人を考えるべきだろう。

　そんなわけで、俺は一いつ旦たん頭を空っぽにして風呂場を出た。

　だが──結果論だけを言うならば、この時にもっと、俺は恭野のことについて考えておくべきだったのかもしれない……。




　　　　＊




　結局、寝ねたのは朝三時だった。

　俺と胡桃沢は、宵美ちゃんをイカせた犯人について、侃かん々かん諤がく々がくの議論を繰くり広げていた──わけではなく、ずっと罰ばつゲーム付きのジェンガをやっていた。胡桃沢がどうしてもやりたいと言ったのだ。修学旅行の夜か。

　ジェンガには『フェラ♡』とか『パイズリ♡』とか、一いち撃げきで職を失う罰ゲームが書いてあったので、一度も負けることを許されなかった。ここで全勝出来た自分の勝負強さを、我ながら褒ほめてあげたい。

　朝七時、裸はだか同然の格好をした、女性の使用人に起こされた。ここから清純学苑までは長い距きよ離りがあるのだが、それを考えたって早い時間だった。

　訝いぶかしがりながらも食堂に向かうと、やはりと言うべきか、そこには胡桃沢がいた。

「せんせー、おはよ!!　朝ごはん作ってあげるね！」

　同じ時間に寝たはずなのに、なんでお前だけこんなに元気なんだ。まるで九時間寝た後みたいじゃないか。

　そういえばこいつ、昨日の夜に、「私が料理を作ってあげたのに」だなんて、不ふ穏おんなことを言っていたな……。

「嫌いやな予感しかしないが……、何を作るんだ？」

「魚料理だよ」

　魚って……いつかの家庭科部の時、胡桃沢はイワシを虐ぎやく殺さつしていたような気がするんだが……。

　半分寝ながら待っていると、やがて料理が運ばれてきた。

　なんと、刺さし身みの盛り合わせだった。

　これは、ものすごい上達ぶりだな。イワシを虐殺していた胡桃沢が、刺身をさばけるなんて。だが、これはあまりに上手すぎるな。本当に胡桃沢が作ったんだろうか？　と疑っていると、目の前の皿がデカすぎることに気づいた。

　皿というか……、

　あれ、これ皿じゃねーな。

「せんせー。私の女によ体たい盛もりを楽しんでね！」

　皿のように見えたのは、全ぜん裸らの胡桃沢だった！

　胡桃沢の乳白色の肌の上には、なめらかなくびれに沿って巨きよ大だいな葉ば蘭らんが敷しかれており、その上には赤と白のカラフルな刺身が載のっていた。たくさんの花と葉っぱが集まった股こ間かんの部分からは、ぷりぷりのエビが顔を出している。大きなおっぱいの上には、飾かざり付けの紫陽花あじさいと少量のいくらが載っているが、表面張力が強いがゆえに、なんとなくこぼれ落ちそうで危あやうい感じだった。

　なるほど。確かにこれは手作りだな。作るどころか自分が皿になってるし……って。

「朝から女体盛り!?　料理じゃなくて、皿が手作りじゃねーか！」

「何を手作りするかまで言ってないもん！」

「普ふ通つうは料理の方だと思うわ！」

　誰だれが皿の方を作ると思うんだ。とんちが利ききすぎるだろ。○休きゆうさんか。さすがの将軍様も慌あわてるわ。

　俺は胡桃沢の体の上から、丁てい寧ねいに食べ物を下ろした。それなりに高級そうな刺身だったので気を使う。あと、当然ながらも食べ物を下ろす際に、裸の胡桃沢の体に何度も触さわってしまうので変な気分になる。どうして朝っぱらからこんな気分にならなければならないんだ。眠ねむ気けが吹ふっ飛んだ。

　全すべての食べ物を除去し終わると、胡桃沢はボノボ部隊の持ってきたガウンを羽織った。もっと布面積の大きな服を着て欲しかったのだが、皿だった時よりはマシだと思うことにする。

「……お前、そんなことして楽しいのか？」

　つい、思ったままのことを口に出してしまった。胡桃沢はきゃっきゃと笑う。

「楽しいよ。せんせーの反応を見るのは」

「だからと言って、皿にまでなるか？」

「皿になるのが好きな人もいると思います」

「そうかもしれないが……」そんな、ツイ○ターのクソリプみたいなことを言われても……。

　特とく殊しゆ性せい癖へき教室の担任になってから、俺は世の中には色んなベクトルの変態がいることを学んだ。女体盛りの皿になって興奮する奴やつくらい、日本だけでも一万人くらいいそうな気もした。……いや、多すぎるな。毒されてるぞ俺。……あれ、実際何人くらいいるんだ？　千人くらい？

「お姉ちゃんに聞いたんだけど、家具性愛フオルニフイリアっていう性癖の人もいるらしいよ。家具になりきって楽しむ人なんだって。皿になるのもきっと楽しめるよ」

　ああ、そういえば聞いたことがある。

　俺は思い出す。その性癖は、学苑長に渡わたされたプリントに書いてあった性癖の一つだった。「家具性愛」で調べても、日本語のサイトはあまりヒットしなかったが、「Forniphilia」で調べると、四つん這ばいになって背中に透とう明めいな天板を載せ、机代わりにされている女性の写真なんかがヒットする。要はそういうことに興奮を感じる性癖らしい。

「特殊性癖教室にもいるのかな？　でも、いたとしたら怖こわいよね。ある日突とつ然ぜん、学校中の机が家具性愛フオルニフイリアの女の子に代わっていたら……」

「どんな企き画かくモノＡＶ？」

「ある日突然、学校の掃そう除じロッカーが家具性愛フオルニフイリアの女の子に代わっていたら……」

「やっぱり企画モノＡＶ？」

「ある日突然、学校の掃除ロッカーから亀きつ甲こう縛しばりの女の子が出てきたら……」

「いや、だからＡＶ──って、伏黒──ッ！」

　知り合いじゃねーか。

「というのは冗じよう談だんとして」胡桃沢はさっぱりとした顔で言う。「案外、上手く隠かくれてるかもしれないよね。そして私たちと一いつ緒しよに授業を受けてるの。特殊性癖教室の十七人目として」

「そんな馬ば鹿かみたいな話が──」

　と言ってから、「十七人」というフレーズに聞き覚えがあることに気づいた。

　確か……。


「駄だ目めなのです。祖母上によると、恭野さんの性癖は、今学校に来ている十七人の中では特に言っちゃいけないみたいですから」



　そうだ──あの時。

　宵美ちゃんは生徒の人数を十七人と言っていた。あの時は単なる宵美ちゃんの思い違ちがいだと思ったけれど、もしも彼女が今の胡桃沢と同じように、本当に十七人目をカウントしていたとしたら……。

　あり得ないとは思いつつも、ぞくりとしてしまった。確かに、これはネタ系ＡＶではなくて怖い話だ。

「それにこの方法だと、密室の謎なぞも解けるよ」胡桃沢は嬉うれしそうに言った。「もしも最初から教室の中に人が隠れていたとしたら、どんな固い鍵かぎが部屋にかかっていたとしても、内側からふつーに鍵を開ければいいだけじゃん。私、天才！」

　胡桃沢は得意げに胸を張る。ガウンの下から、ボウリング大のおっぱいのシルエットが浮うかんでいた。

　なんだか段々と、本当に調べてみてもいいかもしれないという気持ちになってきた。というか、調べてみないとちょっと怖かった。それにこれくらい、大した手間でもないだろうし。放課後に、ちょっとだけ見てみればいいだけである。

　こうして俺は軽い気持ちで、教室を調べてみることにした。

　軽い──気持ちで。




　　　　＊




　その日の夜。

　施せ錠じよう時刻から二時間ほど経たった頃ころ──俺は鍵を持って、二年九組を訪おとずれた。

　夏が近いので、夜になるのが遅おそい。十九時半だというのに、空には薄うすぼんやりとした青黒い月明かりが灯っていた。

　校舎に生徒は一人もいない。そんな時間に俺は、一人で九組の中を調べていた。

　一応、事件の前日に宵美ちゃんと話した後、俺は教室に生徒が隠れていたりしないかを、念入りに調べてみたはずだった。というわけで最初に、一度探した記き憶おくのある場所を調べてみた。掃除ロッカーの中とか、教きよう卓たくの下とかである。

　相手が性癖持ちかもしれないということで、本当に溝みぞの一本一本まで見るつもりで調べる。だが、人が隠れられるような場所はなかった。

　生徒のロッカーも一つ一つ中身を取り出して見てみる。しかし、隠れられる場所はない。

　まあ、冷静に考えてみれば、こんな時間にまで潜ひそんでいるとしたら、食事やトイレはどうするんだという疑問もあるし……。胡桃沢に驚おどろかされ過ぎたかな。

　俺は最後に──唯ゆい一いつ調べていない場所に目をやった。

　教きよう壇だん。

　言うまでもないが教壇とは、授業をする時に教師がその上に立つための、一メートルかける二メートルほどの台のことである。教職課程の先生は「ステップ」と呼んでいた。高さは三十センチほどしかないが、横になって寝そべれば、この中に人が入るということも不可能ではない。

　不可能ではない、が──

　相当にキツいのは確かだろう。

　めちゃくちゃ狭せまそうだし、寝ね返がえりだって打てなそうだ。埃ほこりもすごいだろうし、なりそうな病気だっていくつか思いつく。

　だが──

　特殊性癖を持っているとすれば、不可能な場所でもないかもしれない。

　まあ、ここだけ調べていないのも気持ちが悪いし──ものを失くした時に、絶対に入れた覚えのない引き出しまで開けてみるような気持ちで、俺は教壇をひっくり返してみることにした。

　教壇の下に指を入れて、心の中で「せーの」と言いながら持ち上げる。

　大量の埃が舞まい上がり──同時に、なんとも言えない臭においが鼻び孔こうを衝つく。

　なんだこの臭い。

　埃の臭いだけじゃないぞ──これは。

　人間の臭いだ。

　強い──汗あせの臭いだった。

「うおっ」

　俺は思わず、声を出してしまった。

　教壇の下に人がいる。ひょろりとした、瘦そう身しんの女性だった。長い足は床ゆかによって、黒く汚よごれてしまっている。膝ひざにプロテクターを付けているのは、そうしないと床で寝ねるのが痛いからかもしれない。体には、ベージュ色の帆はん布ぷで、無数のベルトでがんじがらめになった服を身に着けている。なんとなくのっぺりとした服だが──これは。

　……拘こう束そく衣？

　拘束衣の帆布は、下に行くに連れて徐じよ々じよに目が粗あらくなり、ワンピースのように彼女の足あし下もとをふわりと包んでいた。だが、拘束衣は拘束衣だ。

　女は拘束衣の上に、何重もの鎖くさりを巻き付けていた。

　な、なんだ、この状じよう況きよう──

　俺は、教壇の中に隠れている生徒を探しに来た。だが、これではまるで──教壇の下に隠れているというよりも、この教壇の下に封ふう印いんされているような。

「[image: ]前ハ……、誰ダ……」

　光を浴びて──女性は言う。

　女の目は充じゆう血けつしている。俺は気け圧おされながらも答える。

「……お、俺は伊い藤とう真まな実み。この教室の担任だ」

　その答えを聞いて、女の目の色が変わった。喘あえぎながら、自らを縛しばる鎖をガチガチと鳴らしている。

「ウグゥ!!　ガァッ！」

　……な、何をしているんだ？

　もしかして──自分を縛っている鎖を千切ろうとしているのか？　鎖の太さは一・五センチくらいあるし、その上拘束衣だってあるが──

「[image: ][image: ]ウッ！　[image: ][image: ]ウッ！」

　何これ──事案？

　なんだか、密室イカせ事件よりも、ヤバい監かん禁きん事件を見つけてしまった気がするな……。ちょっと雰ふん囲い気きが違ちがうぞ。エロコメディはどこに行ったんだ。

　ともかく、この場を離はなれて人を呼ぼう。正直なところ、ロングヘアー＋拘束衣の女のビジュアルは普ふ通つうに怖くて、このままここにいると、三日後あたりに死ぬ呪のろいをかけられそうな気がするし──

　だが、俺を引き留めようとするかのように、鎖の音が鳴った。

　ガチイッ！　ガチイッ！

「ゴ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]──ッ！」

　女は叫さけびながら、何度も何度も鎖を引き千切ろうとしている。

「ゴ[image: ]ズッ！　伊藤真実ッ、ゴ[image: ]ズゥ──ッ!!」

　頭がクラクラしそうな光景だった。やっぱり──ずっと教壇の中にいると、精神衛生上よろしくないんだろうか？

　あまりに激しくもがくものだから、女性は頭を切っていた。見てるとちょっぴり気持ち悪くなってきたので、部屋を出ようとした──その時だった。

　俺の耳に「バッヅーン」としかオノマトペを当てられないような、不快な音が入った。

　女が──拘束衣を破いている。

「……へ……？」

　変な声が出た。

　二度見すると、確かに白い帆布に亀き裂れつが入っていた。俺が言葉を失っていると、女は口を開いた。

「ゴ[image: ]ゼル……」

　そう言って、狂きよう気きを孕はらんだ笑えみを浮かべた。

　俺は二、三歩後ずさる。

　女は、メインディッシュとばかりに鎖を解ほどきにかかる。顔を真っ赤にして、[image: ][image: ]ッと唸うなった瞬しゆん間かん──筋肉がステロイド剤ざいを打ったかのように膨ふくらんだ。とても人間とは思えない異常な膨らみ方だった。

　あっという間に、女を拘束する鎖がはじけ飛んだ。

　鎖の欠片かけらが、俺の足をかすめる。くるぶしから流れる血を撫なでながら、俺は思う。

　なんだ──こいつ。

　完全に自由になった女は──歓かん喜きの咆ほう哮こうを漏もらした。




「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」




「……!!」

　その声と共に、ドコドコというツーバスと重々しいギターリフが入ってくるんじゃないかと思うような、激しいシャウトだった。

　ヤバい……。

　マジでヤバい……。

　俺は足を引きずりながら立ち上がる。女は、口の中で嚙かんでいた何かをブッと教室のタイルに吐はき出した。

　茶色い毛玉？

　いや、違う──

　宵美ちゃんの髪かみの毛だ。

「う、うあああ……」

　怯おびえのあまり、妙みような声が出る。女は声なのか吐と息いきなのかわからないものを漏らしながら、格かく闘とうゲームのような待機モーションを取っていた。

　俺はふと──胡桃沢と話していた時に出た結論を思い出した。


　宵美ちゃんは盗とう聴ちよう者と話をしに行って──

　そして、返り討うちに遭あった？



　もしも、こいつが宵美ちゃんをイカせたのだとすれば──彼女はアクメワードを操あやつる戦せん闘とうの天才、宵美ちゃんをイカせ倒たおしているのだ。

　この女は──宵美ちゃんよりも強いのだ。

　俺は真しん剣けんに、拘束衣の女と対たい峙じする。油断したが最後、イカせ殺されるかもしれない。

　それが──

　特とく殊しゆ性せい癖へき教室の影かげなき十七人目──家具性愛フオルニフイリアの女との出会いだった。







[image: 第四章]




　密室イカせ事件が起きた、七月四日の夜──

　赤あか塚つか宵よい美みは、清せい純じゆん学がく苑えんに忍しのび込んだ。

　理由は、その日の放課後──伊い藤とう真まな実みと雑談をしている時に、教壇の下から強い殺気を感じたからである。それから伊藤真実を守るために、まずは一人で、その正体を確かめようという腹づもりだった。

　昇しよう降こう口にカメラがあるのは知っていた。だから、カメラに映らずに忍び込むために、帰り際ぎわに一階の窓を一つ開けておいた。手慣れたように、彼女はそこから学校に侵しん入にゆうした。

　誰だれかに見つからないよう、細心の注意を払はらって九組に向かう。鍵かぎのかかった九組のドアをノックし、中にいる誰かに語りかける。

「……いるのはわかっているのです。出てくるのですよ」

　ノックをしていない方の手で、ピンクローターをぐるぐると回す。それは、肉にく弾だん戦が得意でない彼女が唯ゆい一いつ使用できる武器──鋼鉄製のピンクローターだった。彼女はそれを某ぼう少年漫まん画がにちなんで、「コックサッカー・ヴォレイ」と名付けている。

　しばらく待ったが、返事がない。しびれを切らしたように、赤塚宵美はもう一度ノックをした。

　そして、ある言葉を口にした。

「恭きよう野のは淫いん乱らん」

　その挑ちよう発はつに、効果があったのかもしれない。

　間もなくドアが開き──拘束衣でこそないが、無数のベルトで体をがんじ搦がらめにした、奇きっ怪かいな格好をした女性がやってきた。

「ゴロズ……、ゴロズ……」

　狙ねらい通りだ──と宵美は思った。宵美は、伊藤真実と恭野を輪りん○する話をしていた時に、最も大きな殺気を感じていたのだ。そこから、教きよう壇だんの下の誰かは、恭野と関かかわりがあるのではないかと推理していたのだ。どういう繫つながりかは、宵美にもわからなかったが。

　だが──少し挑発が効きすぎたらしい。女の全身は黒い殺気で満ちている。話し合うことは不可能そうだ。

　まずはイカせて動きを止めるか。

　宵美ほどの人間であれば、見ただけで相手の強さがわかる。

　目の前の女は強い。だが長年、胡桃くるみ沢ざわ家でしっかりとした性教育を受けている自分からすれば、勝てない相手ではないと思った。

　もしも、赤塚宵美に誤算があったとすれば──その「驕おごり」と、

　ある「可能性」を考こう慮りよしなかったことだろう。

　間もなく空想上のゴングの音が鳴り──死し闘とうが始まった。




　　　　＊




　立ってみると、その巨きよ大だいさがよくわかる──

　天てん井じように頭がくっつきそうな程ほどの巨きよ体たいだ。ジャンプをせずに、バスケットゴールにダンクが出来そうなほどだった。ひょろりとしているようにも見えるが、相手は一時的に筋肉を、ステロイドを投とう与よしたように肥大化させる技わざを持っている。どういう原理だろう。びっくり人間コンテストにでも出るつもりだろうか。

　女がゆらゆらと揺ゆれるたびに、彼女の長い髪もふわふわと揺らめいた。

　破けた拘こう束そく衣からは、ボロ布のようなキャミソールが覗のぞいている。場合によってはサービスショットだが、全然嬉うれしくないな……。

　どうして俺が、こんなモンスター級の生徒と対峙しなければならないのだろう。これが教師の仕事なんだろうか。絶対に業務外労働だと思うんだが……。

　一応、俺が教師で、相手が生徒だと思えば業務内のような気もするが……、でもこんな生徒、金きん○先生だって逃にげるよな。こいつは腐くさったミカンじゃないけど、皮ひ膚ふが腐ってる系のモンスターにも、引けを取らないレベルの戦闘力を持ってそうだし。

「ズヴヴヴヴ……、バ[image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　女は大きく深呼吸をしている。

「コレハ……、怒いかリヲ抑おさエル呼吸……、ズヴヴヴヴ……、バ[image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　その呼吸──殺気がこもりすぎていて、ソ連軍の究極の呼吸法、システマ・ブリージングとしか思えないが……。

　三十秒ほど呼吸をすると、ようやく怒りが落ち着いたらしく、女は言った。

「イドヴ……、マナミ…………」

　非常に聞き取りづらい声だ。女子高生にしては低音が強すぎる。

「アダジニ……、ナニガヨヴガ……」

　さて──どうしよう。

　逃げ出したいような気分だが、目の前の女は宵美ちゃんイカせの重要参考人なのだ。バトル漫画っぽい奴やつが出てきたからといって、逃げるわけにはいかない。

「……宵美ちゃんをイカせたのはお前か？」

　俺は聞こえやすいように、一語一語をゆっくりと発音する。

「ヨイミ……？」

「ああ、赤塚宵美だ」

「……ア、[image: ]ガヅガ……。[image: ]ガヅガッ！　ググ……、グググ……」

　苦しんでいるのかと思ったが、そうではなかった。女は笑っているのだ。

　歪ゆがんだ笑い声が終わると──女は嘲あざけるように言った。

「アダジガ……、[image: ]ガセダ……、[image: ]ガヅガ……、ググググ……」

　……！

　やはり、この女が宵美ちゃんを……！

　くそ──冷静にならなきゃいけない場面だが、頭に血が上るぜ。

「──なぜだ？　どうして宵美ちゃんを……」

「ナ……、ゼ……」

　女は途と切ぎれ途切れに声を出す。まるで壊こわれたビデオデッキみたいだった。

「ナ……、ナゼ…………？」

　何かを考えているようでもあったし、あるいは何も考えていないようでもあった。ともかく理由だとか、そういうことを言語化するのは彼女には難しいらしかった。

　さて、どうする？

　犯人の自白によって──事件は終しゆう了りよう？　後はこいつをしょっぴいて、全すべては終わり？　まあ、しょっぴくと一言で言ってもそれなりに大変そうだが、胡桃沢家の人たちに協力してもらえば、不可能なことでもないだろう。

　教室のドアは開いている。逃とう走そうルートを確かく認にんしながら、彼女に追加の質問をする。

「そうだ。お前……知り合いとかいるか？」

「ジリ……、[image: ]イ……？」

　本人が元気すぎるので忘れそうになるが……、この女は教壇の下で監かん禁きんされていたのだ。自分で自分に鎖くさりを巻いたり、拘束衣を着たりすることが出来るとは思えないし、誰かがやったと考えるのが自然だった。こいつの知り合いがいるのだ。

　監禁された時間としては──今日の朝くらいだろうか？　あんまり長いと死んじゃうだろうし、誰かがこっそり世話をしていたとしても、宵美ちゃんを撃げき退たいして、部屋を密室にした時には、自由に身動きが取れていないとおかしいので、少なくとも昨日の昼以降ということになる。

「ジリ……[image: ]……」

　女が悩なやんでいるので、俺は「知り合い」の例を出すことにする。

「例えば──そうだな。九組には恭野っていう奴がいるんだが、そいつくらいはお前を知っていたりはしないのか？」

　言いながら思ったが──学級委員である恭野のことだ。彼女ならば本当に、教壇の下に怪あやしげな女の子が潜ひそんでいることを知っていてもおかしくない。さすがに鎖を巻いたのは恭野ではないだろうけど。

　だが──その言葉にだけ、女は露ろ骨こつに大きな反応をした。

「ギョーノッ!?」

　どこか不ふ穏おんな反応だった。「恭野」という言葉によって、女の心の中にある、閉とざされた部屋の鍵を開けてしまったような感覚があった。ゲームで喩たとえるならばフラグが立ったような感じだ。断じて、恋れん愛あいゲームではないことを願いたいが……。

「あ、ああ……恭野」俺は気け圧おされながらも答えた。

「ギョーノッ……！」

　なんとなく、嫌いやな予感がした。女が、キスを出来るほどの距きよ離りまで接近して──

　そして、その後に起こったことは、色んな意味で俺の予想を超こえていた。

　気がつくと、目の前に床ゆかがあった。

　その後に、肩かたがひしゃげて潰つぶれるような強い痛みが追ってきた。

　い、痛ぁ……。

　背中にも痛みがあった。どうやら背中も打ったらしい。だが肩の痛みの方が遥はるかに強きよう烈れつだった。どうやら女の打だ撃げきを、肩に食くらったのだと遅おくれて理解した。痛みのあまり記き憶おくが断だん裂れつしていて、自分の身に起きた出来事がハッキリと把は握あく出来ない。

　俺は、何をされたんだ……？

　女は顔中に血管を浮うかせながら、右みぎ腕うでの筋肉をグロテスクに収縮させている。

「恭野様ヲ……、呼び捨てニズル[image: ]……」

　やべえ、怒おこってる……。

　そうか、俺は殴なぐられたのか。よくわからないけれど、目の前の女はキレていて──

　女は俺を踏ふみつけようとする。俺は、なけなしの反射神経で女の攻こう撃げきを避さける。すると、女の一いち撃げきを受けて教室のタイルが破損し、辺りにタイルが散らばった。

　身長二メートル近い女の、急降下爆ばく撃げきのような足あし技わざだ。そりゃあ破損するのも納なつ得とくがいくが、あんなものを体で食らっていたら、俺はどうなっていたんだ……？

　まずい、オーソドックスにバイオレンスな事態だ。こんなの、教師生活でも体験したことがねえ。

「お、お前……、恭野とどういう関係だ？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]──ッ!!　マダ……、呼び捨てニジダ……」

「恭野様！　恭野大明神！」

　折せつ角かく言い直したのに、女は闘とう争そう心を昂たかぶらせたままだった。

　どうやら反省の心が見せられなかったらしい。女は右腕を振ふりかぶった。

「恭野様ハ──、我ガ神……」

　神──？

　視界が二秒ほど、真っ暗になる。

　遅れて痛み。気がつけば、俺は先ほどの位置から二メートルほど離はなれた位置に寝ね転ころがっていた。キレる十代ってレベルじゃねえ……。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]──ッ！」女は絶ぜつ叫きようする。

　これ、マジで死ぬ奴じゃね？

　助けを呼ぼうかと思ったが──校舎にはほとんど人がいない。

　そうか、俺は、童どう貞ていのまま死ぬのか……。

　せめて、天国がフリーセックスで、二次元キャラともヤりまくれる場所でありますように──長なが門と有ゆ○と、消失に出てくる長なが○有ゆ希きと、３Ｐ出来ますように──と思っていると、仕上げとばかりに女は凶きよう悪あくな獲え物ものを持ってきた。

　エンジン付きの、巨大な銀色の凶きよう器き──

　チェーンソーだった。

　いやいや……。

　それは学園コメディの武器じゃないですよ……。

　女はチェーンソーを振り上げながら、呪じゆ術じゆつのような言葉を吐はき出した。

「ゴノ命ヲ……、恭野様ニ捧ささゲル……」

　それ、貰もらっても困る奴……。結けつ婚こん式の引き出物と同じ……。

　──ヤバい、殺される──

　俺は何も出来ずに、チェーンソーのきらめきを見つめていた。

　銀色の刃やいばが俺を切り刻もうとする──

　その時だった。




　ピンク色の閃せん光こうが──目の前を横切った。




　閃光に見えたそれは──バイブだった。

　廊ろう下かから飛んできた筒つつ状じよう物体は、チェーンソーの刃と衝しよう突とつし、派手に火花を散らした。

　バイブの衝突によって女はバランスを崩くずし、膝ひざを突ついた。返す刀で、二本目のバイブが女の肩に突き刺ささる。女は唸うなり声を上げて武器を落とした。

「やあああああああ──ッ！」

　九組の中へとバイブを投げ込んだ少女は、勇ゆう敢かんにも女の前に打って出た。

　そこにいたのは胡桃沢朝あさ日ひだった。

　なぜここに──

　俺が状じよう況きようを理解する前に──少女は鋭するどいバイブの一ひと振ふりを放った。だが、女もチェーンソーをギリギリで拾い、柄えの部分で攻撃をガードしていた。

「ちぇっ」

　胡桃沢が小さく舌打ちをする。すると女は筋肉を肥大化させ、巨きよ大だいなチェーンソーを、まるで軽い物でも振り回すかのように、ぐるりと打ち振るった。

　乱雑にスイングしたそれは、教室の椅い子すを一つひしゃげさせ、誰だれかの机を転がし、最後に天板に食い込んだ。

　な、なんつー馬ば鹿か力ぢから！

「胡桃沢。深追いするな！　バイブでチェーンソーと戦うなんて──無む茶ちやだッ！」

　バイブは所しよ詮せん、ちゃちな二、三十センチほどの筒状物体でしかない。こんなものでチェーンソーと戦っても、せいぜいバイブごと体が真っ二つになるのがオチだ！

　だが胡桃沢は、俺の言葉を挑ちよう発はつと受け取ったらしく、くすりと笑った。

「せんせー。私を誰だと思ってるの？」

「胡桃沢ァ──ッ！」

「グガ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　女は力ちから一いつ杯ぱい、チェーンソーを振り回した。その一撃は──天てん井じようの電灯を叩たたき割り、中の水銀を撒まき散らしながら、胡桃沢に打ち落とされた。

　人間が一人、縦方向に二分割されそうなその一撃を──胡桃沢は。

　バイブで受け止めた。

「ガ[image: ]ッ!?」

　女は狼ろう狽ばいの声を漏もらす。バイブの細かな振しん動どうによる衝しよう撃げき吸収効果が──荒あらぶるチェーンソーの勢いを殺している！

　神かみ業わざ──いや、神バイブ業か。

　胡桃沢はバイブのコンセントを引っ張ると、ヌンチャクのようにバイブを操あやつり、女の股こ間かんを強打した。

「ヘ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]♡♡♡♡♡」

「効いてるぞ！」

「よーし、このままイカせて──」

　だが──女は胡桃沢のバイブをキャッチすると、力任せにグイッと引っ張った。

「きゃっ」

　胡桃沢はコンセント越ごしに、カウボーイのロープのように振り回され、九組の壁かべへと叩きつけられた。

「あぁっ！」

　まともにぶつかったら骨折必至、重じゆう症しよう確実の一撃だったが──間かん一いつ髪ぱつのところで、胡桃沢はもう片方の手に持っていたバイブをクッションにしていた。ここでも、バイブの吸収効果が役に立ったわけだ。

　だが、一歩間ま違ちがえたら胡桃沢は──

「中々やるね」

　胡桃沢は口の中を切ったらしく、ペッと床に血を吐いた。女はバイブの一撃が効いたらしく、股間を押さえてうずくまっている。

　バイブvsチェーンソーの戦いは──互ご角かくか。

　だが──この戦いはあまりにバイオレンス過ぎる！

「せんせー、私がいなきゃ危なかったんじゃないの？」胡桃沢はバイブをくるくると回しながら、得意げに言った。

「お前を巻き込むほどのことでもないと思って、一人で確かく認にんをしに来たんだが……」まさか、こんな十三日の金曜日な事態になるとは思わなかった。

「勝手に死なれたら、そっちの方が迷めい惑わくだよ」

「すまんな。もう、お前には足を向けて寝ねれねーよ」

「もう、お前の足コキでしかイケねーよ？」

「そんな邪じや悪あくなことは言ってない！」

　こいつの耳は、エロいことしか聞こえないように出来てるのだろうか……？　まあ、こんな修しゆ羅ら場ばにおいても、ユーモアを忘れないのはある意味すごいが……。

「こいつ、灘なだだよね」胡桃沢は、チェーンソーを持った怪かい物ぶつを睨にらみながら言う。

「知っているのか、胡桃沢」

「入学式で、一度見たきりだけどね。それ以来は、顔を見たこともないよ」

　そう言えば、生徒の名めい簿ぼに載のっていた気がするな。確かフルネームは──

　灘慈いつ久く。

　名前からだと男か女かもわからなかったが、まさかこんなサイコな人物だとは……。

　灘は股間のむず痒がゆさが一段落したらしく、充じゆう血けつした瞳ひとみで俺たちを睨んだ。もう一度チェーンソーを振り上げると、威い嚇かくするようにブルルンとエンジン音を鳴らす。

　やはり──このまま戦い続けるわけにはいかない。

「……逃にげよう、胡桃沢」

　そう提案する。俺だけが危険な戦いをするのならともかく、教え子を巻き込むわけにはいかない。

「……そうだね」

　胡桃沢はうなずく。もしかすると、既すでに目の前の怪物が、宵美ちゃんをイカせた重要参考人だということを察しているのかもしれない。渋しぶ々しぶといった様子だった。

　胡桃沢はじりじりと後ずさると、名残なごり惜おしそうに言った。

「絶対にあいつ──宵美の前で懺ざん悔げのオ○ニーをさせてやる」

　人前でオ○ニーをしたら、それは逆に失礼なのではないか──とも思ったが、それが胡桃沢家なりの反省の表現なのかもしれない。

「本当に反省しているなら、どんな場所でもオ○ニーが出来るはず。たとえそれが……、肉を焦こがし、骨を焼く、鉄板の上でも」

　どこの賭と博ばく黙もく示し録ろく？

　胡桃沢の手を引いて──部屋を出ようとした、その時。

「……うっ」

　小さく喘あえいで──胡桃沢は倒たおれ伏ふした。

　しまった、灘か？　いや、灘は教室の奥で息を整えている。むしろ、急に胡桃沢が倒れたことに、一番驚おどろいているのは灘自身だった。

　じゃあ──誰だ？

　胡桃沢の方を見ると──彼女の首筋には、細い針のようなものが刺さっていた。

　なんだこれ。

　混乱しながらも──俺は一つの可能性を考こう慮りよしていなかったことに思い至った。

　それは、伏ふく兵へいの可能性だった。




　　　　＊




　時刻は、七月四日の夜に巻き戻もどる。

　赤塚宵美は──灘慈久を圧あつ倒とうしていた。

　最初こそ、灘が独特の言語体系を持っているせいで、アクメワードが思ったよりも効かずに戸と惑まどった。しかし、動物性愛ケモナーである宵美はすぐに対応し、彼女に合わせた淫いん語ごを言えるようになった。

「『不死身ニ[image: ]ッデ、プレス機ニ潰つぶザ[image: ][image: ]』──ッ!!」

　宵美はダミ声で叫さけぶ。舌を嚙かみそうだった。

「ンヴォ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]────♡♡♡♡♡♡♡♡」

　自分がプレス機に潰される所を想像した灘は、あられもなく絶頂した。

　宵美はコックサッカー・ヴォレイをぐるりと回す。少々手て荒あらなやり方だったが──後はこいつを、この女の股間にブチかましてやればジ・エンドだった。

「これで終わりなのです──ッ！」

　だがそこで、宵美にとって予想外の出来事が起こった。

　彼女が考えることを怠おこたっていた可能性──

　伏兵が──九組にやってきたのだ。

　教室を訪おとずれた少女は、宵美に囁ささやいた。




「『伊藤真実のペット』」




　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん──宵美の体に異変が訪れた。

　伊藤真実のペットになった自分が、脳のう裏りに浮うかぶ──ッ！

　二人で行く公園──猫ねこ耳と尻尾しつぽを付けられて、一糸もまとっていない宵美──

　そして始まる、究極のじらしプレイ『フリスビー』──

　本当はお仕置きが欲しいのに、ただただ、全ぜん裸らのまま公園でフリスビーをさせられ続ける自分を想像し、妙みように寒々しい気分になった宵美は──

「寸止めなのでしゅううう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡　ふわあああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡」

　為なす術すべもなく──絶頂した。

　なんだ──この女は。

　ボクと同じ技わざを使うなんて、一体誰なんだ。

　自分がこの技を使えるようになるには、相当の鍛たん錬れんを要した。言葉で人をイカせるには、フレーズだけではなく言い方も同じくらい大切なのだ。それは、おっさんの淫語が多くの女性にとって気持ちが悪いだけなことを思えば理解出来るだろう。自分の淫語は、アルファ波のようにすんなりと脳に入り込む──

　そういう言い方が出来るようになるまで、五年ほどの訓練をした。性せい癖へきという、先天的な才能がある自分でさえ、それくらいかかったのだ。

　なぜその技を、この女は使えるんだ……？

　痙けい攣れんする宵美を、女は標本を作る昆こん虫ちゆう学者のような冷静さで見つめると、追い打ちをかけるように言葉を続けた。




「『伊藤真実の童どう貞てい臭くさい腰こし振ふり』」




　……ッ！

　宵美の脳裏に──どん臭いながらも頑がん張ばって腰を振ろうとする伊藤真実の姿が浮かぶ。

　ご主人様っぽく振る舞まおうとするも、その時だけは自分の手を借りざるを得ない──

　そんな彼を想像して──

「可愛かわいいのでしゅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡　んはぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡」

　やはり大ダメージを食くらい、嬉うれションしてしまった。

　……って。

「な……なにをしゅるのでしゅう……♡　ひぎい…………♡」

　宵美はイきながらも──女を睨みつける。自分はもう大きなダメージを負っていて、こいつに勝つことは出来ないだろう。ならば──せめて痛み分けに。最後の理性を振り絞しぼって──宵美は目の前の女に言葉を投げつけた。

「『飼育』……ッ！　『軍隊の行列』……ッ！」

　性癖を読み取り──女がイきそうな言葉を投げつける。

「くす……」

　だが、目の前の女は微び動どうだにしない。宵美の攻こう撃げきを受けても微び笑しようするだけだった。

　なぜだ──？

　月明かりに照らされる女の耳元を見て──宵美は言葉を失った。

　女の耳には、補ほ聴ちよう器きのようなものが入っていた。

　この女──まさか。

「……これは、周囲の音の音程を一オクターブほど低くして私の耳に伝える機械です」女は、手の込んだいたずらを明かすように言う。「赤塚さんの性癖は、言い方がとても大切ですよね。だから、エフェクトをかけて別人の声のようにしてやれば、効果が半減するんです。言葉を聞いても、せいぜい少しむず痒いくらいですよ」

「……ッ！」

　嗜虐的に笑いながら、女は次の言葉を浴びせた。

「『伊藤真実（ショタ）』」

「ああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡」

　女のアクメワードを三つも食らった宵美は、ついに教室の床ゆかに倒れ伏した。

　月明かりを浴びて、幻げん想そう的に浮かび上がる彼女は──

　清純学苑の制服をぴったりと着て、黒くろ蜜みつのショートカットをした、清せい楚そ系委員長。

　そう、その名は──




　　　　＊




「恭野……」

　俺は教室に訪れた、十六才の少女の名前を告げた。

　恭野は手元に拳けん銃じゆうのようなものを持っていた。どうやらそれが、胡桃沢の動きを止めたものらしい。フィクションの世界でしか見たことがないが、麻ま酔すい銃じゆうかもしれない。

「……ネズミは二匹ひきですか」

　恭野はそう言うと、指を鳴らした。

　すると、恭野の背後から六人の男女が現れた。

　そのうち四人は、白のシャツに黒のベストとネクタイを付けた大人の男だった。次の一人は汚よごれた衣服を着た路上生活者だった。最後の一人は背が低い、ヘッドフォンを付けたメイドだ。年ねん齢れいは恭野と同じくらいに見える。

「行きなさい」

　有う無むを言わせぬ口調で、恭野が言う。

　六人の男女が、じりじりと足を引きずりながら近づいてきた。俺はその六人に強い違い和わ感かんを覚えた。歩き方も変だが、それ以上に目が変だ。まぶたは半分閉じかけているし、黒目には何の感情も宿っていない。ただ遠くを見ていて、瞳は惑わく星せいのように澄すんでいる。

　俺はうろたえながら後ずさりをする。だが教室は狭せまい。あっという間に、教室の窓の所にまで追い込まれてしまった。

「あ、あの……。これはどういう状じよう況きようでしょうか？」

　思わず敬語を使ってしまった俺に、恭野が言う。

「エーリッヒ・フロムの本を読んだことはありますか？」

　なんの話をしているのかがわからず、俺は身を強こわ張ばらせる。

[image: ]

「人間の根本には、権力に従いたいという欲よつ求きゆうがあるそうです。服従欲よく──私は彼らの、その性癖を刺し激げきしてあげただけです。今の彼らは、私の言うことを聞く幸福なお人形です。仮に人を殺したって、夢から醒さめることはないでしょうね」

　恐おそろしいことを言っているが、恭野の表情はまるで変わらなかった。だが、それゆえにゾンビ化した男女よりも──ある意味では、ずっと怖こわかった。

　なんだか、悪い夢を見ているような気分だった。目の前にいる少女は、本当に恭野なんだろうか？　まるで恭野そっくりの見た目をした別人のようだった。

「……灘」

　恭野が棘とげを含ふくんだ言葉を教室の奥へと投げた。すると巨きよ体たいの怪かい物ぶつが、怯おびえるように身をすくませた。

「こんな騒さわぎを起こして……。お前は、後でお仕置きですからね」

　恭野の叱しつ責せきに、灘はおろおろするばかりだ。それから彼女はこちらに向き直った。

「……先生、三ヶ月の付き合いなので、よくわかっているとは思うのですが、私は暴力が嫌きらいなんです」淡たん々たんと、恭野は告げた。「ただ、先生の出方によっては、残念ながら振るわざるを得なくなることもあります。だから、出来れば私の条件に、素す直なおに従って欲しい」

　俺は言葉を失ったまま、九組の学級委員長を見つめるだけだった。

　それを肯こう定ていと取ったらしく、恭野は俺に言う。

「私と一いつ緒しよに、今からある場所に来て下さい」

　……まさか、行くだけではないだろう。

　それだけで終わるとは思えない。行った先で何かをするつもりだ。

　逃にげることは出来ないだろうか──と、俺は考えた。

　目の前には、武器こそ持っていないが何をするかわからない六人組がいる。その奥にはチェーンソーを持った灘がいる。逃げるとすれば窓だが、彼らを出し抜ぬいて開けられるとは思えないし、開けられた所でここは五階である。

　それに──仮に逃げられたとしても、胡桃沢が教室の片かた隅すみで眠ねむり込んでいて、ほとんど人ひと質じちのような状態になっている。胡桃沢を置いて逃げるわけにもいかない。

　堂どう々どう巡めぐりに落ち込んでいる俺に、恭野は予言的に言う。

「吞のみますよ」

　少し、飽あき飽きしたようなトーンで、

「先生は吞みます。胡桃沢さんを置いて逃げられないでしょう？」




　人形たち、それから人形に抱かかえ上げられた胡桃沢と一緒に教室を出る。人形のうち二人は学校に残った。どうやら教室の掃そう除じをしていくらしい。

　監かん視しカメラに映らないように、窓から学校を出て、塀へいを越こえた。しばらく坂を下りたところに大型のバンが停とめてあり、俺たちはそれに乗ることになった。

　バンには草書体で『清せい純じゆん神しん郷きよう』と書かれていた。確か、清せい純じゆん駅前にある高級ホテルの名前だったか。よく見れば、男の人形たちのベストにも同じ名前が刻まれている。ホテルマンっぽい見た目だとは思っていたが、まさか本当にホテルマンだったとは。

　バンが発進する。

　俺は後部座席に座っていて、恭野は助手席に座っている。

　恭野に聞きたいことはたくさんあった。灘とはどういう関係なのか、この六人とはどういう関係なのか、どこに向かっているのか、何をしようとしているのか。

　だが、どの質問も上手うまく言葉になってくれなかった。

　どういうふうに話せばいいのか、自然な話し方を忘れてしまったみたいだ。

　ただ──俺は、胡桃沢と風ふ呂ろ場ばで話した内容を思い出していた。


　なぜ、恭野は九組に来たのだろう。まるで、鍵かぎがかかっていることなんて関係がないみたいだったが。



　疑問の答えは──今となっては明白だった。

　彼女は灘と知り合いだった。言い換かえるなら、彼女は九組の鍵を開けることが出来た。だから鍵がかかっていても問題がなかった。もしも四月二十日にも灘が教きよう壇だんの下にいたとしたら、中にいる灘に連れん絡らくして、鍵を開けて貰もらえば良かったのだから。

　バンが停まる。ようやく一つだけ言葉になって、俺は恭野に聞いた。

「──宵美ちゃんをイカせたのは、恭野なのか？」

　恭野はこくりとうなずいた。さりげない肯定だった。

「……そうか」俺の声は小さくて、バンの自動ドアの開閉音にかき消されてしまった。

　俺たちは、「清純神郷」の地下駐ちゆう車しや場にいた。




　　　　＊




　駐車場から、ホテルへと直通しているエレベーターに乗った。

　高級ホテルとは言っても、清純神郷は俺が生まれる前からあるホテルだ。設備は古く、エレベーターだって、動くたびにガタガタと揺ゆれた。

　エレベーターの四階で、ホテルマンの三人、そして彼らの抱える胡桃沢とは別れ──俺は恭野とメイドとの三人きりになる。

　七階で降りる。恭野はその階の七〇一号室に俺を案内する。七〇一号室のドアノブには『Do Not Disturb』──要するに、「入らないで下さい」という意味の札がついている。これが意味することは、今からこの部屋の中で何があっても、ホテルの人は助けに来てくれないということだった。

　メイドが部屋の鍵を開け、中に入る。

　すると、そこにはホテルに似つかわしくない、ある感覚があった。

　それは──生活感だった。

　机の上には学校のプリントが重ねて置いてある。ブックスタンドには、学校の教科書が整せい頓とんされて並んでいる。部屋と広ひろ縁えんの間の仕切りには学校の制服が干されていて、その下にはアイロン台が置いてある。小型の掃そう除じ機きが壁かべに立てかけてあるのが、恭野の几き帳ちよう面めんな性格を感じさせた。

　恭野は、ここで生活している。

　家庭訪問で行った──あの家じゃない。

　噓うそをつかれたのだ──と思っていると、恭野が言った。

「淵ふかし。椅い子すを」

　淵と呼ばれたメイドは、広縁から木製の椅子を持ってきて、俺の隣となりに置いた。

「座って下さい」

　恭野が言う。命令されるがままに俺はそこに座る。間もなくメイドが手て錠じようを持ってきて、俺の両手と椅子のひじ掛かけをくくりつけてしまった。

　ストレートな監かん禁きんだった。動けなくなった俺を前にして、恭野はさらりと服を脱ぬいだ。

「ちょっ……」

　動どう揺ようしている俺の前で、恭野の透すき通るような肌はだ色いろの体が明らかになった。なんというか犯罪的に綺き麗れいな裸はだかだった。イタリア辺りの教会に行って、天てん井じようから吊つるされている荘そう厳ごんな絵画を見れば、こんな気持ちになるのかもしれない。ブラジャーとパンツはミント色で、ギャザーが付いて雲のようにふわふわとしていた。背中には純白の羽をあしらったような意い匠しようがある。天使のような恭野にはぴったりだと俺は思ってしまった、

　恭野は見られていることも気にせずに、事務的にルームウェアとショートパンツを着ると、着き替がえで乱れた髪かみの毛を直して俺に言った。

「……さて」

　なにかのスイッチを入れ直したような「さて」だった。冬の日みたいにひんやりとした声こわ色いろだった。

「先生は、私の秘密を知ってしまいました。私が宵美ちゃんを襲おそったことを知りましたし、灘との繫つながりも知ってしまった。だから、私は先生を壊こわさなきゃいけないんです。壊して──新しく作り替かえる」

　……壊す？

　物ぶつ騒そうな単語だが、目的語は俺？　俺を壊して作り替える？

「それって──どういうことだ」

　恭野は博物館の入り口にある道案内用ロボットのような、淡々としたトーンで続けた。

「言葉通りの意味です。具体的には人格を司つかさどる前頭葉と、記き憶おくを司る側頭葉を壊すことになります」恭野は頭の右上で、人差し指をくるくると回した。クリームをかき回すための、ハンドミキサーを使っているようなイメージだった。「前者には、私好みの人格を入れ込みます。そうですね、少し『都合のいい人』になってもらおうかな、と思っています。それと──私の秘密を知っているわけですから、後者の修正は必ひつ須すですね」

　恭野の口調はゆったりとしているが、その言葉は俺の心を乱れさせた。

「……そんなことが出来るのか？」

「先生は既すでに、成功例を見ているはずですよ」

　恭野は隣に立っているメイドを見やった。

　メイドは虚うつろな目で虚こ空くうを見つめていた。人間と呼ぶよりも人間そっくりのアンドロイドと言った方が近い気がした。どうやら彼女も、恭野によって何かをされたらしい。

　俺は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「安心して下さい。痛いことはしません。方法としては、先生自身が『変わりたい』と思えるように、先生自身の欲よく望ぼうを刺激してあげるんです。『獲かく得とく欲よく』二ミリグラム、『秩ちつ序じよ欲よく』一ミリグラム、『優ゆう越えつ欲よく』三ミリグラムというふうにね。コックさんがスープを作るのと同じです。正しい塩あん梅ばいにしてやれば、作りたい味が出来る」

　メイドのおぼろげな黒目を見ていると、不安がかき立てられた。死んだ魚のような目だった。俺もまた、こんな目で生きる人間になるのだろうか？

「……そんなことが許されるのか」

　思わず、語気が強くなった。恭野は釣つられるように少しだけ音量を上げて、

「許されるも何も──私はその人の中に、元々あった欲望を刺激してあげているだけです。つまりは、別の可能性を開いてあげているだけです。パラレルワールドにいる別の先生を、コピー＆ペーストするようなものです。快楽物質の供給量を増やすことも出来ますから、どちらかと言えば先生は幸せになれるはずです」

「それは──」

　恭野は俺の言葉を待っている。俺はわずかな決心と共に、言いかけた言葉を口にした。

「恭野の性せい癖へきを使って、やっているのか？」

　俺の言葉を聞いて、恭野は二、三度まばたきをした。

　どうしても──この疑問だけは解決しなければならないと思った。

「俺は恭野の性癖が知りたい。ずっと、そう思ってた。今までだって、調べるとまでは言わないんだが、それに近い行こう為いもしていた」

　俺の発言に、恭野は特に驚おどろいたり、怯おびえもしなかった。

「──いいですよ。秘密を知りたいと願うのは、人間の根本的な欲よつ求きゆうですからね」

　恭野は包ほう括かつ的なことを言って納なつ得とくする。

「最初は、恭野は被オー写タゴニ体スト性愛フイリアなのかと思った。けれども、家庭科室で恭野の写真を撮とった所、そういうわけでもなさそうだった。次に、近親性愛インセストだと思ったんだが、もっと強い性癖があるように思った。密室トリックに関係する性癖かとも思ったが、わかったのは灘の性癖だけだった」

「……」

「他ほかにも、色んな性癖を恭野に当てはめてみた。学がく苑えん長ちようから性癖を一覧にしたプリントを貰ったんだが──」そう言って恭野を見る。彼女は身じろぎ一つしないので、ひょっとするとプリントの存在自体を知っていたのかもしれない。「性癖を一つ一つはめ込んでみても、しっくりと来るものはなかった。そんな中で、俺の中にある疑問が生まれた」

「どんな疑問でしょう」

「果たして──性癖って本当に一人一つなのか？」

「……くすくす、くすくす」

　恭野はいたずら好きの妖よう精せいみたいに笑った。肯こう定ていとも否定とも取れない反応だ。しかし、自分が少しずつ真実に近づいている感覚はあった。

「恭野は、性癖を二つ以上持っている。だからこそ、俺は今まで真実にたどり着くことが出来なかったんだ」

　恭野は透とう明めいな瞳ひとみで俺を見ていた。妙みような話だが──その目は逆に、俺が性癖を言い当てるのを期待しているようにも見えた。

「それで──私の性癖はなんでしょう？」

　司会者のように恭野は聞いた。

「性癖は……」

　そこまでで、俺の言葉は途と切ぎれた。ここから先は人に言うことも出来ないような、陳ちん腐ぷな妄もう想そう程度のものしか思いつかなかったからだ。

「わからなかった──ということでいいですかね？」

　黙だまったまま、俺は首を縦に振ふる。

「正直ですね。偉えらいです」恭野はなぜだか俺を褒ほめた。「先生のことはこれから、跡あと形かたもないくらいに壊してしまうので、最後に私の性癖くらいは教えてあげましょう」

　そして恭野は、自らの性癖を言った。

　一つ一つ──丁てい寧ねいに口にする。

「私の性癖は、近親性愛インセスト──猥語性愛ナレートフイリア──食人症カニバリズム──」

　近親性愛インセストが入っている。俺も、完全に間ま違ちがっていたわけではないらしい。

「露出狂フラツシヤー──加虐性愛サデイズム──自然災害性愛シンフオロフイリア──」

　……？

　なんか、多くないか？

　教育テレビの数え歌を歌うように、恭野は続ける。

「盗撮魔ピーピングトム──火炎性愛パイロフイリア──色情狂ニンフオマニアツク──処女性愛デフロランテイズム──被虐性愛マゾヒズム──幼児オート衣装ネピオ性愛フイリア──」

　恭野はどこか破は滅めつ的な笑えみを浮うかべている。

　おいおい。彼女は一体、どれだけの特とく殊しゆ性せい癖へきを持っているんだ？

「刺青ステイグマ性愛トフイリア──動物性愛ケモナー──人間犬性愛アミコフイリア──エトセトラエトセトラ……くすくす」

　恭野は、大きな失敗を犯おかした人間が、それを取り繕つくろうかのようなトーンで笑った。もちろん、恭野は何かに失敗したわけではない。だからその笑い方は、恭野文ふみ香かという存在がこの世界に存在すること、そのものに当てられた笑いのように思えた。

「要するに、この世界に存在するありとあらゆる変態性せい欲よくの全すべてです。全ての欲望、変態性、特殊性癖を集めたもの──それを私はこう呼びます」

　恭野は不敵に笑いながら、俺を見下ろした。




「人間。言うなれば私は人間性愛ヒユーマノフイリア。人間そのもの、欲望そのものが大好きなんです」




　人間性愛ヒユーマノフイリア──

　いつの間にか、俺はものすごい量の汗あせをかいていた。体の汗を拭ふこうとするも、手錠で拘こう束そくされていることに気づいた。身じろぎ一つできなかった。

　異変に気づいたメイドが、俺の額をコットンのタオルで拭ぬぐってくれる。まるで自分が憐あわれな犬になったような、どうにも出来ない無力感を味わった。

「……では、明日あしたから先生の人格の破は壊かいに入ります。私の秘密を忘れさせると共に、先生を、安心して二年九組を任せられるような、素す晴ばらしい先生にしてあげます。怯えなくてもいいですよ。『神を信じるものは、悪い目に遭あわない』。私を神と思ってくれればいいですから」

　そう言って、恭野はホテルのピッチャーから冷水をグラスに注いだ。どうやら話しすぎて喉のどが渇かわいてしまったらしい。

　俺は怯えながらも、目の前で水を飲む少女に言った。

「なあ──もう一つ聞かせて欲しい」

　恭野は目だけをこちらに向けた。一応の興味を示しているようだ。

「宵美ちゃんを消したのも、俺を壊すのと同じ理由なのか？　宵美ちゃんもお前の秘密を知ってしまったから、排はい除じよしようと思ったのか？」

　恭野はグラスを置くと、ハンカチで唇くちびるを拭いた。

「……大まかには、そういうことになります」

　大まか以上の意味がありそうな言い方だったが、それ以上のことはよくわからなかった。

「だったら俺は──俺が知っていることを全て、秘密にしてやる」

　俺の提案に、恭野はなんの反応も示さない。ただ、遠くに存在する天体を見るような目が俺を射い抜ぬいているだけだ。

「灘とのこと、宵美ちゃんとのこと、お前の性癖──全部秘密にしてあげてもいい。お前の秘密を暴あばきたいって奴やつがいたら、一いつ緒しよになって隠かくしてやってもいい」

「……」

「その代わり、俺を壊すというのは止やめてくれ。そして、宵美ちゃんが昏こん睡すい状態から帰ってきたら──もしもその時が来たら──その時は宵美ちゃんに謝って欲しい。胡桃沢にも謝る。それで、今回の件は終わりにしよう」

「……」

　恭野は何も言わない。そのせいで、俺は一人で壁かべに向かって話しているような気分になる。なんとなく孤こ独どくな気分だ。広大な宇宙空間に向かって、誰だれも聞いていない独り言を垂れ流しているような気持ちだ。

「……胡桃沢は本当に怒おこっている。だから、許してくれるかはわからない。ひょっとすると鉄板の上でオ○ニーをさせられるかもしれないが……、俺が頼たのみ込んで、熱々のプールサイドでのオ○ニーくらいにしてやるから──なんなら俺が隣となりで一緒にオ○ニーしてやるから──二人ならオ○ニーの恥はずかしさも減るだろうから──謝って、チャラということにしよう。そうすれば──」

　そこまで言ったところで、恭野の鋭するどい言葉が飛んできた。

「……先生は馬ば鹿かなんですか？」

　俺は何も言えなくなってしまう。平へい淡たんだった彼女の語気が、ほんの一デシベルほど強くなった。

「胡桃沢家のご息女を傷つけたんですよ。簡単に終わるわけがないです。それに──」

　嘲あざけるように、恭野は続けた。

「先生のことを──私が、信じられるとでも思ってるんですか？」

「……!!」

　それは本質的な問いだった。

　恭野は俺を信じられない。

　俺が秘密を守ること──それ自体を疑っているのだ。

「……別に、先生だけが悪いわけじゃないですよ」恭野は添そえた。「でも──全ての人間は変態ですから。ロリコンですから。特殊性癖ですから！　今は秘密を守ると言っていても、解放されたらすぐに誰かに言いたくなりますよ。きっとバラします。そして、私は裏切られます。だから──先生のことを解放することは出来ません」

「いや、だが──俺は」

　恭野は足を大きく上げると、椅い子すに座った俺の股こ間かんをぐっと踏ふみつけた。

「噓うそつき！」

「……うぐっ！」

「ロリコン！」

　恭野は足を持ち上げると、もう一度、俺の股間を足あし蹴げにした。指先とカカトの感かん触しよくが、交こう互ごにぐりぐりと伝わってきた。

「きょ、恭野、何をするんだ……」

　狼ろう狽ばいしている俺に、恭野は嗜虐的な笑みを向けた。

「先生の本ほん性しようを、先生自身に見せてあげようと思ってるんです」

　どこか楽しげな言い方だった。恭野は足の指の先で、軽くビンタをするみたいに俺の下半身をはたいた。電でん撃げきのようなものが体に走った。

「先生が……、最っ低のエロ教師だってことを……」

　恭野の足の指の一本一本が、箒ほうきの先っちょのように、不ふ揃ぞろいな刺し激げきを俺に与あたえていた。スーツ越ごしに、恭野の白い足のひんやりとした温度が俺に伝わる。

　見上げると、ルームウェア姿の恭野が俺を冷れい酷こくに見下ろしていた。

　痛いというか、これは──

「……気持ちいいんじゃないですか？」

「！」

「私の秘密を守ってくれるはずの、せーじつでやさしいはずの伊藤先生が──十六才の足の刺激で、下半身を気持ちよくさせちゃってるんですよね？」

　恭野は生意気にせせら笑った。俺のことを心底、見下しているみたいに。

　我が慢まんしようと思った。だが、身体的な刺激には勝てなかった。

　恭野は、処しよ刑けい執しつ行こう人が罪人に処刑刀を見せつける時のように──俺に白い足を見せた。

　ホテルの淡あわい灯あかりに照らされて、五つの指球が艶つややかな陰いん影えいと共に浮かび上がる。爪つめは丁寧に切り揃そろえられていて、たぶんヤスリか何かを使って長さが揃えられていた。美しい足だった。いや、それは足ではない、恭野だけが持っている特とく殊しゆな体の一パーツのように思えた。

　その指が、手招きをするみたいにカーブして、ゆったりと俺の下半身に触さわる。もっと強く触って欲しいと思うような、絶ぜつ妙みような刺激だった。体の奥底から、じんわりと欲よく望ぼうのようなものがこみ上げる。思わず声を出してしまうが、それはなぜだか、少女の新しい刺激を求めている奴ど隷れいのような声こわ色いろにしかならなかった。

「段々と、大きくなってきましたね」

「うう……」

　俺はうめいた。恭野は勝ち誇ほこったように俺に言った。

「十六才の女の子に、こんなに簡単に固くしてしまって。先生がまともじゃないって証しよう拠こは、ここにあるじゃないですか？」

　恭野は胸を張る。小さな胸が高校生らしいルームウェア越しに強調された。幼い──と、俺は思った。だが俺は今、そんな小さな少女から責め苦を受け、限界を迎むかえそうになっている。

「わかりましたか？」

「な、何が……」

「自分が何の決意もない──一人の変態に過ぎないということ」

　何もかもを見み透すかしたような目で恭野は俺を見る。その目はレントゲン線みたいに、俺の内側まで見み抜ぬいているような気がする。

　駄だ目めだった。俺の股間は、もう言い訳のしようがないくらい大きくなっていった。恭野の足の刺激を受けながら、下着の中がじっとりと温かくなっていった。湿しつ度どが徐じよ々じよに増していく。沼ぬまのように濡ぬれていく。

「先生は病気ですか？　踏まれただけで大きくするなんて」

　恭野は憐れみのこもった目で俺を見ている。精肉になるのが決定している豚ぶたを見るような目だ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ──みんな、病気ですから」

　そう言って、恭野は足の裏の上下運動を始めた。

　血の溜たまった下半身が、恭野の足によって、まるで褒ほう美びを貰もらって喜ぶかのように狂きよう喜き乱らん舞ぶした。

　その膨ぼう張ちようにリズムを合わせるように、恭野が足の裏を動かす。

　ずったん、ずったん、ずったん……と、ビートのようなものを刻んでいる。

　まずい、このままでは──

「イッちゃうんですか？」

　恭野が興奮しているかのように、声を荒あらげてそう言った。

「くすくす……、体が勘かん違ちがいしてるんですね。こんな所に出しても、子供は出来ないのに」

「うああ……」

「『オナンは兄の妻の中に入っていく時、自らの精液を地面にこぼした』──創そう世せい記きでは、子供を残さない、憐れな射精を行ったオナンは、神様に殺されてしまうんです。先生もこのままじゃきっと、神様に殺されちゃいますね」

　俺は恭野の話も聞かずに、刺激に耐たえていた。本当に、もう限界だったのだ。

「ほうら、イって下さい！」

　恭野は語気を強くして、同じくらいの乱暴さで俺の下半身を踏みしだく。

　恭野の美しい足が、何度も何度も俺の汚きたない愚ぐ息そくに触ふれる。

　足踏み式ミシンのように規則的なステップで、俺の股間を刺激し続ける。

「イって！　イって下さいよ！　早く！　十六才の足の刺激だけで、情けない声をあげてイって下さいよ！」

　恭野は興奮に顔を真っ赤にして、禁きん忌きを知っていて犯おかすような喜びで表情を歪ゆがませた。その表情を見ていると、なぜだか興奮が助長されるような気がした。だから、俺は下を向いて刺激に耐えていた。じっと奥歯を嚙かんでいた。

　だが恭野の刺激は、俺の体にダメージを蓄ちく積せきさせていった。

　やがて──少女の足による快楽が、臨界点にまでやってきた。




「……だせえゲス汁じる吐はき出せよ、ペドの変態教師さん」




　恭野が冷ややかな声でそう言うと──

　……ぐっ。

　身体の異変を感じた。

　俺は無言のまま、歯を食いしばった。

　下半身から、静かな快楽がせり上がる。細かな震ふるえが体中に伝わる。もう──言い訳のしようがない状態になっていた。恭野の足の刺激によって──俺は情けないながらも、大量の精液を吐き出してしまっていた。

　俺が射精をしたことに、恭野はしばらく気づいていなかったようだが、やがて足の裏の感触と、スーツが濡れていることから察したみたいだった。恭野は馬鹿にしたように笑って、俺の股間をサッカーのフリーキックみたいに蹴け飛とばすと、勝ちを宣言するかのように言った。

「よくもまあ、生徒を守るだなんて、大層なことが言えましたよね」

　反論のしようもなかった。俺は放心したように息をついた。

　何も言えなくなっている俺に──恭野はもう一度、白い足を伸のばした。

「……はい。これが、今日から先生が従う、生徒様の御お御み足あしです♡」

　そう言って、抵てい抗こうできない俺の口の中に足を入れた。人の足だとは思えない、柔やわらかな感触が口の中に広がった。

　鼻び孔こうに、恭野の匂においがすーっと広がる。恭野の成分によって、体内が作り替かえられているような感覚があった。自分のご主人様が誰かということを、細さい胞ぼう単位で教え込まれているような気がした。

　恭野の足を唾つばでじゃぶじゃぶにすると、恭野は満足したように足を引き抜ぬいて、広ひろ縁えんに置いてあったタオルで足を拭ふいた。

「私の足を食べ物と勘違いしましたか？　……くすくす、豚みたいですね」

　話が終わったのを察したのだろう。やがてメイドが布ふ巾きんを持って、俺のズボンを脱ぬがしにかかった。どうやら恭野によって、ズボンの中の掃そう除じを命じられているらしい。俺は抵抗できずに、されるがままになっていた。

　恭野は汗あせを拭くと、新しいペットを見つけたみたいな目で俺を見た。

「……さーて。今日から私が、先生をちゃーんとしつけてあげますからね」







[image: 第五章]




　四月二十日。

　その夜、恭きよう野のは学校に忍しのび込んだ。監かん視しカメラの位置は把は握あくしているので、手慣れた様子で窓から侵しん入にゆうする。

　目的は、九組に隠かくしていた盗とう聴ちよう器きを回収することだ。学級委員である自分は、九組の全すべてを把握しなければならない。九組の中で、自分が知らない物事はないように──彼女は盗聴行こう為いを、初めて学級委員になった中学二年生の時から続けていた。

　最近も盗聴器のおかげで、非リア三人衆の盗とう撮さつ方法を事前に知り、スクール水着にサポーターを縫ぬい付けることが出来た。盗聴していることがバレるといけなかったので、人に教えることは出来なかったけれど。

　盗聴器を仕し掛かけている場所は、教きよう壇だんの下だ。いざという時のために、灘なだに守らせるためである。彼女にとって灘は、盗聴器の番人だった。

　だが──教室に行くと、予想もしていない出来事が起こっていた。

　教室のドアが開いていて、床ゆかが濡れていて、ＳＭ用のロープが落ちている。

　恭野は考える。また、胡桃くるみ沢ざわさんがＳＭプレイをしたのだろうか。にしては、鍵かぎが開いているのは妙みようだ。鍵が開いているからには、教師の誰だれか──恐おそらく伊い藤とう真まな実みが絡からんでいるに違ちがいない。

　そこまで考えたところで、伊藤真実が現れる。ビンゴ、と彼女は心の中で唱える。

「び、びっくりしました……」恭野はわざとらしく、声を裏返らせる。「先生だったんですね。幽ゆう霊れいかと思いました」

　そうやって、この場は乗り切ろうと思った。

　だがふと──魔まが差すように思った。

　これを機に、この男のことを詳くわしく知っておくのはどうだろうか。この男は今年の新卒だが、教師にしては珍めずらしい性格をしていることだけはわかる。それが良い方向に働くか、悪い方向に働くかは未知数だが、転がしてみるのも悪くない。

　採用面接をするようなつもりで、恭野は言った。





「先生は、特とく殊しゆ性せい癖へき教室のことが好きですか？」
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　伊藤真実は予想以上の働きをしてくれた。伏ふし黒ぐろ祈いの梨りの性せい癖へきを伸ばし、蕎麦そばと不ふ悪あつ句くと土つち之の下したをコントロールし、胡桃沢の家庭の問題を解決した。

　だが──うまく行きすぎて、一つの思いがけない問題が転がり込んだ。

　それは、赤あか塚つか宵よい美みが学校に来るようになったことである。

　引きこもりの生徒が学校に来るようになるのは、学級委員としては望ましいことだ。しかし、出来れば彼女以外の生徒であって欲しかった。というのも彼女は、その性癖によって、見た人の性癖を見抜いてしまうからだ。

　恭野が最も恐れることは、自分の性癖──人間性愛ヒユーマノフイリアを口外されることだ。

　自分が恐ろしい性癖を持っていることが、もしも他ほかの生徒にバレたら、自分の立場が揺ゆらいでしまう。まともを装える自分が学級委員から失しつ脚きやくすることは、九組の崩ほう壊かいをも生みかねない。宵美が誰かに自分の性癖をバラす前に、動かなければならない。

　一応、学がく苑えん長ちようには口止めをした。胡桃沢ハツ経由で宵美に箝かん口こう令れいは敷しいているだろう。これで簡単にはバレないはずだ。だが、これだけでは足りない。

　赤塚宵美は伊藤真実に惚ほれている。箝口令が敷かれているとは言え、惚れた男に質問をされたら、口が滑すべってしまうかもしれない。

　そう思った恭野は細工をした。家庭訪問の日に、清きよ子こに昔付き合っていた伊藤芳よし雄おの話を出してもらったのだ。

　清子と芳雄の関係を強調した上で──


「私のお義父とうさんは、伊藤芳雄さんです」



　自分と芳雄が義理の親子であることをバラし、伊藤真実の家に乗り込んだ。

　一いつ泊ぱく二日の中で、自分が伊藤を慕したっていることを存分にアピールした。一連の行動は伊藤に、自分が近親性愛インセストだとミスリードするためだった。伊藤が自分を近親性愛インセストだと思い込んでしまえば、宵美に自分の性癖を聞くこともないだろう。そうなれば自分の性癖もバレず、彼女は平へい穏おんな日々に戻もどれるはずだった。

　だが、その計画は失敗してしまった。恭野自身には理由はわからなかったが、それは彼女が持っている性癖による歪み、それそのもののせいだったのかもしれない。

　その夜、盗聴器を守っている灘からエマージェンシーコールがあった。

『恭野様……、[image: ]ガヅ……ガ……』

　途と切ぎれ途切れのセリフを聞いていると、彼女は赤塚宵美と交戦しているらしい。

　恭野はため息をついた。自制心の利きかない灘のことだ。きっと挑ちよう発はつか何かに乗って、戦ってしまったのだろう。

　自分を面めん倒どうな目に遭あわせた、灘にお仕置きをしなければ──と思いながらも、拘こう束そく衣と鎖くさりを用意して、恭野は宵美と戦うために、夜の学校へと向かった。

　そして、密室イカせ事件が起こり──今に至る。




　　　　＊




　心を作り替える手法は、洗脳に近かった。

　まずは、自分がどうあがいたって、目の前にいる小さな少女には勝てない、ということを理解させられるのだ。

　夜は拘束衣を着せられた。朝は、死んだ目をしたホテルマンが部屋に朝食を運んできた。当たり前だが、ホテルマンたちは、女子校生が成人男性を飼いながらホテルで生活していることについてはなんの反応もしなかった。

　高級ホテルなだけあって、料理は充じゆう実じつしていた。拘束衣を解かれ、バイキング形式の朝食から、トーストとブロッコリーのサラダとベーコンとスクランブルエッグを選んで口にした。食べ終わると、恭野が手元からメモを取り出して、俺に手て渡わたした。

「はい、プレゼントです」

　そのメモには、『トースト』『ブロッコリーのサラダ』『ベーコン』『スクランブルエッグ』と書かれていた。つまりは、「お前が朝食で食べるものくらい、事前に予想出来る」というメッセージだった。些さ細さいなことだが、マウンティングを取られたような気持ちにもなった。

　昼は教育の時間である。高校二年生の国語の教科書を読まされ、その読解をさせられる。

「『精神的に向上心のないものは、馬ば鹿かだ』、この言葉はどういう意味でしょう、伊藤先生」

　俺は、目の前の少女が求めているらしい言葉を口にする。

「……精神的に向上心のあるものは恭野様であり、恭野様は偉い大だいである、ということです」

「正解です！」

　恭野は教科書を胸むな元もとで抱だきしめながら甲かん高だかい声を出した。なんだか授業参観に来て、息子むすこの活かつ躍やくに喜ぶ親のようだった。その顔だけを見ると可愛かわいいのだが、付き合わされている俺はたまったもんじゃなかった。

　授業が終わると自由時間があった。とりあえず「自由時間」という言葉に安あん堵どする俺。

　だが、持ち物は取り上げられているし、特にすることが──

「先生には、これが必要でしょうからね」

　恭野はそう言って、机の上に箱ティッシュを置いた。

　ティッシュの隣となりには、エロ漫まん画が本ぼんが置かれている。

　──俺はなんだと思われているんだ？

　それからメイドがやってきて、俺の目の前でティッシュを三、四枚取り出すと、丁てい寧ねいに折り畳たたんで机の上に置いた。

　準備万ばん端たんということか……。

「……さすがに、俺はこの状じよう況きようでシコれるほどにハイレベルな変態じゃねーぞ」

「『罪の告白の後にこそ、無実がある』──正直に『催もよおしちゃった』と言えば、私だって考えてやらなくもないですよ？」

　いや、そんな謎なぞの優やさしさを見せられても。

　だが──

　もしも「催した」と言った時、どうなるのかはちょっと気になるな……。

　動物園にいる動物は、暇ひますぎて同じところをぐるぐると回る、という話があるが、監かん禁きんされている俺も同じような気持ちになって、刺し激げきを求めて恭野に言った。

「……じゃあ、『催した』」

「はい、偉えらいです」

　恭野は自分のルームウェアの中に手を入れると──ごそごそと手を動かして、

　それから、ミント色の小さなブラジャーを俺に手渡した。

　手の中のブラジャーからは、恭野の体温がわずかに感じられて……。

「うおッ！　何すんだ！」

「何するって──先生が『催した』って言うからです」

「オカズは欲しがってねぇ！」

　行動が衝しよう撃げき的すぎるだろ！

　俺は──ちょっと名残なごり惜おしかったが──恭野のブラジャーを床に投とう擲てきした。恭野は下着を拾うと、自らの施ほどこしを拒きよ否ひする可哀かわい想そうな貧びん乏ぼう人を見るように言った。

「罪の告白の後にこそ、無実があるのに……、先生の罪は深まるばかりですね」

　そう言って、ルームウェアの中で下着を付け直した。その服の中を少し想像してしまいそうになったが、そんなことをしたら負けだと思ったので、自重した。

　それからも授業は続き、ヘトヘトになった頃ころに夕食になった。

　夕食は、ソーセージ一本だった。

「……おい」

　さすがに、ハードワークと食事の量が釣つり合っていない。不満を示すように口に出すと、恭野が言う。

「夕食の量は、私を様付けした回数によって決まるんです。先生は今日、私を五回しか様付けしてくれなかったので、食事の量はこれだけです」

　なんだと……。

　こんな横暴を許してはならない。心優しい伊藤真実であるが、食事を減らされることだけは我が慢まんならないのだ。伊藤家の父も母も優しい性格であるが、腹が減った時だけはゴリラのように狂きよう暴ぼうになる。それは伊藤真実とて同じである。

　だがそのために恭野を様付けするというのも……。

　仕方なく、ソーセージ一本で我慢しようと思ったのだが──俺の隣で、恭野がナプキン着用で、ホテルのフルコース的なものをガツガツ食べている。

　うわぁ、和風ハンバーグが鉄板の上でジュージュー言ってるなりぃ……。

　……くそっ。

「……きょ、恭野様……、恭野様……、恭野様……、恭野様……」

　すると、恭野の顔がぱっと明るくなった。

「偉いですね。四回言ってくれたのに免めんじて、……ハンバーグの端はじっこに載のっているブロッコリーくらいはあげてもいいですよ」

　そう言って、俺の皿にブロッコリーを載せてくれた。

　天使か？

　やはり、恭野様は天使で──

　……ハッ。何を考えているんだ、俺は。

　段々と、マジで調教されているような気分になってきた。気を強く持たねば……。

　腹を減らさないために、俺は横になった。

　いつまでこんな日々が続くのだろうか……。
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　それから十日が経たった。

　携けい帯たい電でん話わも取り上げられているし、その間の平日は、学校を無断欠勤することになった。俺って一応、試用期間中なんだよな。クビにならないか心配だ……。

　というか、成人男性が一人行方ゆくえ不明になってるんだし、普ふ通つうに警察とか動いていないのだろうか。誰だれか俺を探してくれていないだろうか。両親とか。

　ちなみに、別室に連れて行かれた胡桃沢の方は、既すでに解放されているらしい。運良く最後まで目を覚まさず、何も知らないままだったので、ホテルのそばの公園で釈しやく放ほうされたそうだ。その点においては安心するが……俺の方はどうなってしまうんだ？

　なんてことを考えながらぐったりとしていると、恭野様が学校から帰ってきた。

「先生、いい子にしてましたか？」

　おっ、恭野様は相変わらずお美しいな。

「はい、いい子にしてました」

　俺は腕うでを上げて、手の平をくるりと内側に向けて下に垂らした。犬の「ちんちん」のポーズである。

「じゃあ、プレゼントをあげましょう。今日発売の成人向け雑誌です」

　恭野様が持っているのは、俺が愛用している巨きよ乳にゆう系のエロ漫まん画が雑誌だった。さすが、恭野様は慈じ悲ひ深い方だな。

　この雑誌は、自由時間に愛読しよう──と思っていると、喜んでいる俺を見て恭野様が笑った。

「……少し時間はかかりましたが、条件付けは終わったみたいですね」

　条件付け……？

　恭野様が話している後ろで、ヘッドフォンを付けたメイドがせっせとティッシュを折り畳んでいる。まるで何かの儀ぎ式しきの準備のようだが……。

「先生の、心を壊こわすための条件付けです」

　恭野様の言葉に、俺は大切なことを思い出した。

　……そうだった。俺の人格は破は壊かいされるのだ。

　エロ本ごときで喜んでいる場合ではない！

　いつの間にか、完全に洗脳されてしまっていた。自分の単純さが恨うらめしい……。

「恭野……、さま」俺は震ふるえる声で訴うつたえた。「一体、何をするつもりですか？　この下僕は既に、恭野様に心しん酔すいして──」

「この程度のマインドコントロールなら、二、三日で覚めますよ」恭野は、冷ややかな調子で言う。「完かん璧ぺきに壊すには、少し足りません」

「完璧に、壊す……」

　俺は一歩後ずさる。こうなったら──少しばかり良心が咎とがめるが、取っ組み合いで恭野を倒たおして、部屋から脱だつ走そうするという手もあるかもしれない……。

　だが恭野は、そんな俺の心を読んでいるみたいに、冷れい淡たんに告げた。

「慌あわてたって手て遅おくれですよ。私の人間性愛ヒユーマノフイリアは、既に先生をコントロールしています」

　恭野の言葉と共に──俺は、自ら椅い子すを持ってきて、そこに腰こしを下ろした。

　──あれ？　今、何が起こった？

「洗脳の初期段階です。人間には不ふ随ずい意い運動という、意識とは無関係の運動がある。ある程度の条件付けがあれば、私はそこを自由に動かすことが出来るんです」

　慌てて立ち上がろうとするが、体がまともに動かない。

　俺は、テレビで見た噓うそくさい催さい眠みん術を思い出す。あれと同じだ。傍はた目めから見れば滑こつ稽けいなのだろうが、実際には動けないのだ。

「ズボンを脱ぬいで下さい、先生」

　恭野の言葉と共に、俺は無意識のままにズボンを脱ぎ始めた。

　……一体、何をさせる気なんだ、恭野よ。というか何をする気なんだ、俺よ。

　恭野はガラス玉みたいな目で俺を見つめながら、衝撃の事実を告げた。




「先生は、次に一度でも射精をすると、心が壊れます」




　は？

　一度でも──射精すると？

「オーガズムの快楽によって、人格が破壊されて、別人になってしまうんです」

　ズボンを脱ぎ終わった俺は、ボクサーブリーフに手をかけていた。

　ま、まさか──恭野、この場でシコらせるつもりなのか？

　自らシコることによって──自分の手で、人格を壊せと？

「い……、嫌いやだ……」

　怯おびえのあまり、体ががたがたと震えた。そんな中でも、俺の手は止まってはくれない。

「嫌だぁ……」

　俺は泣きそうな声で言った。人格を壊すだけではなく、教え子の前でオ○ニーをさせられるなんて、なんという屈くつ辱じよくだろう。もっと他ほかの方法はなかったのか？

　だが目の前の少女には、俺を許すような様子はなかった。まるで軍隊の指揮官のように、容よう赦しやなく命令するだけだった。

「……もう逃にげられませんよ」

　抵てい抗こう虚むなしく、俺はボクサーブリーフを解き放った。

　しかし、体に残っているわずかな羞しゆう恥ち心しんのおかげだろう。両手で股こ間かんを隠かくすマナミ１００％の状態でとどまることが出来た。

　そんな成人男性を、恭野は汚きたないものでも見るかのように見つめている。まあ、実際に汚い絵え面づらなのだろうが……、脱がせたのはお前だよね？

「恭野、前にも言ったが、俺は絶対に恭野の秘密を守る！」

「くすくす。半はん裸らの不ふ審しん者が言っても、片腹痛いですよ」

　いや──だからそれ、お前が脱がせたんだよね。サドなのか？　あ、サドか。

「どうして……」俺は心の底からの質問を、恭野にぶつけた。「恭野はそんなにも、人を信じられないんだ？」

「信じてますよ。人間はみな、私の期待を裏切る噓つきの変態ばかりだって」

「信じてないだろ、それは」

「じゃあ、知ってます。信じてないけど、知ってるんです」

　恭野は淡たん々たんとそう言った。その言葉と共に、危あやうく両手が股間から離はなれそうになる。

　こ、このままではオ○ニーで人格を消されてしまう！

「た、確かに──俺は変態かもしれない。女子高生が好きだし、恭野や胡桃沢にだって興奮する！　伏黒にさえ、ヤバいと思う時はある！　ＴＳ○Ｔ○Ｙ○で女子高生モノのＡＶをよく借りる！　特にＶＲのバイノーラルモノをよく借りる！　だが私生活では、なるべく行動に移さないようには注意をしている！」

「どの口が言ってるんですか……」恭野は呆あきれた表情で俺を見ていた。

「ふふ……、信じられないよな。こんな人間として終わっている俺を。だからもう、俺のことは信じてくれなくていいぜ」自分のことは、もう諦あきらめた。「だが──他の奴やつらは別だ。俺は今までの人生で、たくさんの変態野や郎ろうに出会ってきた。でも、心の底から嫌な奴は、そんなに多くなかった。胡桃沢だって宵美ちゃんだって伏黒だっていい奴だ。それを、特とく殊しゆ性せい癖へき教室の学級委員であるお前は知っているはずだろう？」

「……」

「なあ恭野、教えてくれ。お前は九組が好きだって言ってたよな！　それも噓なのか。心の中では、みんなどうしようもない変態だと思いながら付き合ってたのか!?」

「……別に私は、変態だから悪い、と言っているわけじゃないですよ」

　恭野はため息を漏もらす。

　その息と共に──俺の全身から力が抜ぬけていく。どうやら恭野による催眠が解けたらしい。俺は慌ててパンツとズボンを穿はいた。だが、別に恭野が許してくれたというわけではないらしい。

「話してあげましょうか？　一人の女の子が、この世界に絶望した時の話を」

　恭野はそう言って、部屋の片かた隅すみに置かれていたバインダーを手に取り、そこに挟はさまっていた新聞紙を俺に手て渡わたした。俺は折り畳たたまれたそれを、広げて読んだ。

　新聞紙は、黄色く変色している。随ずい分ぶんと昔のものらしい。見れば、十年以上前の日付が刻まれている。東海地方のみで発行されている地方新聞だった。

　リーマンショックのニュースの下に赤ペンで囲われているゾーンがあって、そこには菰こも花はな町で起こった事件のニュースが載っていた。

『菰花町で女児誘ゆう拐かい』

　俺はふと、胡桃沢の家に行った時に、恭野が言っていたことを思い出した。


「私も昔はこの辺に住んでいたんです」



　恭野は昔、菰花町に住んでいた。

　その町で起きた──女児誘拐のニュース。

「誰にも言ったことのない話です。……先生だけに言うんですよ」




　　　　＊




　昔々あるところに、燕つばめ野の文ふみ香かという少女が住んでいました。

　彼女は人を信じる心を持った、幸せな女の子でした。

　少女の住んでいる家の近くに、ご近所さんから避さけられている家がありました。

「ぼうりょくだん」と呼ばれている人たちが、よく怒ど鳴なり込みに来る家です。

　お父さんとお母さんは「その家に近づいちゃ駄だ目めだよ」と言っていました。

　少女の慕したっている小太りの園長さんも、「関かかわっちゃ駄目だよ」と言いました。

　でも──少女は、その家に住む人が嫌きらいではありませんでした。

　道みち端ばたで会うと飴あめをくれるし、保育園の話も聞いてくれました。厳しくて、あまり家にいないお母さんやお父さんよりも、優やさしい人たちだと少女は思いました。

　ある日、その家のお父さんが、少女に「ケーキを焼いた」という話をしました。

　ケーキを焼いたので、家に食べに来て欲しい──

　少女は困りました。目の前にいる男の人は悪い人には見えませんでした。しかし、他の大人たちは怖こわい人だと言います。園長さんだって近づくなと言います。

　答えを出せないでいるうちに、園長さんが少女の所にやってきて、少女の手を力任せに引っ張り、男から逃げるために全力疾しつ走そうをしました。

　男から逃げた後、園長さんは少女に「あんな怖い人と話しちゃ駄目だ」と言いました。必死に話す園長さんの姿を見て少女は、自分は危ない所だったのだ、助けてくれた園長さんは本当にいい人なのだ、と思いました。

　園長さんは、ケーキが食べたいならば自分が作るから、家においでと言いました。行った先で──少女は監かん禁きんされました。




　　　　＊




　恭野はわずかに下を向いた。

　彼女の顔が、ホテルの電灯の影かげになって見えなくなった。




　　　　＊




　少女は、その時のことをあまり覚えていません。

　人間は、都合の悪い記き憶おくを忘れようとする本能があるからです。ただ一つ、覚えていることを述べるならば、少女は監禁中に、人間を自在に操あやつることが出来る性せい癖へき──人間性愛ヒユーマノフイリアに目覚めました。

　人間を憎にくむべき事件の最中に、人間を愛する性癖に目覚めたなんて、本当に皮肉なことですね。

　監禁三日目に、少女はたった一人でその家を脱だつ出しゆつし、家に帰りました。警察には「隙すきを見て逃げてきた」と言っていたそうです。

　そして、少女が家を出た数時間後に、園長さんの家は全ぜん焼しようしました。

　当時の新聞には『煙草たばこの消し忘れの火で全焼』と書いてありました。ですが、実際に何が起こったのかはわかりません。もしかすると、当時保育園児だった少女が、監禁から脱出するために、人間性愛ヒユーマノフイリアを使って何かをしたのかもしれません。その時のことは、私でさえわかりません。少女を誘拐した園長さんは、重じゆう症しようを負いました。

　そして、その事件を境に──少女の家庭は壊こわれてしまいました。

　愛まな娘むすめがどこぞの変態に誘拐されるだなんて、凶きよう悪あくな事件が起これば当然です。こういう時、人間は協力し合うことは出来ないのです。綺き麗れい事ばかりのテレビドラマは噓です。お父さんとお母さんは、罪をなすりつけ合いながら離り婚こんしました。

　私は母親に引き取られ、それから親しん戚せきの家を転々とし──最終的に、叔母おばの友人の友人の友人くらいである、恭野清子さんに引き取られました。




　　　　＊




「……こうして私は燕野文香ではなくなり、恭野文香になりました」

　俺の目の前で、燕野文香だった少女が言う。恭野と誘拐された小さな子供が、幻げん影えいのように重なって見えるような気がした。

「引き取られたばかりの頃ころは、色んなことで心を閉とざしていましたし、ずっと布ふ団とんの中にこもりっぱなしだったので、迷めい惑わくをかけてしまったと思います。清子さんが優しくしてくれたおかげで、私はかろうじて人と話すことが出来るようになりました」

　俺は、家庭訪問で会った優しげな清子さんを思い出す。

　恭野は俺に、世界中の暗黒を吸い込んだような、薄うす暗ぐらい目を向ける。

「ある日、私は清子さんに言いました。自分は予期せぬ誘拐を受け、三日も怖い思いをした。そのせいで両親も離婚してしまった。全すべて自分にはどうしようもないことだった。どうすれば良かったのか──と」

　恭野は上を向いた。ホテルの淡あわい灯あかりに照らされて、彼女の顔は神こう々ごうしく光り、人間ではない何かのように見えた。

「清子さんは言いました──『文香ちゃんは人間性愛ヒユーマノフイリアという、人間を操る性癖を持っているよね』」

　俺は唾つばを飲み込んだ。恭野はすっと息を吸い込んで──




「『文香ちゃんの人間性愛ヒユーマノフイリアが完かん璧ぺきであったならば、誘拐されることもなかったし、両親が離婚することもなかったよ』って」




　……ッ！

　俺は何も言えなくなってしまった。それが、その時の恭野に言うべきことなのか？

　だが恭野は、俺が感じたこととはまるで違ちがうことを感じたようで、

「その通りだと思いました。私のせいだと思いました」

　恭野は祈いのりを捧ささげるみたいに手を組んだ。

「私は──全てを許そうと思いました。許そう、私を誘拐した園長先生を、心の弱かった両親を、私に冷たくした母方の親戚たちを！」祈るように組んだ手を、恭野はぐっと強く握にぎった。「人間は生まれつき変態なんです。生まれつき歪ゆがんだ生き物なんです！　だから先生だって私の前では、全てをさらけ出して、ザーメンを目め一いつ杯ぱい吐はき出してくれればいいんです！」

　恭野が俺を睨にらみつけた。するとパワードスーツで強制されているかのように、俺の両手が、ふたたびズボンを脱ぬがせ始めた。

　ぐう……、さっきよりも強い力で、恭野に操られる──

　ズボンとパンツはあっという間に逝いった。ふたたび、俺は下半身を両手で隠かくす状態になってしまった。その両手だって、まるで筋肉質の男が十人がかりで動かそうとしているかのような、強い力によって剝はぎ取られそうになる。

「本ほん性しよう、出して下さい！」

　恭野は興奮したように叫さけんだ。彼女の気持ちの高まりに呼応して、腕うでを操られる力が強くなる。

　ヤバい──このままでは生徒の前でオ○ニー……。

「抵てい抗こうしますね。つまり、先生にはまだ心理的な抵抗が残っている、ということですね。いいんですよ──普ふ段だん家でやっていることを、私の前でしてみせるだけですから。むしろ十六才の前でオ○ニーなんてご褒ほう美びではないか──そう思う生き物ですよね、先生は」

　確かに、そう言われれば──

　ああ、ヤバい！　右手が逝った！　もう左手だけで股こ間かんを支えている状態だ！

「……くすくす、先生は終わってますね」

　恭野は意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「ぬぬぬ……」

　俺は頑がん張ばって、右手を股間に戻もどそうとする。だが、操作方法を知らないままゲームをしているみたいだ。まるで思い通りの場所に行かない。

「もう楽になりましょうよ。この、強い屈くつ辱じよく感の下もとで行うオ○ニーは、きっとこの世界に存在する、どんなセ○クスよりも気持ちがいいと思いますよ？」

　セ○クスよりも──？

　くそ、比ひ較かく対象がわからねえ！

　ああ、左手の人差し指と親指が！　もう中指と薬指と小指しか残ってねえ。ボッティチェリの『ヴィーナスの誕生』みたいなポーズになってしまった。

　ルネサンスを感じさせる姿勢で耐たえ続ける。断じてこの場でオ○ニーは──

「くすくす……、限界近し、ですね」

　……って。

　み、右手が既すでにエア手コキを始めている！

　くそ、右手が裏切りやがった！　やっぱり右手の方がハンドジョブを知り尽つくしている分、快楽に弱いのか。心と体が一いつ致ちしねえ！

　頼たのむ──俺の左手よ、デ○タムーアの左手のように。右手にザ○リクを。ザ○リクを唱えてくれ──ッ！

「……耐えますね。許すと言っているのに、どうして抵抗するんですか？　先生はここにいる間、ずっと出してませんでしたよね。我が慢まんしてた分、きっと気持ちいいですよ？　見ていてあげますよ。どうして出さないんですか？」

「そ、それは──」

　なぜだろう。確かに恭野の言う通り、もう我慢したって仕方がないように思える。一日我慢したところで、明日あしたも同じ追い込みを受けるだけだ。ならば、さっさと解放した方が早く楽になれる。

「でも──」

　だが、心の中のより深い部分で思うのだ。

　今、この場で──シコったら負けだと。

　教師として、間ま違ちがっていると。

「……シコらない」

　俺はダサいポーズのまま恭野に訴うつたえる。

「絶対に──絶対にシコらない……。どれだけ気持ちよかろうが、セ○クスよりも気持ちよかろうが、シコってやらない……。俺がシコっている所を、お前には見せない……。俺がシコっている所を見られるのは、この世界で俺だけだ……」

　俺は歯を食いしばる。そしてなんとか、ダサすぎる動きを繰くり返す右手を椅い子すの下へ、自らの生徒の目に届かない所へと持っていく。せめてものプライドとして。

　必死に抵抗する俺に、恭野は心底不思議そうな顔を向ける。

「……それは、人格が壊れるのが嫌いやだからですか？」

「……」

「安心して下さい」恭野は偽ぎ善ぜん的な笑みを浮かべる。「ただ、作り替かえるだけです。今よりも爽さわやかな伊藤先生になるだけですよ」

　恭野の甘言は、疲つかれ切った俺へと染しみた。けれども、そんな癒いやしよりも、折れたくないという気持ちが押し寄せてくる。

　どうして俺は、こんなにも意地を張っているのだろう？

　人格が消されるから？　本当に、それが嫌なのか？　それも嫌だが、もっと嫌なことが別にある気がした。

　しばらく自問自答をする。ようやく言葉が形になってきて、声を出した。

「──本当はもう……、話を聞くまでは、作り替えられてしまってもいいと思っていたんだ。もう……、疲ひ労ろうの限界だった。楽になってもいいと思った。でも駄だ目めだった。シコったら駄目だと思った。恭野の話を聞いて、ここでシコったら駄目だって。お前の思い通りになっちゃ駄目だって、そう思った！」

「どうして？」

「まだ、やり残したことがある。俺は──俺は──」

「……」

「俺は──」

　俺は半はん裸らのまま──世界で一番ダサいポーズのまま──どうしても伝えなければならないことを、目の前の生徒に伝えた。




「俺はお前に、人を信じられるようにしてやりたいんだ」




「……!?」

　そうだ。

　こんなことを打ち明けられたのに、忘れて即そくサヨナラというわけにはいかない。

　十日間も監かん禁きんされて、操あやつられてボロボロになって、射精寸前でも──

　俺が教師である以上、生徒の相談には──答えなければならない。

　たとえ──目の前の女の子が、人間性愛ヒユーマノフイリアだろうと、人間の人格を消せるような、危険な女の子だろうと関係ない。

　教えなければ。

　俺の言葉を受けて、恭野の表情が目に見えて変わった。

　さっきまでの、押し殺したような無表情じゃない。その裏にある、本当の恭野の顔が、ほんの少しだけ見えたような気がした。

「……無責任な！」

　恭野が声を荒あらげると、その声の大きさと同じくらいの強い力で、左手が引っ張られた。

　ま、まだ恭野は本気じゃなかったのか……。

「ぐぎぎ……」俺は歯を食いしばる。

　オ○ニーをしないために、左手は鼠そ径けい部ぶの上に爪つめを立てるように置いた。恭野の容よう赦しやない操作能力によって、鼠径部にひっかき傷のようなものが出来る。どんな痴ち話わ喧げん嘩かをしたって、こんな所に傷は出来ないだろう。相当のヤンデレカップルでもない限り。

　だが──絶対にこの手は離はなさない。

「いつだって教師はそうです。私にわかったようなことを言うんです！」

　今度、恭野が操作をしたのは右手だった。既にエア手コキを始めていた右手だ。もはや制せい御ぎよ不能であり、縦じゆう横おう無む尽じんに俺の股間に襲おそいかかった。俺はなんとか、右手を無理にくねらせる。するとそのままの勢いで、右手は椅子の背もたれの所へと神風特とつ攻こうした。

「い、痛ぁっ……」

　変な当たり方をしたので、骨がぎしぎしと軋きしんだ。だが──いっそ折れるなら折れてしまえばいいと思った。折れてしまえば、右手でシコらなくても済む。

「ここでシコったら、負けだろ……」

　家でなら、どれだけでもシコっていい。休日なら、一日七回シコってもいい。だが、ここでシコったら負けなんだ。絶対にシコっちゃ駄目なんだ。そんなことをすれば、目の前の少女は──もう一生、人を信じなくなってしまう。

　俺だけが違う、って見せてやらなければならないのだ。

　お前のことを、心から案じている人間なんだって。

　椅子に座ったままの俺に、恭野はソックスを履はいた足を高く上げた。

「死んで下さい！」

　まずい、アレは──

「……ぐあッ！」

　恭野はギロチンのように──自分の足を最高高度から振ふり下ろした。

　恭野の容赦ない足コキを受けて、俺は悲鳴のような声を上げる。

「うう……」

「気持ちいいんでしょう、このペド教師！」

　恭野はそう言って、ぐりぐりと俺の股間を踏ふみつけた。

　俺は既に、一度射精したら終わりの状態なのだ。自分の手でシコることは、必要条件というわけじゃない。だから、恭野の足コキで射精したとしても──同じことだ。人格が──消されてしまうのだ。

「……ほら、ほら、ほら」恭野はヒートアップしたように。「ド変態じゃないですか！」

　恭野は抜ばつ群ぐんの運動神経で、全く乱れのない見事なカカト落としを食くらわせてみせる。

　足を上げるたびに、恭野の紺こん色いろの下着が見える。それもまた興奮を助長する。

　そして恭野の足は、学校帰りだからか蒸むれていた。汗あせでぴたりと張り付いた足が、何度も何度も俺の股間に打ち下ろされる。雨のような匂においがする。

　視覚的──嗅きゆう覚かく的──そして身体的なダメージが加わる。

　やがて俺の股間は、不ふ可か避ひの反応によって巨きよ大だい化してしまった。

「ほーら、大おっきくなってるじゃないですか！」

「大きくなっているのは生理反応だ。お前がアンデッド芳雄でも同じことになる！」

「なんでもいいです。すぐに憐あわれなゲス汁じるを、大量にぶしゃって吐はき出すんですから！」

　なんとか左手でガードをする。だが恭野の足あし技わざは強い。

　理性が飛びそうなほどの刺し激げきが走る。恭野は興奮のあまり顔を赤らめ、荒い息を漏もらす。

「ほら、イって下さい!!」

　足を高く上げる──また下着が見える──カカト落としのような高度で、スクールソックスの打だ撃げきを落とす。

「正体吐き出して下さい、ペド教師ッ！」

　気持ちが入りすぎて、気持ちいいというか、もはや痛かった。こんな攻こう撃げきでさえ快楽に変えられる自分が恨うらめしい。自分のオールラウンダーっぷりが、こんな所で裏目に出てしまうとは……。

　このままでは足コキ──というか蹴けりでイッてしまう。そうなると、女子高生の蹴りで射精して心が折れる教師──という史上最悪にヤバい絵え面づらになる！

　そんな汚きたないものを見せては、また恭野が世界に絶望してしまう！

　ガードしなければならない──だが、もう両手ともに戦せん闘とう不能だ。

　──だから俺は、顔で恭野の足をガードした。

　!!

「がばッ……」普ふ通つうにハイキックを食らったみたいになった。「……さ、さすがにこれはキツいな……」

　恭野は驚おどろきながらも、もう一発の足コキを浴びせた。

「ごふッ……」

　俺は股こ間かんを守るために、二度目の顔面ブロックを決めた。我ながら、ワールドカップに出られそうなほどの名キーパーっぷりだ。

　さすがに動どう揺ようしたのか、恭野は攻撃を止やめた。一いつ旦たん息を落ち着けると、俺に言った。

「……せ、先生は何がしたいんですか！」

　本当に、わけがわからないといった様子だった。気持ちいい足コキを拒きよ否ひして、痛々しい顔面キックを浴びる俺は、彼女には異常者のように見えているのかもしれない。十六才の恭野が今までに築き上げた人間像とは、著いちじるしくズレた行こう為いだったようだ。

「……だから。お前に俺を信じて欲しいんだよ」

「そんなことを言われても、わかりませんよ……」

　恭野は、ほんの少しだけ悲しさを帯びたような声で言った。けれどもそんな悲ひ哀あいは、恭野がタオルで汗を拭ふくと共に失くなってしまって、後に残ったのは目先の問題に真しん剣けんに取り組む、断罪者のような恭野だけだった。

「……先生は、どうしてそんなことを言うんですか？」

「そうしたいと、思うから」

「……なぜ、そうしたいと思うんですか？　どうして。私が先生の教え子だから？」

　俺は、じんじんと痛む右手で汗を拭ぬぐう。久々に、体をまともに動かせている気がする。

「だと思う。生徒だし──恭野だから。恭野だから俺は、手を差し伸のべたいと思ってるんだ」

「……」

「いくらでも、射精させようとするがいい。だが俺は──絶対に射精しない。一週間、一ヶ月、一年──お前が俺を監禁して、射精させようとするなら、どれだけでも付き合ってやる。永遠に射精しねーぞ」

　こうなったら持久戦だ。徹てつ底てい的にやってやる。

　恭野はタオルを机の上に置いた。息を落ち着けて、口を開いた。

「持久戦、というのは困ります。私だって、いつまでも先生に付き合うわけにはいきませんからね」

　そう言って、ポケットの携けい帯たい電でん話わで日付を確かく認にんした。

「先生にはもう、日にちの感覚はないでしょうが──今日は七月十七日です」俺は少し驚いた。もう、そんなに時が経たっているのか。「明日あしたあさってはクラスマッチで、それが終わると終業式です。終業式の後は夏休み。夏休みになったら直すぐに、私は清子さんと一いつ緒しよにロサンゼルスを一週間旅行するんです。だから私は、先生にずっと付き合ってあげるわけにはいかないんです」

　恭野はエゴイスティックにそう言うと、第二ラウンドの提案を始めた。

「私は先生を射精させたい。先生は射精をしたくない。平行線です。だから──こうなったら、お互たがいに文句を言いっこなしの、公平な勝負で決めませんか？」

「勝負？」

「そうです」勝負の提案をしながらも、恭野は全く負ける気がなさそうだ。「胡桃沢さんの家でやったみたいな、ちょっとしたゲームで決めるんです」

　俺は胡桃沢の家でやったゲームを思い出す。ポエトリーボクシングに、しりとりバスケットに、将しよう棋ぎ。ああいった勝負で、決着を付けるというのだろうか。

「もちろん、先生には拒否することも出来ます。ただし、拒こばんだ場合に同じチャンスが来るとは思わないように。あまりやりたくはありませんが、私は、先生が『射精させてくれ』と泣いて頼たのむまで、このホテルに先生を監禁することも出来るんですよ」

　そうだ。俺たちの立場は公平じゃない。恭野の取る方法次し第だいでは──俺は永遠に外の日差しを浴びられない、ということもあり得る。

　俺は話の続きを促うながした。一方的に射精させられそうだったものが、対等なゲームになるのだから、こんなにありがたい提案はない。

　だが──それゆえに。

　恭野には強い自信がある、と考えるのが自然だった。

「人間性愛ヒユーマノフイリアになってから、負けたことがないゲームがあるんです」少しだけ、十六才なりの得意げな顔を作ってみせる。「もちろん、勝ちすぎると怪あやしまれるので、わざと負けることもあるんですが。先生も知ってる、有名なゲームですよ」

　そう言って──恭野は手を「グー」「チョキ」「パー」の順に動かした。

　その手を見て、すぐにゲームの内容がわかった。早押しクイズだったら、ボタンを押していただろう。

「私の提案するゲームは『じゃんけん』です。これで、私と伊藤先生、どちらが正しいかを決めましょう」

　じゃんけん。

　……って、あのじゃんけんだよな。戦略とかもクソもなくて、ただの運ゲーっていう感じがするぞ。そんなもので恭野が俺を信じてくれるのならば、いくらでもしてやるという感じだが……。

　いや──でも、恭野は一度でも負けたことがないって言ったよな。

　あり得るのか、そんなこと。

「噓うそはつきませんよ。人間がじゃんけんで出す手を選ぶのは無意識です。そして私は人の無意識を操あやつれるんですからね」

「……性せい癖へきの力を使うのか？」

「そうです。例えば、学級委員を決めるような大切なじゃんけんでは、私はこういったズルを少しずつやってきた、ということです」

　そういえば、恭野は中学二年生の時から、ずっと九組の学級委員なのだ。その背後には、ほんの少しだけ人間性愛ヒユーマノフイリアの助力があったということだろうか。

　話を聞く限りでは、勝ち目の薄うすい闘たたかいになりそうだが──

「やろう」

　気持ちは変わらない。俺は恭野の提案を受け入れる。こんな所で怖おじ気けづいてしまっては、恭野に自分を信じさせるという目標を達成出来ない。

　だが、恭野の作った土俵に、そのまま上がるのは気が乗らなかった。

「……一つだけ頼みがある。ルールを追加させてくれないか？　俺が提案するルールの由来は、大正時代に行われた野球大会の後の宴えん会かいで──」

　俺の発言に、恭野は眉まゆを顰ひそめた。




「野球拳けん、ですか……」恭野はうんざりしたように言った。「こんな時にまで、スケベなことを考えているんですね……」

　恭野が粗そ大だいごみを見るような目で俺を見ているが、別にエロいものが見たくて言ったわけじゃないぞ。

　俺が提案したルールは野球拳だ。「アウト、セーフ、よよいのよい」という歌詞と共にじゃんけんをし、その勝ち負けによって脱だつ衣いするという、地球上で最も知能の低い遊びである。

　結局じゃんけんをしているわけで、ゲームとして何かが変わるというわけではないのだが──まあ、大学時代の男子寮りようで何度もやった遊びだったので、やり慣れているという意味はあった。

　それに恭野は、こんな頭の悪い遊びに慣れてはいないだろうし……。

「わかりました。むしろやる気が湧わいてきましたよ。こんなにも汚らしい品格を持った先生を、今から変えることが出来ると思うとね」

　今いま更さらだが、すっげえ毒どく舌ぜつだな。普ふ段だんから頭の中では、こういうことを考えていたんだろうか……。

　家庭科部でパンツの写真を撮とりまくった時なんか、頭の中はすごいことになっていたんだろうな……。

　それから、ちょっとしたルールの調整が入る。野球拳は本来、負けるたびに服を一枚ずつ脱ぬいでいく遊びであるが、元々恭野が提案していたじゃんけんが三回勝負だったので、それに合わせて回数を制限することになった。

　つまり──一回ごとに「上半身の下着以外」「下半身の下着以外」「下着」と脱衣していくということだ。こんなにもごっそりと脱がされる野球拳は初めてだ。ダイナミック野球拳とでも言うべきだろうか。

　そして最も大切な、勝った場合と負けた場合のルール説明──

「先生が勝てたら、私は先生をここから解放します。それから先生の望み通り、胡桃沢さんと宵美ちゃんに謝罪します」

　恭野ははっきりと宣言した。その明快な言い方からも、彼女の負けず嫌ぎらいが伝わってくるような。

「そしてお前が勝った時、俺はこの場でオ○ニーする、でいいのか？」

「そうしようかと思ったのですが、そこまで行かないかもしれないですね」

　そこまで行かない──？

　首をかしげる俺に、恭野は補足する。

「先生には詳くわしく説明していなかったのですが、『射精』というのは、あくまで敗北感のトリガーなんです。射精の敗北感を起因として、人格が再構成される。だから、先生が強い敗北感を味わった時は、射精をしなくても人格が破は壊かいされることがあります。例えば、これだけ大おお見み得えを切った野球拳勝負で、無む惨ざんにも負けてしまうということがあればね」

　なるほど。野球拳対決が終わる頃ころになれば、オ○ニーをするまでもなく、俺の人格の破壊が完かん了りようしているということか……。

「私の予想によると──じゃんけんで一回負けるたびに、先生は少しずつ自我を失っていくと思います。最後まで耐たえられたら御おんの字といったところですね」

　人格を賭かけた野球拳──想像以上に過か酷こくな勝負だな。

　まあ──なんにせよ最終的には同じなわけで、その過程がどういうものでも、あまり変わらないかもしれない。

　……後で考えると、その見込みは間ま違ちがいだったわけだが。

　ともかく、俺の人格と恭野の俺への信しん頼らいを賭けた──宿命の野球拳対決が始まった。




「野球するなら～、こういう具合に、しやしゃんせ～♪」

　前段階として、恭野に野球拳の歌を教える。

　野球拳の歌を歌う恭野は実に新しん鮮せんだった。なんとなく、いけない遊びを教えているような気にもなってくる。ちょっぴり背徳的な快感があるな。

「……もう、これでいいでしょう。今日以外に歌うこともないでしょうしね」

　覚えのいい恭野があっという間に覚えた所で、野球拳が始まる。

　さて、どうすれば勝てるだろう？

　恭野はじゃんけんが得意らしい。だが──これまでを見る限り、恭野の操作能力も完かん璧ぺきじゃない。俺にオ○ニーをさせることは出来なかったし、完全に体を乗っ取られることもない。つまりは──えーっと、そういった感じの──いい感じのノリ的なもので倒たおせないだろうか？　と、結論だけが上手うまく出ないような思考を続けていると、恭野が言った。

「普段はここまで露ろ骨こつにやらないんですが……」

　そう言った瞬しゆん間かん──

　ぐッ──重力のようなものが、またしても俺の拳こぶしに──

　おまけに、さっきよりも力が強い。……きっと、人に握にぎり拳をさせることは、オ○ニーをさせるよりも単純な作業だからだろう。イメージでしかないが、誰だれかに丁度いい甘さで拳を握らせて、いい感じに愚ぐ息そくを刺し激げきさせるよりも、ただひたすらに拳を強く握るように命じる方が、圧あつ倒とう的に簡単そうではある。

「予想します。先生は、グーを出します」

　予想というか強制だった。拳に万力のような力を感じる。

「そして──宣言します。私は『パー』を出します」

　そう言って、恭野は「パー」を自分の前に掲かかげた。そこから指を動かす必要はないと言うかのように。

　こ、こんなの──じゃんけんって言えるのか!?

「ぐぎぎ……」

　俺は、握り拳のまま固まっている指を外そうとする。だが、拳は鉛なまりのように動かない。

「では、やりましょう」

　恭野は役者の優ゆう秀しゆうな演技に満足する、映画監かん督とくのようにうなずいた。

「野球するなら～、こういう具合に、しやしゃんせ～♪」

　恭野は歌いながらも、手を「パー」の形にしたまま微び動どうだにしなかった。客観的に見ればシュールな状じよう況きようだが、主観的に見ればハチャメチャに危険だ。

　まずい。神経が抜ぬかれたんじゃないか、と思うくらいに指が動かない。

　このままじゃ何も出来ずに、三連敗で人格破壊──

　──ん？

　がむしゃらに動かしているうちに、少しずつ指が動くようになってきたぞ？

「アウト？　セーフ？」

　甘いな、恭野。

　やはり──人間というものは、お前が思うほど単純なものじゃないみたいだぜ？

　というよりも、俺の人間的な深みゆえかもしれない。

　操作能力が利きかない、生きつ粋すいの主人公体質とでも言うべきかな──フフフ。

　全神経を二本の指に集中させる。俺の手は、チョキだ！

「よよいのよいッ──!!」

　野球拳──一戦目。

　俺の指は途と中ちゆうで曲がっているし、ほとんどグーになりかけてはいるが、かろうじて二本の指だけが飛び出ていた。裁判にかけられてもチョキだと言えるだろう。

　まずは一戦目は勝利で──

「……あれ？」

　恭野の──さっきまではパーだった手が、

　五本の指を全すべて握り込んだ、グーの形に変わっていた。

　恭野は可愛かわいらしく舌を出して──勝ち誇ほこったように俺に言った。




「……くすくす。わざと力を弱くしたのに。単純ですね」




　その瞬間──

　恭野が事前に説明していた「敗北感」のせいだろう。

　俺の体に──電でん撃げきのようなものが走った！

「なんじゃこりゃああああああああ────ッ!!」

　これが、人格を破壊される痛み……[image: ]。

　こめかみにアイスピックを突つき刺されて、脳みそに百万ボルトの電流をブチ込まれたみたいだった。「痛い」ということを意識するよりも先に、体全体が痛みの海に沈しずんでいる──そんな感覚だった。

　ヤバい、意識が……。

　気がつくと、俺はホテルの一室に横たわっていた。頭頂から流れる滝たきのような汗あせをタオルで拭ふいた。頭がとろけそうな温度で発熱していた。

　お、俺は──伊藤真実。年ねん齢れいは──えーっと、なんだっけ。大学を出たばかりだから、二十二才か。いや、誕生日との兼かね合いがあって、えーっと──

「……苦しんでいるみたいですね」

　恭野は感情を込めずに言う。俺には返答をする気力もない。

「元々、射精で人格を消すというのは、一番優やさしい人格消去の方法だったんです。射精の際に出るエンドルフィンで、人格が変わるショックを緩かん和わしてあげるんです。ゲームで人格を変えるなんて、本当は麻ま酔すいなしで開腹手術をするようなものなんですよ？」

　野球拳けんで負けるだけで、この痛みとは──

「どうです？　もう、試合を止やめますか？　そうすれば、こんな乱暴な方法は使わずに、優しく先生をびゅっびゅさせてあげてもいいんですよ？」

　恭野は甘い誘さそいを投げかけた。脳を焼かれるよりもずっと気持ちのいい──射精への誘いざない。

　だが、俺は──

　俺が首を横に振ふると、恭野は残念そうに目を伏ふせた。

「……三本先取ですよね。あと二回です」

　ここまで来て、ギブアップをするわけにはいかない。

　俺はなんとか立ち上がる。体がよろけてしまったので、椅い子すのひじ掛かけの部分に腰こし掛かけた。野球拳のルールに従い、シャツを脱いだ。体の操縦が上手く出来ないので、脱ぎ方は雑になり、ボタンが一つ飛んでしまった。

　次の試合はどうする──？

「次も宣言をしてあげましょう。私はパーを出します」

　恭野はパーの形にした手を前に伸のばした。

　くそう。小こ賢ざかしい……。

　俺は考える。さっきの勝負で、恭野はグーを出した。これは、俺がチョキを出すということを予想した上で出した手かもしれないが──そうではないとしても、理にかなった選せん択たくではある。

　というのも、俺が恭野の操作能力でグーを強要されているこの状況では、さっきみたいに無理くり指を二本開いてチョキを出すことは出来るかもしれないが──五本の指を開くパーは、物理的に出しにくいからだ。

　そして、パーを出さないとすれば、俺が出すのはグーかチョキであり、この二つの手を相手に負けることがないグーは、恭野にとっては最強の手ということになる。

　この読みから──俺は一つの推測を立てる。

　きっと、恭野の次の手もグーだ。

「野球するなら～、こういう具合に、しやしゃんせ～♪」

　ボロボロになって歌えない俺の代わりに、恭野が野球拳の歌を歌う。相も変わらず、恭野に野球拳を歌わせるのは妙みような背徳感があるな……。

「アウト？」

　恭野がグーなら、俺はパー？

　だが──さっきの野球拳で食くらったダメージのせいで、五本の指を開くパーなんて、どうしても出すことは出来なそうだった。

「セーフ？」

　だからここは──一いつ旦たんグーを出して、あいこで様子見だ。

　恭野はパーのまま微動だにしない。だがきっと、その手をグーに変えて──

「よよいの、よい──ッ!!」

　野球拳──二戦目。

　俺はグー。そして恭野の手は──

　……ッ!!

　そのまま──宣言通りのパーだった。

「アアアアアアアアアアアアアアアア────ッ!!」

　また、脳に数万ボルトの電流を流されたような激痛が走った。

　野球拳で負けただけで──これはキツい！

「折せつ角かく、宣言してあげたのに……」

　痛みに支配された世界の中で──誰かの声が聞こえた。

　その声の主は──きょ、きょ……、あれ……？

　誰と話してたんだっけ？

　ここはどこだ？　そもそも俺は誰なんだ？

　──やばい、何もわからない──

　俺が消えていく……。

「……先生」目の前に立っている少女が言う。「私は──先生のことを少し買ってたんですよ？」

　先生……？

　……少女の口ぶり的に、俺は学校の教師だったのかもしれない。だが──ここってホテルだよな？　どうして学校の教師が、ホテルに女生徒と一いつ緒しよにいるんだろう。もしかすると俺は、割と犯罪的な教師だったのかもしれないな。

「先生は私の出した宿題を、いつも良い成績でこなしてくれました。先生と一緒に九組を守りたいという気持ちには、噓うそはなかったと思います」

　えーっと──この子は俺の生徒なのに、俺に宿題を出しているのか？　それってどういう状況だ？　プレイ？

「だから、先生がもしもここで棄き権けんするとしたら、私は止めません。その時は、先生を私が射精させてあげることで──痛みもなく、先生の人格を破は壊かいすることが出来ます」

　え？　射精──？　どういう状況？　ヤバい──また状況の謎なぞさに拍はく車しやがかかった。

　つーか、人格を破壊する──？　さすがにファンタジックすぎないか？　この子、電波な子なのか？

　何もわからないが──でも、この子。

　なんだか……、寂さみしそうだな。

「言葉も話せないみたいですね」

　少女は残念そうに目を伏せた。

「じゃあ──やります」

　そう言って──少女は俺の下半身に手を伸ばそうとする。

　その、切なげな表情を──確かに俺は何度も見たことがあった。

　そうだ、この子は──

　恭野文香──

　記き憶おくがおぼろげに戻もどってきた。目を覚ました俺は、俺のズボンを下ろそうとする恭野の腕うでを摑つかんだ。

「ゴ……、ゴフッ……」喉のどの奥から出てきたものを見て、俺自身驚おどろいた。なんと、血が出ているじゃないか。まさか野球拳で吐と血けつするとは……。「まだだ。まだ射精出来ない」

「先生……」

　恭野は血を見て、ほんの少しだけ心配そうな表情を浮かべた。色んな事態を想定していた恭野でも、まさか吐血するとは思ってなかったのかもしれない。そういうこともある。十六才の女の子の予想が甘いことを、誰だれが責めることが出来るだろうか。

　人格が戻ってくる……。

　ああ、そうだ。俺は伊藤真実。特とく殊しゆ性せい癖へき教室の担任。そして──目の前の女の子を、導かなければならない男だ。

　〇勝二敗。勝つには三連勝が必要だ。

　相当に難しい条件だ。だが──成し遂とげなければならない。

　俺はズボンを脱ぬいで──パンツ一丁になった。

　自分がどうして、恭野という存在にこんなにもこだわっているのか……わからないまま、俺は言った。

「恭野、続きだ」

「……」

「三回勝負だろ。まだ終わってない」

　その言葉を聞いて、恭野はすぐに押し殺したような無表情を作った。技術的な無表情だ。少女が本当は何を思っているのか、俺にはわからない。

「……いいんですね、先生」

　覚かく悟ごを確かめるように、恭野が言う。

「先生が次に負けた時──どうなってしまうか、私にもわかりません。私が思うよりも、野球拳のダメージは大きかった。だから、人格を破壊するだけではなく、その奥にある大切なもの──核かくのようなものを破壊してしまうかもしれない。そうなれば先生は──最悪、廃はい人じんということもある」

「安心しろ。恭野に、人は殺させない」

　恭野は首を横に振って──俺の顔を見ずに言った。

「……わかりました。出来る限り苦しむ時間もないように──速すみやかに殺してあげます」

　そして、右手をパーの形にして目の前に掲かかげた。

「これが最後です。次に出す手もパーです」

　この野球拳で負けたら俺は人格を消され、最悪廃人になってしまう──

　もう、後がない──全力を尽つくす。

　今度こそ──パーを出す。

　グーを強要されている俺が、最も出さなそうな手を出す。

「野球するなら～、こういう具合に、しやしゃんせ～♪」

　恭野が野球拳の歌を歌い始める。

　俺は必死に指に力を入れる。だが──崖がけっぷちの勝負にも拘かかわらず、恭野の操作能力が強くて指が動かない。パーどころか、チョキさえも出せる気がしない。

「アウト？」

　くそッ──こうなったら！

　俺は力ちから一いつ杯ぱい──動かない左手を、ホテルの机に叩たたきつけた。

「あああああああああああ……ッ！」

　痛い……。俺の奇き行こうに、恭野が目を見張る。

　指の重みが、灼しやく熱ねつの痛みを伴ともなった何かに変わる。

　そして、肉体的な衝しよう撃げきによって、鉛なまりと化していた指がほぐれた。

「セーフ？」

　体の中から動かせないのならば──体の外からッ！

　俺が出す手は、パーだ！

「よよいのよいッ──!!」

　……あ。

　く、くそ……、指が痛すぎて、手が……。

　俺は喘あえぎながら手を出す。その手は──とてもパーだと言える代しろ物ものじゃなかった。五本の指は情けなくほとんど内側に折り曲げられてしまっている。言い訳のしようがない状態だ。俺の心の動きを知らない人間が見たら──誰がどう見たってグーと言うだろう。

　死んだか……？

　そう思って、恭野の手を見ると──

　……!?

　恭野はチョキだった。たぶん、パー読みのチョキだったのだろう。だが俺が、土ど壇たん場ばになってへばってしまったから、恭野のチョキは負ける手へと化してしまったのだ。

　偶ぐう然ぜん──だが、

　ようやく一勝──

　命拾いした。とはいえ、恭野の操作能力をかいくぐる方法を、見つけられたわけでもないし、苦しい状じよう況きようは変わらなかった。

　おまけに──

「いてててて……」

　先ほどぶつけた左手が、痛みと痺しびれで動かなくなった。

　第一ラウンドで右手が折れてしまったので、ずっと左手でじゃんけんをしてきたわけだが──過か酷こくな野球拳けんに、左手にも限界が来てしまったかもしれない。

　俺は、折れた右手と痺れた左手を見比べる。こんな状況で、恭野に勝つことなんて──

「一敗、ですか……」

　逡しゆん巡じゆんしている俺の前で──恭野はぼんやりと自分の手を見つめていた。

　どうやら恭野には、少し思う所があるみたいだった。偶然とはいえ、恭野のじゃんけん無敗伝説はストップしたのだから。

　でもそれもほんの少しの間のことで、すぐに彼女は服を脱ぎ始めた。

　白い制服がはらりと落ちる。恭野のブラジャーは、彼女の内に秘ひめた強さを示すような、ネイビーのホルターネックのものだった。スリムな体形をした恭野の体が更さらに締しまって見える。本当に透すき通った肌はだの女の子だ。下着モデル界に進出すれば、あらゆる女の子が憧あこがれるカリスマになれるかもしれない。

　下着姿の恭野は、監かん禁きんされているだけあって何度か見ていた。だが──今回の下着姿は、自分が脱がせたものだという理由で意味があった。純度百％だ。

　俺は恭野のスカートに目を移した。目の前の女の子のブラジャーだけではなく、パンツが見られたら、どれだけ素す敵てきなことだろう……。

　……あれ？

　手が──動く。

　いつの間にか──左手の痺れが消えている。右手も痛むが、動かせないほどではない。

「……恭野、確かにお前の言う通り、俺は変態なのかもしれないな」

「……？　どうしたんですか」

「十六才のお前の下着姿が見られるかと思うと──あと少しくらいは闘たたかってもいいかもしれない、という気になってきた」

「……や、やめて下さい！　性せい欲よく異常者！」

　恭野は顔をほんのり赤くすると、胸むな元もとを隠かくしながら俺をなじった。正体を明かした後でも、ストレートなセクハラには弱いのかもしれない。

「ふふ……、俺をなじるがいい。だが、お前の下着姿に興奮するのは俺だけじゃないぜ。きっと男ならば、誰だって同じことを言うと思う」

　俺はよろよろと立ち上がった。恭野の健康的なブラジャーのおかげで、あと一試合くらいなら問題なくこなせそうだった。そしてその一試合が終われば、今度は恭野のパンツが俺を助けてくれる。恭野が脱げる限り、俺は永遠に野球拳をやり続けられる。

「なあ、恭野。お前の下着姿に喜ぶこと──もしも、それが変態の証あかしであるとすれば……、確かにお前の言う通り、この世界は変態だらけの変態ワールド、変態カーニバルかもしれないな……」

　俺はぼんやりと言い放つ。恭野は胸元を隠しながら、ジト目で俺の様子を窺うかがっていた。

「でも──お前はすごい奴やつだ。この変態カーニバルで、更に変態たちが集まる、特殊性癖教室の学級委員になってくれたんだからな」

　恭野のエロい下着姿のおかげで、話す元気が湧わいてきた。

　ようやく──ずっと前から聞きたかったことを聞ける。




「なあ、恭野。どうしてお前は、特殊性癖教室の学級委員になったんだ？」




　四月の時から、気になっていた。

　野球拳を重ねるごとに──ますます知りたくなった。

　恭野は、頭の中のノートに書きつけた言葉を、そのまま読み上げるように言った。

「……それは、彼らがこの世界で、不当な圧力を受けているから──」

　その答えは、前に恭野が話してくれた理由と同じだった。


「全人類が変態な中で、彼らはただ、欲よく望ぼうに素す直なおだっただけです。そんな人たちが差別されるって、おかしいですもんね？」



　でも──

「なあ……恭野。俺、それって噓うそだと思うんだよ」

　俺は息を切らしながらも、必死に恭野に話す言葉を紡つむいでいた。

「だって、そんなことのために、こんなには頑がん張ばれない」

　俺は、監禁中に聞いた話を思い出した。


　学級委員である自分は、九組の全すべてを把は握あくしなければならない。彼女は盗とう聴ちよう行こう為いを、初めて学級委員になった中学二年生の時から続けていた。



　恭野は、九組を盗聴し続けていた。九組のことを知るために、三年以上もずーっと、盗聴器の内容を確かく認にんする。そんな──

　努力を、していたのだ。

「恭野、お前は頑張り屋だよ。毎週盗聴器をチェックするなんて、そんなまめなこと、俺には出来ないから」

　叱しかるべきことなのかもしれない。本当は、犯罪だから──でも、特とく殊しゆ性せい癖へき教室の女の子だ。俺くらいは、褒ほめてあげてもいいと思ったのだ。


　恭野が最も恐おそれることは、自分の性せい癖へき──人間性愛ヒユーマノフイリアを口外されることだ。

「先生は、私の秘密を知ってしまいました。私が宵美ちゃんを襲おそったことを知りましたし、灘との繫つながりも知ってしまった。だから、私は先生を壊こわさなきゃいけないんです。壊して──新しく作り替かえる」



　俺は、ホテルに来た日に恭野にされた話を思い出す。

「俺の記き憶おくと、人格を消すこと──それだって、もしも自分の存在が特殊性癖教室にとって大切で、だからこそ、どうしても失しつ脚きやくするわけにはいかないと思ったら──理にかなった行動だよな。やり過ぎだとは思うが、お前は一いつ貫かんして、特殊性癖教室のために行動してる。担任の人格を消そうだなんて、大変なことをしようとしてる」

　俺は宙を向く。なぜだか頭が澄すみ切っていた。死ぬ直前の人って、逆に意識がクリアーになるんだったっけ。なんだか爽さわやかな風が吹ふいていくような気持ちだ。

　俺はその──簡明な事実を恭野に告げた。

「恭野。お前はただ、特殊性癖教室が好きなんだよ。不当な圧力がどうとか、そういう理由じゃない」

　俺は恭野に笑いかける。恭野は俺を人間不信の猫ねこみたいに警けい戒かいしたままで、笑い返してはくれないけれど、視線はこちらを向いていた。

「だが──一つだけ、お前の行動で納なつ得とくがいかない所がある」

　話の雰ふん囲い気きが変わったことに気づいたのだろう。恭野は顔を上げた。

「特殊性癖教室を守るために行動していたお前が、どうしてか、宵美ちゃんだけは酷ひどいイカせ方をした」

　恭野はわずかに足あし下もとを見つめた。後ろめたいことがあるみたいに。

「それだけが俺には不思議なんだ。秘密を守ると言っても、九組の生徒を傷つけては元も子もない。どうして宵美ちゃんだけは──そんなイカせ方をしたんだ？」

「……それは」

　恭野らしくない、ハッキリとしない口調で語り始めた。

　密室イカせ事件の夜に、本当に起こったことについて。




　　　　＊




　七月四日の夜──

「『伊藤真実が、クリスマス前に必死に考えて購こう入にゆうした、彼女にプレゼントするための高級ランジェリー』！」

　恭野は、アクメワードの追い打ちを宵美に食くらわせた。

「たぶんセンスが残念なのでしゅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡　ふあああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡」

　宵美は、その日何度目かもわからないオーガズムに沈しずんだ。

　恭野が奇き襲しゆうを仕し掛かけたという理由もあっただろう。赤塚宵美は、恭野文香に完全敗北していた。教室の中央で仰あお向むけになり、舌をだらんと垂らしながら、ビクビクとアクメの痙けい攣れんに悶もだえていた。もはや触さわるだけでもイッてしまう状態だ。

「『クリスマスプレゼントを考えすぎて、結局、空気清せい浄じよう機を彼女にプレゼントする、憐あわれな伊藤真実』」

「考えしゅぎいい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡　でも、人生そういうこともあるのでしゅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡♡　あはああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡」

　伊藤に失礼なトークをしながらも、宵美はアクメに翻ほん弄ろうされる。

「……さて。最後くらい、灘が決めて下さい。あなたが宵美ちゃんの挑ちよう発はつに乗ったからこそ、この状況を招いたんですから」

「ワガリ[image: ]ジダ……」

　恭野に命令された灘は、その巨きよ体たいからは考えられないほどに精せい緻ちな手マンを見せる。

　その指を宵美の秘部に突つっ込んで──

「灘ズ、手デ[image: ]ンスペシャル────ッ！」

「ひぐううう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡♡♡　駄だ目めなのでしゅう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡♡♡♡♡」

　宵美は、その日最大のオーガズムを見せ、愛液を吹き出しながらガクガクと震ふるえた。

　灘は静かにガッツポーズをする。灘の必殺技わざ「灘ズ手マンスペシャル」は、強力だがあまりに隙すきが大きすぎるがために、実戦では一度も使うことが出来ていなかったのだ。それを、自分が崇すう拝はいする恭野様のために役立てることが出来たとは──

　灘の静かな感かん慨がいについては、心の底からどうでも良さそうに恭野が言う。

「……宵美ちゃん、ここからが本題です」恭野は宵美のシャツの上から、容よう赦しやなく乳ち首くびをいじりながら言う。「今日知ってしまった私の正体──そして灘の正体について、絶対に、公言しないと誓ちかって下さい」

「言わないでしゅぅ……♡♡　ボクはぁ……、恭野しゃまのためにぃ……♡♡♡♡」

「口だけでは信しん頼らいできないので……」

　恭野は宵美の乳首をデコピンする。その刺し激げきによって──宵美はまたしても絶頂した。壊れたおもちゃのようにイキまくる宵美に、恭野は嗜虐的な笑えみを向ける。

「たった今、宵美ちゃんの服従欲よくを刺激しました。もしも宵美ちゃんが私のことを誰だれかにチクろうとしたら、私への忠誠を思い出すことになります。自分を失いたくなかったら、変なことは考えないことですね」

「わかったのでしゅぅ……♡♡♡♡　恭野さまぁ……♡♡♡♡」宵美は、よだれを垂らしながら快楽に喘あえいだ。

　……とはいえ、こんなものは些さ細さいなマインドコントロールだ。赤塚宵美の気質によっては、支配を乗り越こえることも不可能ではない。本当は、人格を根こそぎ破は壊かいすると安心なのだが──恭野は九組の生徒に、あまり危害を加えたくなかった。

　自分は九組を守る学級委員だ。生徒を傷つけるのは本意ではない。今日のことは、危険水域を泳ぐ生徒に、ちょっとしたお仕置きをしただけだ。

　宵美のことは、これで終わったとして──

「……灘。勝手に戦せん闘とう行こう為いに及およんだ罪を、償つぐなってもらいますからね」

　灘は笑ってごまかそうとする。だが、笑い声は「グググ」という音にしかならなかった。逆に不満を表しているかのようであり、恭野は少しキレた。

　恭野は、灘に拘こう束そく衣と鎖くさりを着せ、教きよう壇だんの下で反省させた。キツすぎるお仕置きのようだが、灘は三日くらいは飯を食わなくても大だい丈じよう夫ぶな体質だった。どういう体質なのかは恭野自身よくわかっていなかったが、家系的にそういう性癖の人間が集まっているらしい。こうして、灘は伊藤に発見されるまで、教壇の下にいることになる。

　そして恭野は、仕事は終わったとばかりに教室を出た。




　　　　＊




　だが朝になり、赤塚宵美は密室イ体として発見された。

　恭野は動どう揺ようした。自分はこんなにも酷く、赤塚宵美をイカせたつもりはない！

　だが──恭野はふと失敗の原因に気づいた。

　それは、宵美がポエマーであるということである。言葉を操あやつる宵美が一番、言葉に対する強い感性を持っているのだ。だとすると、自分が宵美をイカせるために使ったアクメワードは、恭野が思ったよりもずっと大きなダメージを、宵美に与あたえていたのかもしれない。

　軽い気持ちで発した「伊藤真実のペット」や「伊藤真実（ショタ）」が、全て、宵美をオーガズムの国に送るほどの甚じん大だいなダメージを与えていたとすれば──

　赤塚宵美をイ体にしたのは──私だ。

「本当は、そんなつもりはなかったんです。宵美ちゃんには、ほんの少しだけ反省してもらうつもりだった──けれども彼女はいつの間にか、密室イ体になっていた」

　恭野の声は震えていた。まるでこぼれ落ちた感情の雫しずくを、なんとか拾い集めようとしているみたいだった。

　恭野の話には、少しの違い和わ感かんがあった。……が、この状じよう況きようだ。俺はそこをあまり掘ほり下げずに恭野に言った。

「悪気はなかったんだろう？　なら、尚なお更さら謝るべきだ」

　子供に諭さとすように俺は言った。いや──実際、恭野は子供なのだ。

　十六才の子供──少しだけ、世の中をわかったような気になった。

　意地になったように恭野は言った。

「……違ちがいます。今回のミスは、私の性癖が完かん璧ぺきでなかったがゆえのミスです。もしも私が、赤塚宵美に与あたえるアクメワードのダメージを正確に見積もることが出来たなら、彼女がイ体になることもなかった。もっと私が完璧であったなら──」


「『文香ちゃんの人間性愛ヒユーマノフイリアが完璧であったならば、誘ゆう拐かいされることもなかったし、両親が離り婚こんすることもなかったよ』」



　俺の頭の中で──清子さんが恭野に言った、呪のろいのような言葉がリフレインした。

　それに抵てい抗こうするみたいに──俺はつい、強い言葉を投げつけてしまった。

「どうして、そんなふうに考えるんだ！」

　きっと問題は、別の所にあるんだ。

　もっとお前が、宵美ちゃんを信じることが出来たなら──

「うるさいです！」恭野は感情的に叫さけんだ。「先生は……十六才に直すぐにちんちんを大きくする変態のくせに、さっきから生意気ですよ！」

「変態で結構！」俺はいっそ開き直った。「俺は変態だが、恭野のことを誰よりも案じている変態で──」

「うざい！」ムキになったように恭野は言った。「どちらが間違っているかは、野球拳けんで決めるんでしょう!?」

　そうだった──

　この勝負で勝たなければ、恭野を変えられないのだ。

「ああ、言われずともやってやる！　絶対にわからせてやるからな！」

　お互たがいに、一歩も譲ゆずらずに睨にらみ合った。

　こうして俺たちはふたたび──人格と信しん頼らいを賭かけたジャンケン対決をすることになった。

　歌い始める前だというのに──恭野は既すでにパーの手を作っている。

「宣言します。最後の私の手もパーです」

　小生意気につんと高く鼻を上げる。それと共に、手の平にブラックホールが出来たみたいに、俺の拳が「グー」の形へと収しゆう斂れんしていく。

「嬉うれしいですよ。先生のようなイキった変態を、役に立つ人間に作り替かえられることがね」少し速いテンポで恭野が歌い始めた。「野球するなら～、こういう具合に、しやしゃんせ～♪」

　俺は今まで通り、グー以外の手を出すために格かく闘とうすることになる。

　こうなったら──三戦目に使ったのと同じ、外部の刺激作戦だ。

　俺は机の上に置いてある恭野のシャープペンを、動くようになった右手で握にぎり、ペンで引っ搔かいて左手をほぐそうとする。

　左手は化石のように動かない。諦あきらめそうになったが──繰くり返していると、なんとか人差し指と中指をほぐすことが出来た。

　あれ、チョキが出せる？

　恭野に勝てる？

　待て──これは、

　恭野が、わざと力を弱めて──でも、本当にそうか？　恭野だってあれだけの大おお見み得えを切っていたのだ。感情的になっていたし、力で叩たたき潰つぶそうと思うような所ではある。

　だが四戦目になって、急に恭野の力が弱まるというのは──

　いや──でも、恭野だって──俺と話して、少しは迷ったはずだ。いくら人間をわかったフリをしたって、人類が変態だと言ってみたって、そもそも彼女は、自分の過あやまちで宵美ちゃんをイ体にしている。恭野は間違っている。人間性愛ヒユーマノフイリアは不完全だ。そのことを、彼女自身もわかっているはずだ。

　だから、恭野の力が弱まったのは、恭野の動揺を表していて──

「アウト？　セーフ？」

　本当にそうか？

　と、見せかけて罠わな？

　ああ──もう、わかんねぇ──ッ！

「よよいの、よいッ!!」

　恭野が出した手は──

　俺が手を変えないことを見み越こした、グー読みのパー。

　俺が選んだのは──

　恭野がグー読みのパーでも、チョキ読みのグーでも、どちらにしても負けることはない、パーだった。

　あいこだ。

　……あ。やべ、次のことは何も考えてなかった──

「あいこで──」

　と、とりあえず──何も考えてないけど、えーっと──

「──ホイッ！」

　結果は──

　恭野がグー。そして俺が二連続でパー。

　偶ぐう然ぜん──！

　いや、じゃんけんなんて元々偶然なのだ。二連続で俺の勝ちだ。

「……ッ！」

　二勝二敗──

　勝負は、最終戦へと持ち越された。

「……」

　恭野は何も言わずにスカートのジッパーに手をかけた。そしてこちらを、非難がましい目で見つめた。

「……見ないで下さいよ、ペド教師」

　恭野はルールに従い、ぶつくさ文句を言いながらも、スカートの側部のジッパーを引いて、真下に下ろした。

　もちろん俺はガン見する。恭野はますます居い心地ごこち悪そうにする。

「ほんっとに、信じられないペド教師です……」

　恭野は呆あきれたように口にした。

　だが──その声に少し元気がないのは、自分が俺の手を操作出来なかったという事実に、動揺を覚えているからかもしれない。

　結果だけ見れば──恭野の力が弱まっているという俺の読みは正しかったのだろう。なんせ、恭野は俺が手を変えられないことを見越してのパーだったのだから。更さらに言えば、どさくさに紛まぎれて俺は、チョキよりも難しいパーを出すことが出来た。

　恭野の脱だつ衣いが終わる。

　恭野のショーツはブラジャーと同じネイビーで、骨こつ盤ばんにぴたりと張り付くヒップハング型のものだった。足コキ時のパンチラではよく見えなかったが、一いつ般ぱん的なショーツよりも股また下したが浅く作られていて、ショーツの上部には紺こん色いろの紐ひもが付いていた。中々にクールな代しろ物ものだ。

　思ったよりもエロめの下着だ。フフ、俺はまだまだ頑がん張ばれそうだぜ──

　恭野の下着姿が、俺に不死鳥のようなエネルギーをもたらしてくれる。

　次が、泣いても笑っても、最後の闘たたかいだ。

　この闘いの勝敗で──俺の人格が破壊されて廃はい人じんになるか、それとも恭野が宵美ちゃんと胡桃沢に謝罪し、鉄板の上でオ○ニーをさせられるかが決まる。

　全すべての運命が決まる──野球拳。

　勝負を前にして、恭野は独り言のように呟つぶやいた。

「近親性愛インセスト──加虐性愛サデイズム──食人症カニバリズム──露出狂フラツシヤー──盗撮魔ピーピングトム──」

　それは、彼女が持っている性せい癖へきの羅ら列れつだった。

「火炎性愛パイロフイリア──色情狂ニンフオマニアツク──処女性愛デフロランテイズム──被虐性愛マゾヒズム──幼児オート衣装ネピオ性愛フイリア──」

　改めて挙げられてみると、ものすごい性癖の数だ。恭野は性癖を数十個ほど羅列し終えると、俺に言った。

「私は全ての性癖を持っています。言うなれば、人間の全てを知り尽つくしています。なのに、あらゆる性癖を持った私が、なぜだか先生の行動だけを操作出来ない……」

　恭野は不思議そうに首を捻ひねった。本当に理解が出来ない、といった様子だ。

「世界には、まだ私の知らない性癖があるんでしょうか……」

　恭野が、尋じん常じようではない変態を見る目を俺に向けた。

「予想もつかないような、変態性癖とか……」

「……俺は人よりも性せい欲よくは強いが、性癖としては、割とノーマルだと思うぞ」

　恭野はため息をついた。そんなことはわかっているというふうに。そして目を細める。

　だが、言われてみれば不思議だった。俺の中のなにかが、恭野を狂くるわせている気がする。恭野と同じ疑問を抱いだきながらも──俺はふと、胡桃沢家で将しよう棋ぎ対決をした時に、夕ゆう影かげさんに言われた言葉を思い出した。


「形勢とか──読みとかではありません。性癖でかかってきなさい」



　性癖。

　なんとなく、俺は恭野を前にして、性癖で闘うことが出来ているような気がした。

　だが、自分がどんな性癖の下もとで闘っているのか──それがどうしてもわからなかった。

　そもそも、なぜ俺はこんなにも、この対決に本気になっているのだろう？

　露ろ出しゆつオ○ニーをさせられそうになったり──股こ間かんキックで射精させられそうになったり──右手を負傷したり──負けたら廃人になるじゃんけんをさせられたり──左手も負傷したり──命を賭けてまで、恭野に勝ちたい理由って、一体なんなんだろう。

　恭野が悲しんでいるのを想像すると、俺も悲しくなるのはどうしてだろう。

　恭野が笑っているところを想像すると、俺も嬉しくなるのはどうしてだろう。

　どうして俺は、こんなにも恭野に──

　……。

　ああ──そうか。

　不意に──俺は気づいた。

　気づいてみると、本当に当たり前のことだった。

　きっと、初めて彼女を見た時から──俺はずっと、この特とく殊しゆ性せい癖へきに罹り患かんしていたのだ。

　俺は芽生えた感情を口にした。




「恭野。ずっと前から、お前が好きだった」




　言葉にした瞬しゆん間かん──すっきりとするような感覚があった。

　恭野が俺の行動を予想できなかった理由──それは、

　俺は恭野が体験したことがない、「恋こい」という特殊性癖を元に行動していたからだった。

「……ば、馬ば鹿かなんですか……？」

　恭野は俺の言ったことに、素すの反応を見せている。等身大の十六才の反応だった。

「馬鹿じゃない、本気だ」

　俺は胸を張って答える。

　そうだ。恭野の人間性愛ヒユーマノフイリアは、人間という種──そのものを愛する性癖である。そして恋というのは、種としての人間ではなく、個としての人間を愛する性癖だ。

　人間性愛ヒユーマノフイリアと恋は、真逆なのだ。恭野が恋に突つき動かされた俺の行動を予測することなんて、出来なくて当たり前なのだ。

　恋こそが──恭野を唯ゆい一いつ打ち破ることが出来る刃やいばだったのだ！

「あの……、もう、うんざりするくらい言っていますが──私は高校生ですよ？　先生の今の発言、録音してＰＴＡにでも持って行きましょうか？」

　恭野は本気で困こん惑わくしていた。俺の発言が、あまりに規格外過ぎたからだろう。

　だが──溢あふれ出る思いを止める事はできない。

「それくらい、覚かく悟ごの上だ！」

　ガチで持って行かれると、少し困るが……。

[image: ]

　恭野は目を伏ふせると、悩なやましげに口元をじっくりと押さえた。

「……あのう、色々と間ま違ちがいすぎてて、どこから突っ込んでいいかがわからないんですが……。先生は、私の本ほん性しようを知りませんでしたよね？　最近知ったものを、『ずっと前から』の範はん囲いに当てはめてもいいのでしょうか……？」

「そういう二面性って魅み力りよく的だと思う」

「ポジティブ過ぎます……」恭野は二、三歩引いた。

「それに、一番好きな部分はぶっちゃけ顔だ。そこはいつまでも変わらないからな」

「正直過ぎます……」

　恭野は後ろに下がりすぎて、窓まど枠わくに激げき突とつしていた。ぶつけた頭をさすりながら、仕切り直すようにコホン、と咳せきをする。

「私、割と先生に酷ひどいことをしたと思うんですが……」

「好きという感情があれば、どんな苦しみでも乗り越こえられる」

「もう、よくわかりません……」

　恭野は難しい問題を前にして、お手上げのように言った。

　俺が、あまりに堂々としていたからだろう。なんだか段々と恭野も、何が常識で何が常識じゃないかが、わからなくなっているようだった。

　だが──考えてみればそれは最初からそうだった。

　俺たちは特殊性癖教室という、全ての常識が覆くつがえされる空間にいたのだ。

　俺も変態だし、恭野も変態だし、クラスメイトも変態だし、もしかすると恭野の言う通り、全ての人類が変態なのかもしれない。だが、だからと言ってなんなんだ？　特殊性癖だとかという、何かが狂おしいくらいに強く好きだという感情からすれば、他人がどう思っているかなんて、心の底からどうでもいいことなんじゃないか。

　そんな教室の担任として──俺は胸を張って、目の前の少女に言う。

「もう一度言う。俺は、お前が好きだ」

「……変態」

　恭野の罵ば倒とう句は短かった。俺たちはどちらからともなく、野球拳けんの歌を歌い始めた。




「野球するならー、こういう具合に、しやしゃんせー♪」




　疲ひ弊へいしていたせいで、さっきまではずっと恭野一人に歌わせてしまっていたが、今回は俺も歌を歌うことが出来た。

　今回の恭野は、パーを予告しなかった。もう意味がないと思ったのだろう。

　この勝負で──恭野の人間性愛ヒユーマノフイリアと、俺の恋という特殊性癖がぶつかり合う。

　特殊性癖と特殊性癖のぶつかり合い──その時点で、さっきまでの闘いとは違ちがう、イーブンの闘いだ。

　言い換かえれば──これはもう、ただのジャンケンだ。

　純じゆん粋すいなる運任せ──そして。




「アウト？　セーフ？」




　ただ、どちらが勝ちたいと思っているか。

　それだけを競きそう──情念の勝負だ。




「よよいの、よいッ!!」




　俺が出した手は、固く握にぎり込んだグー。

　恭野が出したのは──二本の指を突き出す、チョキだった。

　恭野は悔くやしがりながらも、どこかその結果を受け入れているようにも見えた。

　ようやく──全すべての野球拳が終わった。

　結果は、三勝二敗。

　俺は、十日間暮らしたこのホテルから、脱だつ出しゆつすることが出来た。

　そしてその後に見た──恭野のなめらかな、絵画のように美しい裸はだかについては、俺は一生忘れることはないだろう。




　　　　＊




　七月十八日、水曜日。

　俺からすれば十二日ぶりの学校となる。

　右手を派手に骨折して、医者から療りよう養ようを命じられている俺は、休んでも良かったのかもしれない。だが、その日はどうしても学校に来たかった。

　俺は物理実験室にいた。隣となりには、二年五組の担任である青あお木き先生がいる。

「わあ、伊藤先生、お久しぶりですねえー」青木先生が、目め一いつ杯ぱいの笑え顔がおで言う。「お元気でしたか？　学がく苑えん長ちよう先生によると、一週間ほど海外の特殊性癖教室を見回る出張に行ってたとか」

「あ……、はい」俺はなんとか口裏を合わせた。

　俺が行方ゆくえ不明だった数日間のことは、学苑長によって「出張に行った」ということで処理されていた。

　学苑長は、俺が恭野のホテルにいることを予想していたのだろうか？　……いや、あの学苑長にそんな鋭するどい予想が出来たとは思えないし、きっと、恭野の方から学苑長に口止めが行ったのだろう。学苑長は恭野家の権力を前にどうすることも出来ず、恭野に言われるがまま処理したのだ。孫が行方不明なんだから、もう少し頑がん張ばって欲しいところだったが……。

「しかし──すごく遠い場所だったみたいですね。連れん絡らくも出来ない、アンゴラ辺りの特殊性癖教室だったとか」

「はい、そうですね」しかも、噓うそのクオリティが低い……。

「右手、怪け我がされてますけど、どうしたんですか？」

「あ、これは野球拳──じゃない、アンゴラでジャガーを追いかけている時に、嚙かまれてしまいましてね」

「へー、ジャガーがいたんですかー」

「はい、そうです」アンゴラにジャガーはいるんだろうか？　知ったこっちゃねーな。

　それからも、アンゴラに行ったにしてはあまり焼けてませんね、という青木先生の問いに、いやー、生まれつきメラニンの少ない体質なんですよー。こう見えて皮ひ膚ふはダメージを受けまくってます──と、適当な受け答えをしていると、窓の外にある運動場でドッジボールが始まった。

　それは、特とく殊しゆ性せい癖へき教室である二年九組と、青木先生が担任をする二年五組の対決だった。

「伊藤先生の言った通り、ここは特等席ですね」

　青木先生はおっぱいをぼいんぼいんと弾はずませながら言う。

　校庭は、応おう援えんをする生徒でごった返している。一方──ここには俺たちしかいないし、冷れい房ぼうも死ぬほど効かせていた。二階だから見る分には問題ないし、クオリティ・オブ・ライフ的には死ぬほど高い値を記録していただろう。

　それに──どうしても青木先生と話したいことが一つあった。

「伊藤先生がいない間、九組の生徒は真ま面じ目めに練習していましたよ」青木先生は、俺が気にしているだろうと思って教えてくれた。「でも、うちのクラスも運動神経がいい生徒を集めてますからねー」

　青木先生は、子供っぽい対たい抗こう意識を露あらわにしてみせる。

　勝負は互ご角かくだった。九組には体育が苦手な生徒も交ざっているが、その子たちもキャッチだけは練習したようで、五組を相手に想像以上の健けん闘とうをしていた。九組の主力である恭野と胡桃沢はしっかりとコンビネーションを練習したらしく、ボールの速度こそ五組に劣おとるが、的確に敵のチームを攻せめ立てていく。

「九組、例年よりも強いですね。先生のおかげでしょうか？」

　青木先生は跳はねるように言った。俺は何もしていません──と言う。

　試合時間が半分ほど過ぎた所で、俺は青木先生に聞いた。

「青木先生──質問をしてもいいでしょうか」

「なんでしょう。五組の弱点でしょうか？　もちろん秘密ですよー」

「いや、弱点じゃなくて」

　普ふ段だん通りの青木先生を見ていると、自分の考えていたことが噓のように思える。

　だが──これはどうしても確かく認にんしなければならないことなのだ。

　俺は意を決して、目の前の先生に聞いた。




「赤塚宵美をイカせたのって──青木先生ですよね？」
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　最初の違い和わ感かんは、九組の教きよう壇だんの下にいる灘なだを見た時だった。


　女は拘こう束そく衣の上に、何重もの鎖くさりを巻き付けていた。

　教壇の下に隠かくれているというよりも、この教壇の下に封ふう印いんされているような。



　あの時、灘は教壇の下で拘束されていた。その衣服には激げき烈れつに違和感があったが、俺はその衣服を、密室イカせ事件よりも後に身に付けたものだろうと思った。

　だが恭きよう野のは──


　恭野は、灘に拘束衣と鎖を着せ、教壇の下で反省させた。そして恭野は、仕事は終わったとばかりに教室を出た。



　灘に拘束衣を着せたのは、密室イカせ事件の当日だと言った。

　本当は──この時点で密室は破は綻たんしていたのだ。

　もしも恭野の証言が本当だったならば──部屋が密室になるはずがない。鍵かぎをかける係であるはずの灘は、恭野の手によって教壇の下で動けなくなっている。

　灘が鍵をかけられないのならば、他ほかに鍵をかけられるのは宵よい美みちゃん自身だが、これは更さらにあり得ない。宵美ちゃんは強きよう烈れつにイカされていたし、のこのこと部屋の鍵をかけられるとも思えない。かける理由もない。

　そもそも──犯人が恭野だとすると、部屋が密室だったこと、それ自体が妙みようだ。

　なぜならば、鍵をかけてしまった時点で、容疑者は鍵を開けることの出来る生徒に絞しぼられる。灘の存在を知っている人間ならば──面めん倒どうなことを考えなくとも──すぐに容疑者を灘か灘の知り合いに絞れてしまう。そんな危険なことを、恭野がするとは思えない。

　だから、恭野が宵美ちゃんをイカせた後、本当は九組に鍵はかかっていなかったのだ。

　言い換えるならば──恭野が部屋を出た後、九組に鍵をかけた奴やつがいる。

　だとすると、宵美ちゃんをイカせたのが恭野、ということ自体も疑わしいかもしれない。恭野は、宵美ちゃんがイ体になったのはアクメワードの威い力りよくの見積もり違いだと言っていたが──そうではなく、宵美ちゃんは恭野にイカされた後──その、鍵をかけた何者かにイカされ直した。そう考えた方が自然だった。

　その犯人が、目の前にいる──

「……伊い藤とう先生、アンゴラで変なものでも食べたんですか？」

　二年五組の担任、青あお木き先生だった。

「赤あか塚つかさんがイカされたのは、本当に痛ましい事件でしたよね……。でも、私を恨うらむのは筋すじ違ちがいですよう」

　青木先生は、ぷくーっと頰ほおを膨ふくらませた。アラサーであることを考えると、ギリギリの仕草──いや、たぶんアウトだな。

「青木先生、事件の振ふり返りをしてもいいですか？」

　俺の発言に、青木先生は──どうして楽しいクラスマッチの日に、そんな話をするんだ──という表情を浮うかべたが、気を使って言葉の上では納なつ得とくしてくれた。

　嫌いやがられるのは承知の上だ。俺は話を始める。

「事件を最初から追い直してみましょう。七月五日の朝──先生と宮みや桃ももは二年九組で赤塚宵美のイ体を発見しました。彼女は何者かによってイカされ、昏こん睡すい状態になっていた。そして犯行時、現場は密室だった──ということになっている。ここまではいいですね」

「……はい」

「実は──僕たちは九組が密室であったということを、一度もしっかりと確認してはいないんですよ。ただ、状じよう況きよう的にそうだろうと推測しただけです」

「そうでしたっけ……？」

　青木先生は、難しいことを考えるのは苦手なようで、困った顔をした。

「えーっと、でも、九組の鍵の持ち出し記録は確認しましたよね……」青木先生は目を細める。昔のことを、なんとか思い出そうとしているようだ。「そして、前日に伊藤先生が鍵を持ち出してから、当日に私と宮桃さんが一いつ緒しよに九組に行くまで、一人も鍵を持ち出した人はいませんでしたよね？」

「鍵については、その通りです」

「じゃあ、部屋には入れなかったんじゃないですか？」青木先生は、冗じよう談だんを言われているとでも思ったのか、くすくすと笑った。

「……一箇か所しよだけ、僕が施せ錠じようを確認していない場所があるんですよ」

「へえ、それはどこですか？」

　俺はグラウンドを一いち瞥べつする。ドッジボールを見るためではなく──そこに張られている透とう明めいな板を見るためだ。

「──窓ですよ」


「窓でも開いてたんでしょうかねぇ……」隣で話を聞いていた、古文の女性教きよう諭ゆが言う。

　九組は清せい純じゆん学がく苑えんの五階にある。外から入るのは一苦労だろうが──清純学苑自体が煉れん瓦が造りで、窪くぼみの多い外観をしている。登ってくるのも不可能ではないかもしれない。

　とはいえ昨日の俺は、宵美ちゃんに脅おびやかされていたのもあって、教室の施錠をいつもより念入りにしたはずだった。窓だって閉めた覚えがあるのだ。



「あはは、忘れたんですか？　伊藤先生は窓の鍵を閉めたと言ってましたよ？」

「……そうですね。でも、僕が確認したのは前日の十七時半です。事件が起こった早朝には、九組の窓が開いていたのかを確認していない」

「それはそうですけど……」

「九組の窓が開いていたのかどうか。それを知っているのは──第一発見者である宮桃と青木先生だけです。宮桃はケツにガスバーナーを突つっ込むアホなので、今証言出来るのは青木先生だけです」

　そう言うと、青木先生は苦しそうに唸うなった。そんな細かいことなんて、覚えていないとでも言いたげに。

「青木先生。九組の鍵は開いていましたか？」

「……そんなことを聞かれても、開いてたと言われれば開いていたし、開いていないと言われれば開いていないとも……」

「いや、覚えているはずです。なんたって、九組の鍵を開けたのは先生自身ですからね」

　青木先生の表情が、いびつに歪ゆがんだ。

「覚えてますよね？　宵美ちゃんをイカせた後、ご自身で窓を開けたこと」

「な、何の冗談でしょう……、私は何も……」

「七月五日の朝！」

　どういう方法で知ったのかはわからない。

　恭野と同じように、盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけていたのかもしれない。校内を歩いている最中に、偶ぐう然ぜん見かけてしまったということもある。ともかく青木先生は九組で、宵美ちゃんがイカされているのを、なんらかの方法で発見した。

　彼女が宵美ちゃんを見つけた時、鍵は開いていたはずだ。なぜなら、恭野には九組の鍵を閉める手段がなかったからだ。青木先生は半死となっていた宵美ちゃんをイカせ直し、そして九組の鍵を閉めた。

　俺が確認していなかった逃とう走そう経路である窓と、あるものを使って。

「八組の鍵です。僕らは九組の隣となりにある八組の鍵の持ち出し記録までは確認しなかった。あなたは僕にとって盲もう点てんだった八組の鍵を使って、九組の鍵を閉めたんです」

　このトリックには事前準備が要いる。九組の鍵を閉める前に八組に入り、窓を開放しておくことだ。それだけで準備は完かん了りようする。

　まず、九組に入って鍵を閉める。内側から閉める分には鍵は要らない。

　次に、九組の窓の鍵を開ける。隣の八組までの距きよ離りはそう遠くはない。おまけに清純学苑えんの外がい壁へきは窪みの多い構造だ。窓伝いに八組に入る。

　八組の窓を閉め、鍵もかける。九組のドアの鍵は閉まり、偽いつわりの密室が出来る──

「……た、確かに可能かもしれません。でも、それをやったのが私という証しよう拠こはどこに」

「キーボックスです」

　その時──確かに青木先生の表情の裏側から、別人のような顔が見えかけた。でも先生はすぐに、いつもと同じ顔に戻もどった。

「七月五日の早朝──まだ、教師も生徒も誰だれもいない時刻に、先生が八組の鍵を持ち出したという履り歴れきが残っているんです。返へん却きやくは二十分後です。それから三十分ほど、八組の最初の生徒が登校するまで、八組の鍵が持ち出されたという履歴はありません」

「……」

「だから、このトリックが出来たのは、青木先生だけなんです」

　青木先生は黙だまり込んだ。

　彼女には言わなかったけれど──俺がこのトリックに気づいたきっかけは、ほんの些さ細さいなことだった。

　それは、あの日青木先生の着ていたジャージだった。


　その日の青木先生はジャージ姿だった。珍めずらしい格好だが、クラスマッチ直前だと思えば、普ふ通つうのことかもしれない。



　成人女性の体力があれば、このトリックは可能だと思う。でも、青木先生が普段着ているような、ひらひらのワンピースを着て行うのは難しい。服が汚よごれる可能性もあるし、最悪足を取られる可能性もある。だから──青木先生はわざわざジャージに着き替がえたのだ。

　それからずっとジャージを着ていたのは、もしかすると着替える暇ひまもないくらい、宮桃のアホが早く学校に来てしまったからかもしれない。

　もしジャージを着ていたのが、武蔵むさし野の先生だったらなんとも思わなかっただろうけど……、青木先生はおしとやかな人だし、記き憶おくの端はじっこで引っかかっていたのだ。

　無言になった青木先生に、俺は言った。

「先生──どうしても無実だというのなら、いい方法がありますよ」

「……どういう方法ですか？」

「僕には、愛液の成分から噓うそを読み取れる知り合いがいるんです」

　青木先生は怪け訝げんな顔を見せる。

「ここまでの状況証拠があれば、きっと、その知り合いが協力してくれる。本当に無実だというのなら、僕と一緒に、その知り合いの所にまで行ってみるのはどうでしょうか？」

　俺は夜よる陽ひさんを思い浮かべる。妹をイカせた犯人を見つけるためだ。きっと力を貸してくれるだろう。

「もちろん検査の結果、僕の見込み通り──犯人が青木先生だったならば、容よう赦しやはしませんけどね」

　俺がそう言うと、青木先生は難しい顔をした。長い間、じっくりと考え込んだ後──

　ぱん、と両の手の平を叩たたいて、悪いことは出来ませんねぇ──と呟つぶやいた。




　密室イカせ事件の犯人は──青木先生だった。

「伊藤先生は、青木家を知っていますか？」

　青木先生は、授業をするようなトーンで俺に聞いた。いえ──と、俺は首を振る。

「そもそも、伊藤先生は特とく殊しゆ性せい癖へきの世界に詳くわしくないですか。まぁでも、仮に詳しくたって知らないと思いますよ。恭野家や胡桃くるみ沢ざわ家とは比べ物にならないくらい、小さな家ですからね」

　青木先生は実験室の机の上に手を置き、手の平をこちらに見せてひらひらとさせた。

「だから──その家に生まれた私は、ごく普通の女の子のように育ちました。せいぜい、祖父に見せられた白黒の戦争映画で、ブローニングＭ２重じゆう機き関かん銃じゆうがノイズと共に無数の人間をブチ抜ぬいていく場面を見て、初めての性的興奮を覚えたくらいです。七才の時でした」

　それは普通と呼べるのだろうか──というツッコミは吞のみ込む。

「この学校に赴ふ任にんして、初めて特殊性癖教室の存在を知りました。それからは祖父に命令されるがままに、一応は八組の壁かべに盗聴器を仕掛けて、九組の様子こそ追ってはいましたが、普ふ段だんはほとんどチェックしていませんでした」

　青木先生はなんでもないことのように盗聴器のことを語った。

「ただ、七月四日の夜に、盗聴器が大きな音を捕ほ捉そくしたんです。こういう時だけは盗聴器の方から通知が飛んでくるので、内容をチェックすることにしています。……まあ、大体は胡桃沢さんと伏ふし黒ぐろさんがＳＭをしていて、伏黒さんのブタのような喘あえぎ声を聞かされるだけで終わるんですが──」盗聴者も大変だな。「その日は違ちがいました。恭野家のご息女が、胡桃沢家の養女をイカせている所でした」

　青木先生の表情が、見たことのないものに変わる。どこか爬は虫ちゆう類るい的な表情だった。

「その声を聞いた瞬しゆん間かん──私の中の戦争好きの血が沸わきました」

　……？　どうして恭野と宵美ちゃんのイカせ合いが、戦争に発展するんだ？

「これは──恭野家と胡桃沢家の間の、戦争の火種に出来ると思ったんです」

　……！　そうだ──特殊性癖の大家である胡桃沢家の子供をイカせたというのは、俺が思うよりも、この世界ではずっと大きな意味を持っているのだ。

　となれば、それに目をつける人間もいる。青木先生は妄もう想そうをするかのように笑った。

「私の生まれた青木家は、本当に小さな家です。恭野家や胡桃沢家のような大きな家とは違う。こういった小さな家がのし上がるためには、どうすればいいかわかりますか？」

「……さあ。興味もないです」

「上に立っている、上流階級の良家が──潰つぶし合うことです。出来れば、お互たがいの家がなくなってしまうくらい、派手にね」青木先生はうっとりと宙を見た。

「そして──これはそのチャンスだと思った。だから、私は演出をすることにしたんです。赤塚さんを、オーガズムの世界から戻ってこられないくらい派手にイカせ直して、それから容疑者が恭野さんであると誤ご認にんさせるようなトリックを仕込んだ」

　青木先生は得意気に言った。

「ちなみに、事件を黙もく殺さつするように学苑長に提言したのも私です。情報が拡散してしまうと、万一恭野さんの耳に現場が密室だったという情報が入った時、すぐに真犯人がいることがバレてしまいますから」

　俺は手をぎゅっと握にぎり、怒いかりを抑おさえながら聞いた。

「……そんな、しょーもない野心のために、宵美ちゃんをイカせたんですか？」

　青木先生は、計画の素す晴ばらしさを誇ほこるように、どこか自じ慢まんげに答えた。

「野心三割──性せい欲よく七割です。私は戦争が好きですから。戦争さえ起これば、青木家の得にならなくてもいいかとは思ってました」夢見る乙女おとめのように言った。「それに、一いつ介かいの少女が戦争の火種になれるというのは素晴らしいことですよ。私だって、八十センチ列車砲ほうの弾だん薬やくとなって果てたいです。恭野さんもそうかと思って、今回のことを行いました」

　俺は何も言えなくなる。目の前にいるのは俺と同じ人間なのに、話が通じない化け物のように思えてしまったのだ。この人に何かを言っても、意味があるのだろうかと考えてしまうほどに。

「わからない、という顔をしていますね」

　ああ。ぶっちゃけ引いた。

「そうです。私たちのことは他ほかの人にはわからない」

　そう言って、青木先生は衣服の中に手を入れ、胸の谷間から拳けん銃じゆうを取り出した。

　拳銃を見るのは初めてだったが、重じゆう厚こうなその物体は一目見ただけで本物だと確信出来た。

　どうやら宵美ちゃんをイカせたのが自分だと知っている俺を、始末しようという腹づもりらしい。

「そして──伊藤先生はこれからも、理解の出来ない生徒と関かかわり続ける」

　銃じゆう口こうは真っ直すぐに俺に向けられている。俺は小さく両手を上げた。

「私は特殊性癖の人が嫌きらいなんですよ。私も特殊性癖を持っていますが──他人の性癖は理解出来ませんからね。そして理解が出来ないものは気持ちが悪いです。人間、誰だってそうですよね？　自分と違うものは気持ちが悪いんですよ」吐はき捨てるように、青木先生は言った。「伊藤先生。変な時だけ先せん輩ぱいぶって悪いのですが──先生には、そんな生徒を教え続ける覚かく悟ごはありますか？」

　一応──こんなこともあろうかと、この会話はリアルタイムで録音していた。教きよう壇だんの下に録音状態にしたスマホを入れて、その一時間後に、音声を恭野に向けて送信するようなアプリを入れていた。

　だから──俺がどうなろうが、最終的には音声を聞いた恭野の、自分が宵美ちゃんをイ体にしたという自責の念は解けるはずだった。とはいえ、もちろん拳銃は怖こわい。

　怖おじ気けづきそうになる心をなんとか奮い立たせて──俺は青木先生に言った。

「……あります」

　ここまで来て、自分を曲げることは出来ない。もう俺は、理解の出来ない変態たちの織りなす教室に、どっぷりと肩かたまで浸つかってしまっているのだ。

「……へえ」青木先生はにたりと笑った。
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　しばらくの間、物理実験室を沈ちん黙もくが支配した。窓の外からはクラスマッチの声が聞こえてくる。ここで死んでしまえば、二度と生徒たちに会うことは出来ないだろう。だが、命いのち乞ごいをしてしまえば、本当にダサい奴やつになってしまう。

　青木先生は、見込みが甘いだけかもしれませんけど──と添そえて、俺に言った。

「先生がそう言うなら、この銃じゆうは下ろさせていただきます」

　それから舌を出して、まあモデルガンですけどね──と言った。

　な、なんだおもちゃだったのか……。し、知ってたし……。

　青木先生は物理実験室のドアの所にまで行くと、小さく振ふり向いて俺に言った。

「では、若くて教育に燃える伊藤先生。縁えんがあればまたどこかで会いましょう。その時までに、私が胡桃沢家の人たちに報復されていなかったら──ですけどね」

　くすりと笑って、青木先生は部屋を出た。

　追いかけるようにして廊ろう下かに出る。だが──青木先生の姿はもうどこにもなかった。そして彼女はこの清純学苑から、煙けむりのように消えてしまった。




　　　　＊




　終業式がやってくる。宵美ちゃんはまだ目を覚まさない。学校に来られない宵美ちゃんの代わりに、机の上には『YOIMI』と彫ほられた金属製の首輪が置いてあった。

「せんせー、宵美の病やみ上がりには、この首輪を付けて公園を走らせてやってね」

「病み上がりの女の子に何をさせるつもりだ」

　胡桃沢はうん、そうだね──と切なそうに言った。やめろ、ツッコミを真に受けるな。

　夏休みが始まった。

　清純学苑は進学校なので、夏期講習がある。九組の生徒は一人も受講していないが、俺は一いつ般ぱんの生徒のために教材研究に駆かり出されることになる。

　夏期講習用のプリントを、全部コピー＆ペーストで作成していると、タンクトップ形に日焼けした武蔵野先生が言う。

「恭野は、いつもは夏期講習を受講してくれるんですが、今年は受けていないので寂さみしいですねえ……。伊藤先生、なにか恭野をグレさせることをしましたか？」

「い、いえ……、何も」

　ホテルで共同生活をして、最終的に人格を賭かけた野球拳けんをしました──とは、とても言えないだろう。恭野は清きよ子こさんとロサンゼルスに行くと言っていたので、それを伝えると武蔵野先生は安心してくれた。

　とはいえそれは半分噓うそで、恭野がロサンゼルスに行くのは一週間だけで、今いま頃ごろは日本に帰ってきているはずだった。

　俺は恭野が何をしているのかを想像する。俺は一学期の終わり際ぎわに恭野に、「ホテルに住むのを止やめて欲しい」と言った。操あやつられているホテルマンの人たちにも、それぞれの人生があるはずだからだ。恭野は何も言わなかったが、もしもそれに従ってくれているなら、恭野は今頃清子さんの家にいるはずだ。

　なんてことを考えているうちにお盆ぼん休やすみが来る。家でエロ動画を見ていると母親から電話が来る。動画がいい所だったので無視をしていると何回も電話が来て、仕方なく折り返すと母親がキレていた。

　慌あわてて鳥と羽ば市にある実家に帰る。玄げん関かんを開けると、やっぱりまだ母親が怒おこっていて、その奥には見覚えのある女の子がいた。

「お久しぶりですね、先生」

　恭野だった。涼すずしそうなショートカットは、蒸むし暑い夏にはよく似合う。

「……なんで俺の実家にいるんだ」

「なんでも何も──ネットカフェに住むのは疲つかれてしまって、お義父とうさんの所を頼たよらせていただくことにしたんですよ」

　恭野が口にした「お義父さん」には、どこか皮肉めいた響ひびきがあった。恭野のお義父さんは、もちろん我が祖父、伊藤芳よし雄おである。

　母親が怒っているのは芳雄のせいである。自分の父親に隠かくし子がいて、おまけにその隠し子が「ネットカフェに住むのは疲れたから頼らせてくれ」と言ってきたら、そりゃあ父への怒りで一いつ杯ぱいになるだろう。祖父とは連れん絡らくがつかないらしい。九十代にもなって娘むすめの電話を着拒しているらしいのだ、あのジジイは……。

「清子さんの所に住めばいいだろ」

　俺は居間で、母親に出してもらったメロンを食べている恭野に言う。

「清子さんと住むと、ホテルに住めなくなった理由を言わなきゃいけないじゃないですか。そうなると、先生に負けたことを言わなければならないじゃないですか。とても格好がつきませんよ」

「そんな理由で、担任の実家に来るか？」

「私にとっては、お義父さんの家ですよ？」

　その皮肉めいた「お義父さん」は止めろ。

　母親は恭野の礼れい儀ぎ正ただしさに即そく落おちしていて、文ふみ香かちゃんさえ良ければ、いつまでもここにいてもいいんだよ──と言う。恭野は、そういうわけにもいきません、と固辞するフリをする。こうして見ていると、この少女が恐おそろしい二面性を持っているなんて、誰だれも思わないだろうと思った。

　恭野と話しながらも、俺はふと恭野に言うべきことを思い出した。

「そういえばお前、ちゃんと胡桃沢に謝ったのか？」

　俺の発言に、恭野は頰ほおを膨ふくらませた。

「馬ば鹿かにしないで下さい。約束くらいは守ります」

「……鉄板の上で、オ○ニーさせられたりはしてないよな」

「いえ、そんなことはないです。割とあっさりと許してくれましたよ」

　そうか。少し心配していたのだが、恭野が焼きオ○ニーの刑けいに遭あわなくて本当に良かった。青木先生が真犯人、というのも大きかっただろう。

「ただ、次に同じことをしたら、私の膣ちつの形状を模したオナホールを、胡桃沢ハツの権力を用いて、ＴＥ○ＧＡから全国発売すると言っていました」

　そんなメディアミックス、ＫＡＤＯＫＡＷＡが許すわけがねえ……。

　恭野は夕方のバラエティ番組を見てくすくす笑っている。そんな姿を見ていると、彼女の本ほん性しようがよくわからなくなってくる。こうしていると、まるでどこにでもいる高校生の女の子みたいだった。

　恭野はメロンを食べるためのフォークを改めて手に持つと、俺に言った。

「物語を話してあげましょうか。伊藤先生」

　俺はうなずいた。吟ぎん遊ゆう詩人みたいに、恭野は語り始めた。

「昔々あるところに、燕つばめ野の文香という少女がいました。彼女はある時、迷子になってしまいました。困った彼女の前に現れた警察官が、『交差点に出るたびに、左に曲がればいいんだよ』と教えてくれました。彼女はそれに従って歩き続けました。けれども、左に曲がるだけではどこにも行けません。彼女はいつの間にか、同じところをぐるぐると回り続けていました」

　ぐるぐる、ぐるぐる──とフォークを回す。

「少女はどこへも行けませんでした。けれども、それでもいいかと少女は思いました。どこへも行けない代わりに、誰も彼女のことを傷つけないと思ったからです」

　恭野の「傷つけない」には、どこかさみしげな響きがあった。きっと彼女は今まで──あらゆる残ざん酷こくな現実によって、傷つけられてきたのだと思った。

「そんなある日──少女の所に、あらゆる交差点をブルドーザーで破は壊かいし尽つくして、真っ直すぐに進んでくる先生が現れました」

　……俺か！

　恭野は食べ終わったメロンの皮に、ぶすりとフォークを刺さす。

「道を壊こわしていく先生に、町民からの非難は続出！　連日連夜の裁判による慰い謝しや料りようで先生は破産！　行政は先生を不ふ穏おん分ぶん子しと認にん定てい。先生は磔はりつけにされて、地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれてしまうのでした……」

「え、俺死んだの？」

「……ちゃんちゃん」俺の言葉を流すように、恭野が言った。「ただ──彼のおかげで、少女の世界は開けました。少女の世界にあった信号や道路標識は、全すべてブルドーザーで破壊されていたからです。左に曲がろうにも、左がどちらかもわからない状態です。滅め茶ちや苦く茶ちやだとは思いながらも──でも」

　恭野は夜明け前に花弁を開く朝顔のような、見事な微び笑しようを浮うかべてみせた。

「ほんの少しだけ、すっきりしました」

　俺はつい、その微笑に見とれてしまった。テレビが漏もらす雑音は、もう耳に入らなかった。恭野はわずかに顔を傾かたむけて、俺の耳をくすぐるように言った。




「──先生が、教えてくれるんですよね？　私の持ってない特とく殊しゆ性せい癖へき」

[image: ]




　そう言うと、恭野はからかうように──本当にどこにでもいる十六才の女の子のように笑った。いや──違ちがう。恭野の誕生日は八月なのだ。彼女は事件の時よりも、一才だけ大人になっている。これからも八月になるたびに、大人になり続ける。

　俺は少し照れてしまったけど、長い期間を経て、ようやく自分が彼女に教師として認められたような気がして嬉うれしかった。

　その夜に胡桃沢から、宵美ちゃんの目が覚めたという連絡が来た。それを知った時の恭野の顔はぱっと明るくなった。たぶん、ずっと気にしていたのだろう。




　この物語は俺が、特殊性癖教室という奇き妙みようなクラスの教師になり、そのクラスの担任として、認められるまでのお話である。

　ただし──認められた後も、

　特殊性癖を持った、俺たちの日々は続いていくのだ。




　　　　＊




　伏黒祈いの梨りは卒業後、東京にある医大に入る。「最も痛そうだから」という理由で外げ科か医い志望になる。そして医大生をやる一方で、六本木にあるＳＭバーでショーガールとして働いている。縛しばられながらも素す晴ばらしいアクメ顔を晒さらす彼女は、六本木のサラリーマンたちに大人気だ。よく写真を送ってくれるので、彼女の近きん況きようは知っている。今年もイキ顔の写真が貼はられた年賀状が送られてきた。今年って豚ぶた年だったっけ？




　胡桃沢宵美は高校卒業後、東京にあるアートギャラリーの店員になる。もちろんそれは仮の姿であり、将来的には内閣府のスパイになる予定だった。が──スカウトを受けてアイドルになってしまった。ライブハウスでファンたちに、彼女が一言「好きなのです♡」と言うだけで最前列から最後列まで全員が射精するらしい。実に楽しそうなライブである。最近は、アイドルになるかスパイになるかを悩なやんでいるという。実に楽しそうな悩みである。




　胡桃沢朝あさ日ひは教師を目指して、県内の大学の教育学部に入る。もっと偏へん差さ値ちの高い大学に入ることも出来たのだけど、俺が三重県にいるからという理由で県内の大学を選んだ。彼女は華はなやかな大学生になる。そして俺はしょっちゅう、仕事帰りに黒くろ塗ぬりの高級車に乗せられて彼女の屋や敷しきへと連行される。最近は家族ぐるみの付き合いをしているが、古めかしい考え方の夕ゆう影かげさんはスパイにならないなら女の子は結けつ婚こんするべきと思っていて、そして胡桃沢も結婚願望が強い方なので、毎回ものすごいプレッシャーを受けている。逃にげ出したいが、ボノボ部隊に「車に乗れ」と言われると、怖こわくて断ることも出来ない。俺はどうなるんだろう……。




　アンデッド芳雄は死んだ。ぽっくり死んだ。だが葬そう儀ぎの最中に意識が戻もどり、奇き跡せき的に生せい還かんした。帰ってきた芳雄曰いわく、三さん途ずの川の向こうの世界でおばあちゃんと出会ったらしい。その際に優やさしいおばあちゃんと温かみのあるセックスをし、愛の力で現世に帰ってきたらしい。そしてそれ以来もう浮うわ気きは止やめる、と言い始めた。たぶんもう色々とヤバいのだと思うがともかく伊藤家は静かになった。静かになったのはいいことである。




　蕎麦そばくんは大学に入った後、奇跡的に彼女を作った。ふわふわのワンピースを着た、おっとりとした美人である。それ以来は盗とう撮さつは止めて、彼女の写真ばかりを撮とっている。今の彼はどこにでもいるオタクだ。いいことのはずなのに。なんだろう、この気持ち……。

　一方、ハカセは新たなる快楽を求めて「感度の高い女性になる薬」を開発し、それを使った様々なオ○ニー手法を生み出し、ネットにアップロードしている。蕎麦くんとハカセ。どこで差がついたのだろう……。

　ちなみに土つち之の下したは、「側そつ溝こうだけで日本を一周する旅に出る」と言い残したきり、連れん絡らくが取れなくなってしまった。きっと彼は今もどこかの側溝にいるのだろう。もしかすると、あなたの町の側溝に……。




　青木先生とは、結局あれから一度も会っていない。胡桃沢家に捕つかまったという話も聞いていないので、本当に行き先はわからない。けれども時々彼女のことを思い出す。彼女は今もどこかで、ブローニングＭ２重じゆう機き関かん銃じゆうが人間を撃うち抜ぬいていく様に胸をときめかせながら、戦争の火種を探して歩き回っているのだと思う。今までに会わなかったからといって、これからも会わないとは限らない。彼女ともう一度対たい峙じしてしまった時のために、俺は今よりもちゃんと生徒を守れるような、立派な教師になっておく必要がある。




　恭野は高校を卒業した後、フランスに行く。そしてフランスにある三百人ワールド・性癖パラフイリ委員会アン・オーダーというものに入る。恭野曰く、それは性癖の力で世界を影かげから操あやつっている統一政府だという。彼女は忙いそがしくて、毎年クリスマスの時だけ日本に帰ってくる。だから俺は恭野とクリスマスの時だけ会ってプレゼントを交こう換かんする。恭野はニッコリと笑って、手て錠じようモチーフのネックレスなんかをくれる。意味深なプレゼント。分解出来る構造になっていたので、後日中を見てみると盗とう聴ちよう器きが入っていた。だから、俺は気付かないフリをしてネックレスを付けて生活し、自分の近況を恭野に知ってもらう。立派な教師になっていることを恭野に教えてやる。

　そして俺は……。




　　　　＊




　その日、俺は朝早くから職員室にいた。今日は始業式で、今年入学してくる中等部の一年九組の生徒たちと教室で初めて対面する予定だった。

　不安だった。学がく苑えん長ちようから性癖を書いたプリントは貰もらっていたのだが、相も変わらずヤバい性癖がたくさん羅ら列れつされていた。果たして俺は、今回も自分の身を守れるのだろうか。

　ため息をついていると、最近男性とオランダで同性婚こんをあげた武蔵野先生が言う。

「伊藤先生なら大だい丈じよう夫ぶですよ。今までも大丈夫でしたから！」

　今までが大丈夫だったから大丈夫──というより、今回こそヤバいかもしれない、という気にもなるのだが……。まあ気に病やんでいても仕方がない。

　ＳＨＲの時間になり、俺は一年九組へと向かい、ドアを開ける。

　すると──そこには意外なほどに、普ふ通つうの中学生たちが揃そろっていた。

　いやいや、騙だまされないぞ。もう俺は、お前たちがヤバい奴やつらだということは、経験的にわかっているのだから。

　起立・礼・着席のコンボを決めて、中学生になって浮かれている生徒たちに俺は言う。

「おはようございます。九組の担任になった伊藤真まな実みです。特別進学クラスということで、スムーズに行けばクラス替がえもなく、六年間ずっと俺が担任です。よろしくお願いします」

　自然発生的に拍はく手しゆが起こる。そして、俺への質問コーナーが始まる。

　初うい々ういしい質問に答えながら──俺は思う。

　これからも俺は、特殊性癖を持った生徒たちを教え続けるのだと思う。

　特殊性癖教室の、この教きよう壇だんで。








あとがき






「特殊性癖教室」の原稿を書く前に、必ず思い浮かべる光景があります。それは、幼少期に父親に（無理やり）通わされていた、柔道教室の冷えた畳です。小学生の僕は、冬でも冷たい柔道着を一枚着て、凍えながら受け身の練習なんかを行っていたわけですが、そんなピリッとした空気感の中に特殊性癖教室のキャラクターはいるような気がします。

　特に無駄な話をすることはありません。そこで僕がやるのはプラスチックのメガホンを力いっぱい叩たたいて「なにか面白いことをやって下さーい！」と叫ぶだけです。その叫びのたびに柔道場特有の緊張感が走ります。数秒して、誰かがなにか面白いことをやってくれてシーンが一つ出来ます。その繰り返しです。だから、本を書くにあたって僕が考えたことはあまり多くありません。「小説の書き方」なんて作家の数だけあるかと思いますが、ただ僕は柔道場に一時間でも二時間でも立って、時々思い出したかのように大きな音でメガホンを叩いていただけでした。

　そんな関係もここで終わりです。電気の消えた柔道場にはもう誰もいなくて、だだっ広い空間ががらんどうになって取り残されていて、残された僕はただ一人であとがきを書いています。僕もこれを書き終えたらここを出て、小さな錠前を一つだけ付けて、少し休憩してからまた新しい会場に向かうでしょう。そこがどういう場所なのかはまだわかりません。寒くない場所がいいとは思っていますが、こればかりは行ってみないとわかりませんからね。

　というわけで、楽しみにしていた方々にはすみません。「特殊性癖教室へようこそ」はここで終わりです。

　売り上げ的にはそこそこだったけれども、後で皆さんがこの本を読んでいた時のことを思い出して、面白かったとかエロかったとか青春だったとかそんなことを思って下されば、それだけでもこの本の役割は果たされているかと思います。欲を言うならば、引っ越しの本棚整理の時にふと手を止めて、この本の冒頭数ページをぱらぱらめくって、「こんな馬鹿な本があったな」とか、思い出したりしてくれると嬉うれしいです。電子書籍？　じゃあ、たまにはちらりと表紙くらいは見ていただけると。

　読んで下さった皆様と、投稿時代から僕を支えてくれた友人たちと、この本の制作に関わった全ての人たちに感謝します。また次作で会えることを願っています。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『宵美の補修』







　放課後の教室で、俺は一人の問題児と向き合っていた。

「先生と二人きりなんて、バルトリン腺液がドバドバ出ちゃうのです♡」

　彼女は胡桃沢の腹違いの妹、赤塚宵美である。ずっと不登校だった彼女は、テストで赤点を取ってしまったのだ。

　というわけで俺は──英語の補習をすることになった。

「なぜ俺が英語を……」

　俺は英語は専門外である。だが──仕方がない。本来教えるべき英語科の武蔵野先生が、宵美ちゃんにイカされすぎてテクノブレイクで入院してしまったのだから……。

　色々と言いたいことはあるが、補修を始めよう。

「まずは英文問題だ」

「へいです」

「『そのお天気キャスターは、台風の中、全身がびしょ濡れになった』」

　すると、宵美ちゃんはノートに英文を書いた。

『The weather reporter wearing whole body tights wrote the ass characters in the middle of the typhoon.』

「ん……？　これ合ってんのか？　ちょ、ちょっとグ○グル翻訳で……」

　と、教師らしからぬことをしてみると──

『そのお天気キャスターは、台風の中、全身タイツで尻文字を描いた』

「意味が変わっているゥッフッファ──ンイグゥゥゥゥゥゥ────ッ！」

　可愛くていつも笑顔な気象予報士さんが、全身タイツ姿で尻文字を書かされているなんて──フフ……ふふふ……、その羞恥プレイ……すごくイイな……。

「……って、担任をイカせるんじゃありません！」

　なんとなくシュールなキレ方をしてしまった。

　股間の辺りがべっとりとして気持ちが悪いが、補習は進めなければならない。

「……赤塚。もうやるんじゃないぞ。次俺をイカせたら、マジで怒るぞ」

「はーい」

「『メアリーは誰よりもピアノが上手だが、コンクールでは入賞を逃してしまった』」

「はい、です」

『Mary shakes her ass obscenely than anyone else. I creampied in Mary's pussy because I didn't aware that my condom got out.』

　なんとなく嫌な予感がするが、グ○グル翻訳をする。

『メアリーは誰よりも淫らに尻を振る。コンドームが外れて中に出てしまった』

「ところどころ惜しイイイイイいイいいいいイクイクイグゥ──ゥア────ッ！」

　教科書に出てくるような女の子が、裏ではヤリマ○だったなんて……。そういう二面性って、つい燃えちゃうよな──って

「宵美ちゃんッ！　普通に答えを書いてくれ！」

「えー、なのです」

「お願いします！　書いて下さい！」

　土下座せんばかりの勢いで言うと、ようやく宵美ちゃんはうなずいた。

「仕方ないのです。今日ばかりは真面目に補習を受けてやるのですよ」

「……ほっ」

　宵美ちゃんはシャープペンを手に取った。だが、一向に続きを書いてくれない。

「……どうしたんだ、宵美ちゃん。まさかまた淫語を考えてるんじゃ……」

　そう言っても、宵美ちゃんは固まったままだった。

　まさか……。

「もしかして、エロい英文以外書けないのか!?　エロい単語は知ってるけどふつーの単語は知らないなんて、それって、どこの中学生男子……」

「うるさいのですっ！　『Moist Vagina（濡れマ○コ）』ッ！」

「ひでぶッ！」ボディブローのようなダメージが入った。

　そうか、彼女は性癖を使って英語を書いていただけなのだ。つまり、性癖の範囲外で英語を書くこと──要するに淫語以外の英単語を書くことが出来ないのだ。

　なにそのびっくり淫語人間……。

　俺はため息をついて、補修を続けた。

「……まずは基礎から覚えていこうな」

「……はいです」

「『駅』を英語で」

「す……、『すたちおん』……」

「『陰核包皮』を英語で」

「『Clitoral hood』」

「納得出来ねぇーッ！」俺は教科書を叩きつけた。
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